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本ユーティリテイの操作で守らなければならない事柄や、と〈にを意をすべき点を示します。 
本ユーティリテイを操作する上で確認をしてわ〈必要がある点を示します。 

知ってわ〈と役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


はじめに 


本書は、 RAID システム管理ユーティリティ 『 Universal RAID Utility Ver 2.1 』について説明します。 

本書は、ユーザーズガイド本体と、3つの付録で構成します。 

• ユーザーズガイド本体：本ファイル （ uru 21 jug . pdf ) 

• 付録 A : 用語一覧 （ uru 21 juga . pdf ) 

• 付録 B : raidcmd コマンドリファレンス ( uru 21 jugb . pdf ) 

• 付録 C : ログ/イベントー覧 （ uru 21 jugc . pdf ) 

本書で使用する用語については、「付録 A : 用語一覧」を参照して〈ださい 。 「Universal RAID Utility 」 という表記は、 

『 Universal RAID Utility Ver 2.1 』、『 Universal RAID Utility Ver 2.11 』を指します。 

また 、 Universal RAID Utility を使用するには、管理する RAID システムや、 RAID システムを実装する〕ンピュータのマニュアルも 
よ〈わ読み〈ださい。 

なわ、本書の内容は、オペレーティングシステムの機能や操作方法について十分に理解されている方を対象に記載してしけす。 
オペレーティングシステムに関する操作方法や不明点については、それぞれのオンラインヘルプやマニュアルを参照して〈ださい。 


本文中の記号について 


本書では、レ: I 下の3種類の記号を使用してしけす。これらの記号と意味を理解してしがこだき、本ユーティリティを正し〈使用してく 
ださい。 


記号 説明 


盧✓画底 
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概要 


Universal RAID Utility の概要について説明します。 

Universal RAID Utility とは 

Universal RAID Utility は、コンピュータの RAID システムを管理するユーテイリテイです。 


Universal RAID Utility は、レ: I 下のような特徴を持ちます。 

1. さまざまな RAID システムを1つのユーティリティで管理 

これまでは、 RAID システムの管理ユーティリティは、システムごとに異なる管理ユーティリティを使用してしけした。 Universal 
RAID Utility は、1つの管理ユーティリティで複数の RAID システムを管理できます。管理できる RAID システムについては、 
本体装置や RAID システムのマニュアルなどを参照して〈ださい。 

2, スタンダードモードとアドバンストモード 

Universal RAID Utility には、スタンダー巧ードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダー巧ードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、；^ンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができます。 

3- RAID システムを簡単に構築 

Universal RAID Utility を使用すれば、 RAID システムについて豊富な知識を持っていなくても簡単に RAID システムを構築 
できます。 

Universal RAID Utility のガイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「シンプルな論理ドライブ 
作成機能」や、未使用の物理デバイスの用途を決めるだけで RAID システムを構築できる「イージーコンフィグレーシヨン」とい 
った機能を提供します。 

4- RAID システムの構築、運用、保守に必要な一般的な機能をサポート 

RAID システムの構築のための一般的な機能(論理ドライブの作成、ホットスペアの作成など)や、運用のための一般的な機 
能(ログの記録、パトロールリード、整合性チェックなど)、保守に必要な一般的な機能(リビルド、実装位置の表示機能など） 
をサポートしています。 

5- RAID システムの障害監視機能 

Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生した障害を様々な機能で検出できます。 

RAID ビューアは、 GUI により RAID システムの構成と状態をツリーやアイコンでわかりやす〈表示します。 raidcmd により、 CLI 
でも同様の情報を表示できます。また、 RAID システムで発生した障害は専用のログだけでなく、オペレーティングシステムの口 
グへも登録し、さらに、 Express ソ J - ズ標準添付の ESMPRO/ServerManager ヘアラートを送信することもできます。 

6. ESMPRO / ServerManager による RAID システム管理 

Universal RAID Utility (Windows 版)は、 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 lil 降を使用して RAID システムの管理を 
行えます。リモート環境に存在する ESMPRO/ServerManager で、 RAID ビューアやログビューアと同様に RAID シス子しの丈 
ンテナンス、監視を行えます。 
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Universal RAID utility の構成 _ 

Universal RAID Utility は、 m 下のモジユールで構成してし、ます。また、動作するオペレーティングシステ 
ムにより、使用できるモジユールが異なります。 

■ raidsrv サービス 

コンビユータで常時稼動し、 RAID システムを管理するサービスです。 RAID ビユーアや raidcmd の 
処理要求に対して RAID システムの情報を提供したり、 RAID システムに対してオペレーシヨンを実 
行したりします。 また、 RAID システムで発生するイベントを管理し、 RAID ビユーアへ通知したり、各 
種ログに登録したりします。 

■ RAID ピユーア (Windows 版の み） 

GUI (グラフィカルユ-ザ-インタフエ-ス)により、 RAID システムの管理、監視を行うアプリケ-シヨン 
です。 RAID システムの構成や状態をグラフィカルに表示したり、コンフィグレーシヨンやオペレーシヨン 
を実行でさます。 

■ ログビユーア (Windows 版の み） 

GUI (グラフィカルユーザーインタフエース)により、 RAID システムで発生したイベントを記録する 
RAID ログを参照するアプリケ-シヨンです。 

■ raidcmd 

cup マンドラインインタフエ-ス)により、 RAID システムの管理、監視を行うアプリケ-シヨンです。 
RAID システムの構成や状態をコマンドラインで表示したり、コンフィグレーシヨンやオペレーシヨンを 
実行できます。 

■ 段 MPRO/ServerManager 通信モジユール / raidsrv Agent (Windows 版の み） 

段 MPRO/ServerManager で RAID システムを管理する際、段 MPRO/ServerManager と URU 
間の通信を制御します（段 MPRO / ServerManagerVer 5.2 じ I 降で RAID システムを管理する場 
合のみ使用するモジュールです)。 


オペレーテイングシステ厶 

Windows 

Linux 

VMware ESX 

raidsrv サーヒス 

ィ 


ィ 

RAID ビュ-ァ 

ィ 



ロヴビュ-ァ 

ィ 



raidcmd 


ィ 

ィ 

段 MPRO/ServerManager 通信モジユ-ル (raidsrv Agent) 

イ 
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図 1 Universal RAID Utility の構成 

























































































旧パージョンとの機能差分 


Ver2.02 と Ver2.1 

Universal RAID Utility Ver 2.1 は、 Ver 2.02 から]下の機能強化、機能変更を実施しました。 

1. ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 降を使用したリモートからの RAID システム管理機能のサポート 

Universal RAID Utility ( Windows 版）は、リモート環境の ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 lil 降で、 RAID システ 
ムの;^ンテナンス、監視をできるようになりました。詳細は、 「 ESMPRO / ServerManager による管理」を参照して〈ださい。 

■ RAID システムの構成情報の参照 

-データピ I ューアで、 RAID むーアと同様にツリー形式で RAID システムの構成を参照できます。 

- RAID システムの構成要素 ( RAID 〕ントローラ、物理デバイス、論理ドライブなど)のプロパティを参照できます。 

■ RAID システムの;メンテナンス 

-整合性チェック、リビルド、初期化などのオペレーシヨンを実行できます。 

-物理デバイスの実装位置表示、強制オンライン、強制オフラインなどの保守用機能を実行できます。 

-オペレーシヨンの優先度や論理ドライブのキャッシュモード変更などの設定を変更できます。 

■ RAID システムの監視 

-データビューアで、 RAID システム、わよび、 RAID システムの構成要素の状態をアイコンやステータスの表示によ 
り一目で把握できます。 

-アラートビューアで、 RAID システムで発生したイベントをアラートとして受信できます。 

-ログビューアと同様の RAID ログをデータビューアで参照できます。 

2- 情報表示に関する機能強化と機能変更 

■ Promise 社製 RAID 〕ントローラにわける物理デバイスのステータスの変更 

故障した物理デバイスがホットスワップ J ビルドなどによりホットスペアと入れ替わり論理ドライブの構成から外れた場 
合、 Ver 2.02 までは状態が「レディ」でした。 Ver 2.1 では、ステータスが「故障/ Failed 」 となります。 

3. オペレーシヨンに関する機能強化と機能変更 
■ 整合性チ王ックの一括実行機能の追加 

raidcmd で、下の論理ドライブに整合性チェックを一括実行できるようになりました。 

-すべての RAID 〕ントローラのすべての論理ドライブ 
-指定した RAID 〕ントローラのすべての論理ドライブ 

4. ログ/イベントの機能強化と機能変更 

■ ログで使用する文字コードの EUC 自動切換機能の追加 

Linux で、オペレーティングシステムが文字コードに EUC を使用する場合 、 Universal RAID Utility の RAID ログ、 
syslog に登録するイペントの文字〕ードを EUC へ自動的に切り替えるようにしました。 EUC レ: i 外の場合、従来ど 
わり UTF -8 を使用します。 

■ Promise 社製 RAID コントローラのイペント登録ポリシー変更 

- RAID ビューアや raidcmd から変更した論理ドライブのキャッシュモードは 、 RAID ログにイペントとして登録しませ 
ん。 

- RAID レペル6の論理ドライブの[縮退/ Degraded ] のイペントは、物理デバイスが1台故障中の状態になった 
とき、物理デバイスが2台故障中の状態になったときの両方のタイミングにそれぞれ登録します。 
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Ver2.1 と Ver2.11 

Universal RAID Utility Ver 2.11 は、 Ver 2.1 から]下の機能変更を実施しました。 

1 . サポートする OS の追力 Q 

■ サポート OS に 『Windows Server 2008 R 2 』 、 『Windows 7』を追加 

2. Universal RAID Utility ( Windows 版） t ットアッププログラムの機能変更 
■ ランタイムコンポーネントのインストールチェック肖り除 

インストール、アンインストール時に実施していた 、 Microsoft .NET Framework、Microsoft Visual C ++ 2005 
SPl ライブラリのインストールチェックを行わないようにしました。 
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Universal RAID Utility の動作環境 


Universal RAID Utility の動作環境について説明します。 

ノ\-ドウエア 


本体装置 

Universal RAID Utility の管理対象 RAID システムを実装できる本体装置 

管理対象 RAID システム 

RAID システムを実装する本体装置や、 Universal RAID Utility を添付している RAID 〕ントローラに添付のドキュ;^ントを 
参照してください。 

ソフトウェア （ Windows) 

オペ レーテ イングシステム 

な下のオペレーテインヴシステムで動作します。 

• Windows Server 2008 R 2 

• Windows Server 2008 

参 Windows Server 2003 R 2 SPl な降 

• Windows Server 2003 SPllil 降 

• Windows 7 

• Windows Vista 

参 Windows XP Professional SP 2 lil 降 

■nO Windows Server 2008、 Windows Server 2008 R2 の『 Server Core インストー ルオプ 

の シヨン』を使用する場合、 RAID システムの管理には raidcmd を使用します。 RAID ビューア、口 

ヴビューアは使用できません。 


Microsoft -NET Framework 


RAID ビューア、ログビューアを使用するには 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 じ I 上が必要です。 

Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows Vista、Windows 7 は、オペレーテイングシステム 
に .NET Framework 2.0 じ I 上を含んでいます。これらのオペレーテイングシステムを使用する場合 、 .NET Framework をイ 
ンストールする必要はありません。 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 じ I 上のインストールについては、「インストールの準備 （ Windows )」 を参照し 
て〈ださい。 


12 




















Microsoft Visual C++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネント 


RAID ビューアを使用するには 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントが必要です。 
Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows Vista SPl 1^1降 、 Windows 7 は、オペレーティングシ 
ステムに Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1ライブラリのランタイムコンポーネントを含んでいます。これらのオペレーティングシ 
ステムを使用する場合 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1ライブラリのランタイム〕ンポーネントをインストールする必要はあ 
りません。 


Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントのインストールについては、「インストールの準備 
( Windows )」 を参照して〈ださい。 

ソフトウェア （ Linux) _ 


习ペレ ー T インクソス了ム 

じ I 下のオペレーテイングシステムで動作します (32 bit と 64 bit どちらの環境でも動作します)。 

• Red Hat Enterprise Linux 4.5 降 
参 Red Hat Enterprise Linux 5.1 の J 華 
参 MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 じ I 降 

• Asianux Server 3 

• SUSE Linux Enterprise Server 10 SP 2 

ソフトウェア (VMware ESX) _ 


VMware ESX 


iil 下の VMware ESX で動作します。 

• VMware ESX 3.5 Update 4 

• VMware ESX 4 

Universal RAID Utility は 、 ESX Server にインストールして使用します。仮想マシンにはインストールしなし、で〈ださい。 

その他 


システム要件 


リソース Windows Linux / VMware ESX 


ハードディスク空き容量 250 MB な上 ^ 

(Microsoft .NET Framwork VerZO 、（標準 C ++ ライブラリなどの必要なパッケージは 
Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリの含まない） 

ランタイ厶を含まない） 

実装メモリ 512 MBm ± ^ 
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TCP ポート 


Universal RAID Utility は、じ I 下の TCP ポートを使用します。 


ポート番号 


52805 


—タポ—卜 


52806 


イベントポート 


52807 


ESMPRO/ServerManager 通信ポート 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更する場合は 、 「Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変 
更する」を参照して〈ださい。 

セー フモードとシングル ユー ザーモード 

Universal RAID Utility は、ネットヮーク機能を使用します。そのため、ネットヮーク機能が動作していない Windows の] 
下の t - フモードでは使用できません。 

• t ーフ モード 

• t ーフモードとコ7ンドプロンプト 

参セーフモー ドとネツトワーク t ーフモード 

また、 Linux や VMware ESX のシングルユーザーモードでも使用できません。シングルユーザーモードで Universal RAID 
Utility を使用する方法については、「シングルユーザーモードでの起動」を参照して〈ださい。 
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Universal RAID Utility のセットアップ 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストールについて説明します。 


インストールイ—ジ 


インストール、アンインストルには 、 Universal RAID Utility のかットアッププログラムを使用します。 

t ットアッププログラムは 、 Universal RAID Utility のインストールイ;ジに含まれてし、ます。インストール、アンインストール作業を 
行う前に、インストールイ;^ージを用意して〈ださい。 

Universal RAID Utility のインストールイ;^-ジは、オペレーティングシステムの種類により異なります。オペレーティングシステムに対 
応する正しいインストールイメージを使用して〈ださし、。 


オペレーテインヴシステム インストールイメージ 


Windows Server 2008 R 2 Universal RAID Utility Ver 2.11 (Windows 版） 

Windows Server 2008 
Windows Server 200 3 R 2 
Windows Server 2003 
Windows 7 
Windows Vista 
Windows XP 

Red Hat Enterprise Linux 4.5 降 Universal RAID Utility Ver 2.1 ( Linux/VMware ESX 4 版) 

Red Hat Enterprise Linux 5.1 降 
MIRACLE LINUX V 4.0 SP 2 降 


Asianux Server 3 

SUSE Linux Enterprise Server 10 SP 2 
VMware ESX 4 

VMware ESX 3.5 Update 4 Universal RAID Utility Ver 2.1 (VMware ESX 3.5 Update 4 版) 


■ Universal RAID Utility Ver 2.1 は 「 NEC 〕ー ポレートサイト」 ( http :// www . nec . co.jp ) に公開 
I り Tl してし、ます。けポート•ダウンロード」の 「 PC サーバ （ Express 5800 ソ J - 乃」で情報を入手して〈ださ 
い（機能強化や機能改善を行ったより新しし、パージョンが公開されていることもあります)。 
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インストールとアンインストール 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストル手順を説明します。 
インストール、アンインストールの種類により、作業手順が異なります。 


種類 

説明 

新規インストル 

コンピュータに Universal RAID Utility が存在しないとき 、 Universal RAID Utility を新規インストールし 
ます。 

作業手順 ( Windows ) 

1. インスト-ルの準備 （ Windows ) 

2. 新規インストール ( Windows ) 

作業手順 ( Linux ) 

1. インストールの準備 ( Linux ) 

2. 新規インストール （ Linux、VMware ESX ) 

作業手順 (VMware ESX ) 

1. 新規インストール （ Linux、VMware ESX ) 

更新インストル 

コンピュータに古いパージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、新しいパージョンの Universal 
RAID Utility をインストールします。 

作業手順 Windows ) 

1. 更新インストール ( Windows ) 

作業手順 ( Linux、VMware ESX ) 

1. 更新インストール （ Linux、VMware ESX ) 

追加インストール 

コンピュータに新しい RAID コントローラを取り付け、あるいは、 RAID コントローラを取り外しするとき、 
Universal RAID U 川 ity の RAID 〕ントローラを制御するプロヴラ厶を追加、削除します。 

作業手順 ( Windows ) 

1. 追加インストール （ Windows ) 

作業手順 ( Linux、VMware ESX ) 

1. 追加インストール （ Linux、VMware ESX ) 

アンインストール 

コンピュータから Universal RAID Utility を削除します。 

作業手順 Windows ) 

1. アンインストール （ Windows ) 

作業手順 ( linux、VMware ESX ) 

1. アンインストール （ Linux、VMware ESX ) 


wO • インストール、アンインストールは管理者権限を持つユーザーで行います。管理者権限を持つユー 

CLJ ザーでなければ、セットアッププログラムを実行できません。 

• Windows Server 2008 、 Windows Server 2008 R 2 の 『 Server Core インストール 
オプション J を使用す _ る場合、[スタート]メニューが存在しません。「管理者=コマンドプロンプト」 
で setup . exe を実巧します。 

• VMware ESX の場合、インストールを行う〕ンピュータで稼動する VMware ESX で alt キー 
と F 1 キーを同時に巧して、サービス〕ンソールのログイン画面を表示し、管理者権限を持つユー 
ザーでログインします。 

• Universal RAID Utility をアンインストールする場合、アンインストール前に、 RAID ビューア、口 
グビューア、 raidcmd 、 イペントビューアを終了します。 
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インストールの準備 （ Windows) 


RAID ビユーア、ログビユーアは 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 じ I 上と 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl 
ライブラリのランタイム〕ンポーネントを使用します。インストールする〕ンピュータにこれらのコンポーネントが存在しなければイン 
ストールします。 


Microsoft .NET Framework のインストール 


■; Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows Vista、Windows 7 は、オペレー 
I り ri テイングシステムに .NET Framework 2.0 lil 上を含んでいます。これらのオペレーテイングシステムを 

使用する場合 、 .NET Framework をインストールする必妻はありません。 

手順1[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の 
順にクリックし、ロログラムの追加と削除]をダブルク 
リックします。 

手順 2 [プログラムの変更と削除]をクリックし、隅 
在インストールされているプログラム]の一覧を表示 
します。[現在インストールされているプログラム]の 
-覧に、じ I 下のプログラムが存在すれば、 

Microsoft .NET Framework のインストールは不要です。両方、もし〈は、どちらか一方が存在しなければ、存在しな 
し、パッケージをインストールします。 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 』 ( x 64 の場合 [Microsoft .NET Framework 2.0 ( x 64)]) 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 』 （ x 64 の場合 『 Microsoft .NET Framework 
2.0 日本語 Language Pack ( x 64)』） 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack ( x 64) 』は、[プログラムの変更と肖リ 
r ^ i 除]に I 重、 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language Pack 』 

と表示されます。インストル済みパッケージが ( x 64) かどうか確認するには 、『 Microsoft .NET 
Framework 2.0 日本語 Language Pack J をクリックします。陵更と削除]をクリッろし、 t ットアッ 
ププログラムのダイアログを確認します。 （ X 64) の場合、ダイアログのタイトルが 

『 Microsoft .NET Framework 2.0 〇(64)日本語 Language Pack セットアップ』 

と表示されます。 


手順 3 Microsoft .NET Framework Version 2.0 は、 CPU アーキテクチャにより使用するパッケージが異なります。下 
表を参照し、必要なパッケージをダウンロードし、インストールします。 



CPU アーキテクチヤ 必要なコンポーネントと入手先 


x86 『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 巧頒布可能パツケージ (x86) J1 

http ： //www.nnicrosoft.conn/downloads/details.aspx?fannilvID=0856EACB-4362-4B0D-8EDD 

-AAB15C5E04F5&displavlanQ=ia 


『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack (x86) J] 

h は D://www.mic 「 osoft.com/downloads/de ね ils.asDx?familvid=39C8B63B-F64B-4B68-A774 - 

B64ED0C32A 口 SdisDlavlan 日 =ia 
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CPU アーキテクチャ 


必要なコンポーネントと入手先 


x64 『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 巧頒布可能パッケージ (x64) J1 

h は D://www.mic 「 osoft.com/downloads/details.asDx?familvid=b44a0000-acf8-4fal-affb-40e 

78d788b00&displavlanq=ia 


『 Microsoft .NET Framework Version 2.0 日本語 Language Pack (x64) J] 

h は D://www.mic 「 osoft.com/downloads/details.asDx?familvid=92e0elce-8693-4480-84fa-7d 

85eef 59016 &displavlanq=ia 


Microsoft Visual C++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントのインストール 


■; Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows Vista SPllil 降 、 Windows 7 
icti は、オペレーティングシステムに Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネン 

卜を含んでいます。これらのオペレーティングシステムを使用する場合 、 Microsoft Visual C ++ 2005 
SP 1ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールする必要はありません。 


手順 1 [スタート]ボタン、ロントロールパネル]の 
順にクリックし、[プログラムの追加と削除]をダブルク 
リックします。 

手順 2 [プログラムの変更と削除]をクリックし、隅 
在インストールされているプログラム]の一覧を表示 
します。隅在インストールされているプログラム]の 
— fc に、 

じ I 下のプログラムが存在すれば 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントのインストール 
は不要です。存在しなければインストルします。 

『 Microsoft Visual C ++ 2005 Redistributable 』 

手順 3 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイム〕ンポーネントは、下表を参照し、必要なパツケージを 


ダウンロードし、インストールします。 

■ CPU アーキテクチ ^ 

必要なコンポーネントと入手先 1 

x86/x64 

『 Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッケージ (x86) J1 

httD://www.microsoft.com/downloads/details.asDx?FamilvID=200b2 付 9-aela-4al4-984d- 


389c36f 8564781 disDlavlana=ia 

CPU アーキテクチ W こ関わらず、 （ x86) を使用します。 



新規インストール （ Windows) 


コンピュータに Universal RAID Utility が存在しないとき、 t ットアッププログラムは Universal RAID Utility を新規インスト 
-ルします。 

手順 1 [ スタート ] ボタン、 [ ファイル名を指定して実行 ] 、 [ 参照 ] の順にクリックします。 [ ファイルの参照 ] ダイアログボックスで、 
Universal RAID Utility のインストールイメージが格納されているフォルダへ移動して setup.exe をウリックし [ 開く ] をウリックします。[フ 
アイル名を指定して実行 ] の [ 名前 ] ボックスに setup.exe と表示していることを確認し、 [OK] をウリツクします。 
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手順 2 新規インストールを開始すると 、 Universal RAID 

Utility の InstaHShield Wizard が起動します。[次へ]をクリックし 
ます。 



手順3 Microsoft .NET Framework、Microsoft Visual 
C ++ 200 5 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントがコンピュータ 
に存在しない場合、右のメッ t - ジダイアログを表示します。内容に 
従いインストールを継続するか、中断するかを決定します 
(Universal RAID Utility Ver 2.11降は 、 Microsoft .NET 
Framework、Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタ 
イムコンポーネントのインストールチェックを行わないため、このメッセ 
-ジダイアログを表示することはありません)。 



手順4 ESMPRO / ServerManager を使用して RAID システ 
ムを管理する場合、使用する ESMPRO / ServerManager を選択 
します。使用する ESMPRO / ServerManager に対応するチェックボ 
ックスをチェックします。 ESMPRO / ServerManager を使用しない場 
合、どちらもチェックする必要はありません。 

チェックしたら[次へ]をクリックします。 





Universal RAID Uti りかをイシストールする本な装是のち巧を巧う ESMPRO/ServerManager を涯巧します。 

17 を SMP 防 / Server Manager Ve 巧孤隧を ) i 
厂 ESMPRO/ServerManager Ver4.0-Ver5.1(4) 


InstaHShield - - 

_ < 戻る ( 目） _L 汝へ化 )> ] _ キヤル」 


手順5 Universal RAID Utility は、既定値ではオペレーティ 
ンヴシステ厶を起動しているドライブの ¥P 「 og「am FilesVUniversal 
RAID Utility(x64 の場合は、 Program Files (x86)) にインストー 
ルします。 インストール先フォルダを変更するときは、 陵更]をクリッ 
クしてインストル先フォルダを入力します。 

[次へ]をクリックすると、新規インストールを開始します。 


田 


- InstaHShield 


インストールホの巧巧 

ファイルをインスト - ルするフオルタ ’ を遥巧してください。 



Universal RAID Utility のイシストール先： 
C：¥Program File が Universal RAID Utility 





変更を)...」 


InstaHShield - 

_ 〈戻る ( 呂 ) _[[ みへ（が > _キヤシたル 


引き続き、[インストル準備の完了]画面を表示します。[インス 
卜ール]をクリックします。 
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手順 6 新規インストールが完了すると、ウイザードの表示が 

右のようになります。[完了]をクリックします。 


手順7 インストールが正常に終了すると、[プログラムの変更 

と削除]に 『 Universal RAID Utility J ] としづプロヴラ厶をを録 
します。 

また、システ厶で使用する RAID コントローラの種類や、 
ESMPRO / ServerManager の使用パージョン、有無により、下 
の RAID コントローラを制御するプログラムをどちらか一方、あるいは 
両方登録することがあります。 

『LSI SAS Storage SNMP Agent X & {X は パ - ジョン） 

『 WebPAMPRO Agent J ] 





• ロログラムの変更と削除]に登録している、上記の RAID コントローラを制御するプ□グラムは、 
絶対にアンインストールしなしで〈ださい。アンインストールすると 、 Universal RAID Utility が正 
常に動作しな〈なります。 

•イベント□グ[システム]の[ログサイズが最大値に達したときの操作]の設定を確認して〈ださ 
し、。[必要に応じてイベントを上書きする]に設定していないと、イペントログのログサイズが最大値 
に達したとき 、 Universal RAID Utility が検出したイペントを Windows のイペントログに登録 
したり、 ESMPRO / ServerManager ヘアラートを通報できな〈なります。 

[ログサイズが最大値に達したときの操作]には、[必要に応じてイベントを上書きする]を設定し 
てください。 


更ま几インストール （ W … dows ) 

コンピュータに古いバージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、 t ットアッププログラムは新しいバージョンの 
Universal RAID Utility をインストールします。更新インストールでは、古いバージョンの]下の設定、状態を新しいバージョン 
に引き継ぎます。 

• インストール先フオルダ 

• RAID ログの内容 

• Universal RAID Utility が使用する TCP ポート 
参 RAID ビューア、 raidcmd 起動時の動作モード 

• オペレーティングシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 
手順1 setup.exe の起動方法は、「新規インストール ( Windows)j と同様です。 
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手順 2 更新インストールを開始すると 、 Universal RAID 

Utility の InstaHShield Wizard が起動します。[次へ]をクリックし 
ます。 



手順 3 Microsoft .NET Framework、Microsoft Visual 
C ++ 200 5 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントがコンピュータ 
に存在しない場合、右のメッ t - ジダイアログを表示します。内容 
に従いインストールを継続するか、中断するかを決定して〈ださし、 
(Universal RAID Utility Ver 2. 11陶ま 、 Microsoft .NET 
Framework、Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのラン 
タイ厶〕ンポーネントのインストールチェックを行わなし、ため、このメツ 
セージダイアログを表示することはありません)。 


rasMS -;- 2<J 

9 この本巧爲きじは、 lU 下の]ンボーネントびインストールされていません。 RA のピューアわよ U □ヴピューアをほ巧するには、 

み lU 下のコンポーネントをインストールするぶ要があります。 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 たがまの再頒布巧ち目バゥケージ 
Microsoft Visual C++ 2005 SPl 再頒ホ巧能ルッケージ （x 跑） 

まインストールを地続すると、 RA のピューアも'お化ヴピューアをインストルしません。 

トルを地続しますか？ 

は就 

Windows Server 2008 Server Core では、 RAID ピューアおよぴ□ヴピューアはほ用できません。はい价]を如ッルてイン 
スト-ルを地続してください。 

一はいが」 H …いいを P '… ] 


手順 4 ESMPRO / ServerManager を使用して RAID システ 
ムを管理する場合、使用する ESMPRO / ServerManager を選択 
します。使用する ESMPRO / ServerManager に対応するチェックボ 
ックスをチェックします。 ESMPRO / ServerManager を使用しない場 
合、どちらもチェックする必要はありません。 

チェックしたら[次へ]をクリックします。 


手順 5 更新インスト-ルを開始します。更新インスト-ル中 

は、右の画面を表示します。 




更新インストール中、右の画面を表示することがあります。この画面を表示し 
たとさは 、 [Automatically close and attempt to restart applications .] を 
選択し、 [ OK ] をクリックします。 

更新インストールに失敗する可能性があるので 、 [Do not close 
applications . (A reboot will be required .)] を選択したり、 [ Cancel ] をク 
リックしないで〈ださい。 



The following applications are using files that need to De updated by this setup. 



<• Automatically close and attempt to restart applications. 
广 Do not close applications. [A reboot will be required) 

InstaHShield - 



Cancel I 
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- Instal に hield 


手順6 更新インストールが完了すると、ウイザードの表示が 

右のようになります。[完了]をクリックします。 

インストール結果の確認方法は、「新規インストル 
( Windows )」 と同様です。 


7, ブト トぉ 

Universal RAID Utility t) トジヨシじアップデ - 卜しました。 

_ 


< 房るを） J [完了 ] キサンむレ」 


■; 更新インストールの対象となるファイルを使用している状態でインストールを行うと、インストールの最後 

leTl に「コンピュータの巧起動」を要求することがあります。インストールを完了するには、コンピュータを巧 
起動して〈ださい。 


追加インストール ( Windows ) 


Universal RAID Utility をインストールしている〕ンピュータの RAID コントローラの構成変更や、コンピュータを管理する 
ESMPRO/ServerManager の変更により、 Universal RAID Utility が導入するプ□グラムの構成を変更します。具体的には、 
lil 下のような場合、追加インストールを行う必要があります。 

• 〕ンピュータに新しい RAID 〕ントローラを取り付けた 

• コンピュータから RAID コントローラを取り外した 

• コンピュータを監視する ESMPRO/ServerManager の追加、変更、削除を行った ( Ver 5.2 lil 降の 

ESMPRO/ServerManager の追加と削除、もし〈は、 VerS.l 前の ESMPRO/ServerManager の追加と削除） 

• ESMPRO/ServerAgent ディスクアレイ監視機能 Verl .50 iil 降の追加、削除を行った 

frO Universal RAID Utility Ver 2, l が降では、口□グラムの変更と削除]に登録してし、る 
LU 『 Universal RAID Utility 』を使用して追加インストールを実行できません 。 Universal RAID 

Utility のインストールイメージを使用して追加インストールを実行して〈ださい。 

手順1 setup.exe の起動方法は、「新規インスト-ル ( Windows)j と同様です。 


手順2 追加インストールを開始すると、 Universal RAID 

Utility の InstallShield Wizard が起動し、右の画面を表示します。 
陵更]を選択し、[次へ]をクリックします。 
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手順 3 Microsoft .NET Framework、Microsoft Visual 
C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントがコンピュータ 
に存在しない場合、右のメッ t - ジダイアログを表示します。内容 
に従いインストールを継続するか、中断するかを決定して〈ださし、 
(Universal RAID Utility Ver 2.11降は 、 Microsoft .NET 
Framework、Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのラン 
タイ厶〕ンポーネントのインストールチェックを行わないため、このメツ 
セージダイアログを表示することはありません)。 


み 


この本巧爲きじは、 lU 下の]ンボーネントびインストールされていません。 RA のピューアも'が化ヴピューアをほ巧するには、 
U 下のコンポー本ントをインストールするぶ要があります。 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 たがまの再頒ホ巧おバゥケージ 
Microsoft Visual C++ 2005 SPl 再頒ホ巧能ルツケージ (x86) 

このままイシストールを端待すると、 RA のピューアわれ化ヴピューアをイシスト—ルしません。 

インストルを地病しますかマ 

は新 

Windows Server 2008 Server Core では、 RAID ピューアおよぴ□ヴピュー乃まほ用できません。はい价]を如ツルてイン 
スト-ルを地続してください。 


J れ、が」て、。ぞ戰… — 


手順4 ESMPRO / ServerManager を使用して RAID システ 
ムを管理する場合、使用する ESMPRO / ServerManager を選択 
します。使用する ESMPRO / ServerManager に対応するチェックボ 
ックスをチェックします。 ESMPRO / ServerManager を使用しない場 
合、どちらもチェックする必要はありません。 

チェックしたら[次へ]をクリックします。 


XJ 


ESMP RO/Server Mana が r の巧巧 


Universal RAID Utili かをイシストールする本巧装置のち巧を巧う ESMPRO/ServerManager を涯折します。 


[7 を SMP 防/ Server Manager Ve 巧孤傑を) i 
厂 ES M P RO/Server Manager Ver4.0-Ver5.1(4) 


_<戻る也）みへ（が> I _キヤシたル 


手順5 追加インストールを開始します。追加インストール中 

は、右の画面を表示します。 


セ，けがスト》ス 



JjgJgield (龍 zard はり.02加のバ-ジョンの UniversaIRA の山りかを 2.10.0 バ-ジョンへアップデ-卜 


xj 


Installs hield - 

I キわンセルI 


手順 6 追加インストールが完了すると、ウィザードの表示が 

ちのようになります。[完了]をクリックします。 

インストル結果の確認方法は、「新規インストル 
(Windows )」 と同様です。 



を I 記谁づ觀藻妻よ譜揣質劈質巧し為驟をな皆ち讚 

起動して〈ださい。 
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アンインストール （ Windows ) 


コンピュータに同じバージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、 t ットアッププログラムは Universal RAID Utility 
をアンインストールします。 

■: アンインストルは、[プログラムの変更と削除]に登録している 『 Universal RAID Utility 』を選 

leTl 択し、[削除]をクリックする方法でも開始できます。 

手順 1 setup . exe の起動方法は、「新規インスト-ル ( Windows ) j と同様です。 


手順 2 アンインストールを開始すると 、 InstaHShield Wizard 

が起動し、右の画面を表示します。[削除]を選択し、[次へ]を 
クリックします。 


手)頃 3 右のダイアログボックスで[はい]をクリックすると、アン 

インストールを開始します。[いいえ]をクリックすると、 t ツトアッププ 
ログラ厶を終了します。 


手)頃 4 アンインストールを開始します。アンインストール中は、 

右の画面を表示します。 


手順 5 アンインストールが完了すると、ウイザードの表示が右 

のようになります。[完了]をクリックします。 

アンインストールが完了すると、[プログラムの変更と削除]に登録 
している 『 Universal RAID Utility J ] が削除されます。 

また、 RAID コントローラを制御するプログラムも一緒に削除されま 
す。 



逆巧したアブリなーシヨ: A わよリすバての击ポー本:/卜を完全に肖 I 聯しますかで 

! ... ... ほ側 ..... ... しぃぃが N ) 」 




■versa 


RAID Utility - hstaHShiekJ Wizard 


< 房る迫）完了] _キサンわレ」 


■ アンインストールの対象となるファイルを使用している状態でアンインストールを行うと、アンインストル 

ち。の最後に「コンピュータの巧起動」を要求することがあります。アンインストールを完了するには、コンピ 
ュータを再起動してください。 


24 










































インストールの準備 ( Linux ) 


Universal RAID Utility を使用するには、じ I 下のパッケージが必要です 。 Universal RAID Utility をインストールする〕ンピ 
ュータにインストールしていなければインストールします （1386 版パッケージをインストールします)。 

■ 標準 C ++ ライブラリ： 
libstdc ++ 

■ GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリ： 

compat - libstdc ++-33 (SUSE Linux Enterprise の場合、 compat ;- libstdc ++) 

■ GCC ライブラリ： 
libgcc 

■ cron : 

vixie-cron (SUSE Linux Enterprise の場合、 cron ) 

パッケージをインスト-ルする場合、レ^下の手順でインストールします。ここでは 、 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリのイ 
ンストールを仿リとして試^明します。 

手順 1 rpm コマンドで GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブ 
ラリがインストールされているかどうか調べます。 

GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリがすでにインストールされ 
てし巧場合、右のように表示しますドの部分は、オペレーティン 

ヴシステ厶により異なります)。この場合、「新規インストール （ Linux、VMware ESX )」 に進みます。 


手順 2 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリがインスト 

ルされていない場合、右のようにメッ t - ジを表示します。この 
場合、レ:>1降の手順に従い 、 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブ 
ラリをインストールします。 

インストールしているオペレーティングシステムのインストールディ 
スクを用意します 。 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリを収 
録したインストールディスクを本体装置の CD - ROM / DVD-ROM 
ドライブにセットします。 


手順 3 インストルディスクの GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリが存在するディレクトリへカレントディレクトリを変更し、 rpm 〕 

マンドで GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリをインストールしますドの部分は、オペレーティングシステムにより異なります)。 

手順 4 インストル結果は、 rpm コマンドで確認します。インストールが完了すると、 

compat - libstdc ++-33-3.2.3-* 

ドの部分は、オペレーテイングシステムにより異なります） 

というパッケージがインストールされます。インストールに失敗すると、このパッケージが存在しません。 


新規インストール （ Linux、VMware ESX ) 


インストールイメージの setup . sh を使用して 、 Universal RAID Utility を新規インストールします。 


■rO VMware ESX では、 Universal RAID Utility は、 ESX Server へインストールします。仮想マ 

CLJ シンにはインストールしないで〈ださい。 


手)嗎 1 カレントディレクトリをインストールイメージが存在す 

るディレクトリに変更します。 

OS が Linux の場合、 
sh setup.sh --install 
と入力します。 

VMware ESX の場合、 
sh setup.sh --install --reptbljp 
と入力します。 


〉 cd インストールイメ ーシを格納 したよ' ィレクトリ 

> sh setup, sh —install ■ ■ ■ ■1 

> 

> rpm -q UniversalRaidUtiIity 
Uni versa IRaidUtiIity-x. yy-z 

> rpm -q store I ib 参 ■ ■ ■ ■ 2 
store Iib-2. aa-0 

> 

> rpm -q WebPAMPRO_Agent 
WebPAMPR0_AGENT-3. aa. bbbb-cc 


> rpm -q compat-1ibstdc++-33 # ■ ■ ■ ■ 2 

パッケージ compat-1 ibstdc++-33 はインストールされてし、ませ 
ん 

> rpm -ivh compat-1 ibstdc++-33 -本. i386. rpm * ■■■■ 

Preparing... ############################## 

[ 100 %] 

1 : Gompa1:-libstdc++-33 ############################## 
[ 100 %] 

> rpm -q compat-1 ibstdc++-33 参 ■■■■ 4 
compat-1ibstdc++-33-3. 2. 3-* 


> rpm -q compat-Iibstdc++-33 
compat-1ibstdc++-33-3. 2. 3-* 


25 











setup.sh が終了したら、インストールは完了です。 

手順 2 rpm コマンドでインストール結果を確認します。 

インストールが完了すると、 

『 UniversalRaidUtility-x.yy-z J1 (x はメジャーパージョン、 yy はマイナーパージョン、 z はリビジョン番号） 

というパッケージがインストールされます。また、システムで使用する RAID コントローラの種類に応じて、下の RAID コントローラを制御す 
るプロヴラ厶をどちらか一方、あるいは両方登録します。 

『 storelib-2.aa-0 J1(aa はマイナーパージョン） 

『 WebPAMPR0_Agent:-3.aa.bbbb-cc J1(aa.bbbb-cc はパ-ジョン） 

インストールに失敗すると、これらのパッケージが存在しません。 


かグ VMware ESX 4の場合、『 storelib-2.aa-0 』 （aa はマイナーバージョン）に含まれるモジユールがあ 
らかじめインストールされてし、ます。 Universal RAID Utility は、このパツケージをインストールしません。 


更新インストール化 inux、VMware ESX) 


コンピュータに古いバージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、「新規インストール （Linux、VMware ESX)」 と同 
じ手順で Universal RAID Utility をインストールすると、更新インストールを行います。更新インストールでは、古いバージョン 
のじI下の設定、状態を新しいバージョンに引き継ぎます。 

• RAID ログの内容 

• Universal RAID Utility が使用する TCP ポート 

• raidcmd 起動時の動作モード 

• オペレーテイングシステムに登録する整合性チェックをスケジュール実行するタスク 


追加インストール 【 Linux、VMware ESX) 


コンピュータに同じバージョンの Universal RAID Utility が存在するとき、「新規インストール （Linux、VMware ESX)」 と同 
じ手順で Universal RAID Utility をインストールすると、追加インストールを行います。追加インストールでは、コンピュータに新 
しい RAID〕 ントローラを取り付け、あるいは、 RAID コントローラを取り外しするとき、 Universal RAID Utility の RAID コン阳一 
ラを制御するプログラムを追力□、削除します。 


アンインストール （ Linux、VMware ESX) 


インストールイ;^-ジの setup.sh を使用して、 Universal RAID Utility をアンインストールします。 

手)嗎1 インストールイメージ中の setup.sh を実行します。 

カレントディレクトリをインストールイメージが存在するディレクトリ 
に変更し、 

sh setup.sh --uninstall 
と入力します。 

setup.sh が終了したら、アンインストールは完了です。 


手順 2 rpm コマンドでアンインストール結果を確認します。 

アンインストールが完了すると、 

『 UniversalRaidUtility-x.yy-z J1 (x はメジ ■'r— パージョン、 yy 
はマイナーバージョン、 Z はリビジョン番号） 

というパッケージがアンインストールされます。また、 RAID コントローラを制御するプロヴラ厶のパッケージもアンインストールされます。 


〉 cd インストールイメ ージを格納した デイ レクトリ 

> sh setup.sh —uninstalI ■ ■ ■ ■1 

> 皇 

> rpm -q Uni versalRaidUt i I ity 

パッケージ UniversalRaidUti I ity はイシストールされてし、ま 
せん 

〉 身舞 

> rpm -q store I ib 争 ■ ■ ■ ■ . . か 2 

ハッケーシ storelib はインストールされ てん *- み-せん 

> ••••• 

rpm -q WebPAMPRO_Agent 龜 ** 

パッケージ WebPAMPRO_Agent はインストールされていません 
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Universal RAID Utility の起動と停止 


Universal RAID Utility の各モジュールごとに起動と停止の方法を説明します。 


raidsrv サービス 

raidsrv サービスは、コンピュータを起動すると自動的に起動し、コンピュータをシャットダウンすると自動的に停止します。 
raidsrv サービスが動作していないと Universal RAID Utility は正常に動作しません。 raidsrv サービスを起動しないように設定し 
たり、 raidsrv サービスを停止しなし、で〈ださい。 

wtO ' オペレーテイングシステムが Linux 、 あるいは VMware ESX を使用する場合、 raidsrv サービスが 
障害などにより異常終了したり、 raidsrv サービスのプロセスを強制終了したとき、二重起動を防ぐた 
めのロックファイルが残るため、そのままの状態では raidsrv サービスが起動しなくなることがあります。 

このような場合は、 raidsrv サービスを再起動する前に、な下のファイルを削除します。 

/ va r / lock / su bsys / raidsrv 


シングルユーザーモードでの起動 


Universal RAID Utility は、ネットワーク機能を使用します。そのため、 Linux や VMware ESX のシングルユーザーモードで 
は、ネットワーク機能が動作していないので Universal RAID Utility を使用できません。シングルユーザーモードで Universal 
RAID Utility を使用するには、レ: I 下の手順でネットワーク機能を有効にした後、 raidsrv サービスを起動します。 


手)頃 1 ネットワークサービスを起動します。 

手順 2 raidsrv サービスを起動します。 

手順 3 raidsrv サービスが正常に起動したことを確認しま 

す。プロ t スのが表示されれば、 raidsrv サービスは正常に起 
動しています。 


> /etc/in it. d/network start >■■■■! 

> /etc/init. d/raidsrv start >■■■■2 

> /etc/init. d/raidsrv status 舞 ■■■■ 3 
raidsrv ipid 3738 3718) is running... 


raidsrv Aqent サービス 

raidsrv Agent サービスは、コンピュータを起動すると自動的に起動し、コンピュータをシャットダウンすると自動的に停止します。 
raidsrv Agent サービスが動作していないと、 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 lil 降を使用した RAID システムの管理は行え 
ません。 raidsrv Agent サービスを起動しないように設定したり、 raidsrv Agent サービスを停止しなし、で〈ださい。 
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RAID ピユーア 


RAID ビューアを開〈には、[スタート]ニューを使用します。 


[スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、 

[Universal RAID Utility ] の順にポイントし、 [RAID ビューア]を 
クリックします。 


程）スタ-トアップ 
急 Internet Explorer 
I ^ Outlook Express 


廊□。ピューア 


囚 □。わ ( U 回' 川。 h ■。.た J 


jfc * スタート J 


wO 

I ~i J 




RAID ピューアを使用するには、管理者権限を持つユーザーでログオンします。管理者権限を持つ 
ユーザーでなければ、 RAID ピューアを実行できません。 

インターネットに接続していない〕ンピュータで RAID ピューアを起動すると、 RAID ピューアが起動す 
るまでに数十砂〜数分の時間を要することがあります。詳細は、 「 RAID ビューア、□グビューア起 
動時のデジタル署名の確認について」を参照して〈ださい。 


RAID ビューアは、同時に1つしか起動できません。 

RAID ビューアは raidsrv サービスが動作していないと起動できません。オペレーテイングシステムを起 
動した直後は、 raidsrv サービスの起動が完了していないため RAID ビューアを起動するとエラーと 
なることがあります。このときは、しばら〈してから RAID ビューアを起動しなわして〈ださい。 


RAID ビューアを閉じるには、 RAID ビューアの[ファイル]ニューで[終了]をクリックします。 


7ァん晒 

巧巧に）1ツールの 

再ス单柄(叫 

加 + F 己 

プ□パティ化)… 


が了な） 

Alt + F 4 
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ログピューァ 


ロヴ‘ビユーアを開〈には、[スタート]ニユーを使用します。 

[スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、 

[Universal RAID Utility ] の順にポイントし、[ログビューア]をク 
リックします。 



义ス トト j 


もし 〈は、 RAID ビユーアの[ツール]ニユーで[ログビユーア]を クリックします。 ツ-ル圧 ） L A . jl .7?( H ) _ 

イージ ー ID7 ィヴレーシヨ 1/ 作 ) ... 
□ヴピュ-ア (U Ctrl+L 


irO • ログビューアを使用するには、管理者権限を持つユーザーでログオンします。管理者権限を持つユ 

の ーザーでなければ、ログビューアを実行できません。 

• インターネットに接続していない〕ンピュータでログピューアを起動すると、ログむーアが起動するまで 
に数十秒〜数かの時間を要することがあります。詳細よ、 「 RAID ビュ-ア、ログピュ-ア起動時の 
デジタル署名の確認について」を参照して〈ださい。 


ログビューアは、同時に1つしか起動できません。 


ログむーアを閉じるには、ログむーアの[ファイル]ューで[終了]をクリックします。 


つ了 

イルた）■^ルプ(出 

最串斤の憎卽じを串斤 £) F 己 

プ□パティ化)… 

が了 (公 Alt + F 4 
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raidcmd 


raidcmd は、コンソール上で実行する〕マンドです。 

オペレーテイングシステムが Windows の場合は〕マンドプロンプト、オペレーテイングシステムが Linux 、 あるいは VMware ESX を使 
用する場合、〕ンソールや夕ーミナルで使用します。 
raidcmd の機能については、 「 raidcmd の機能」を参照して〈ださい。 

irO • raidcmd を使用するには、管理者権限を持つユーザーで□グオンします。管理者権限を持つユー 
ザーでなければ、 raidcmd を実巧できません。 

• オペレーテイングシステムが Linux 、 あるし、は 、 VMware ESX の場合、 raidcmd のプロセスの中 
断などにより二重起動を防止するための□ックファイルが残ってしまうことがあります。ロックファイルが 
存在するときに raidcmd を起動すると 

raidcmd :< RU 4009 > The raidcmd command is already running . 

とし巧イッセージを表示します。 raidcmd を二重起動していなし化きにこのメッセージが表示される 
場合、从下のファイルを削除して〈ださい。 

/ var / lock / subsys/raidcmd 


オペレーテイングシステムが Windows Server 2008 、 Windows Server 2008 R 2 、Windows Vista、Windows 7 の場合、「管 
理者：コマンドプロンプト」を使用して〈ださい。通常のロマンドプロンプト」で raidcmd を使用すると、 raidcmd の出力を別ウインド 
ウの「管理者：コマンドプロンプト」に表示し、終了時にただちに「管理者：コマンドプロンプト」を閉じるため、 raidcmd の動作状況を 
把握できません。 

「管理者：コマンドプロンプト」は、じ I 下の手順で起動します。 


手)頃 1 [スタート]ボタンをクリックし、[すべてのプログラム]、 

[アクセサリ]の順にポイントし、[コマンドプロンプト]を右クリッ 
クします。シヨ-トカツトメニュ-で、憎理者として実行]をクリツ 
クします。 



手順 2 [管理者として実行]をクリックすると、[ユーザーア 

カウント制御]ダイアログボックスを表示することがあります。 
raidcmd を実行して問題なし、ときは、[続行]をクリックします。 



手順3 コマンドプロンプトが起動します。ウィンドウのタイト 

ルが[管理者：コマンドプロンプト]であることを確認します。 
raidcmd は、[管理者：コマンドプロンプト]で使用します。 


固をまち： ] マシドブ□シブト 

Microsoft Windows [Versi ‘ 巧 目 . 日 . 目日日 1 ] 

Copyright (c) 2006 Mic rosofV^Co rporation. All rights 

C：¥WindowsVsyst em32>_ 3 
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スタンダードモードとアドバンストモード 

RAID ビューア、 raidcmd には、スタンダー巧ードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンダードモードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、；^ンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用者や作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができます。 
それぞれのモードで使用できる機能は、じ I 下のようになります。 


機能項目 

RAID ビューァ 

raiacmd 

スタンダード 

アドパンスト 


対応機能 

対応コ7ンド 

モード 

モード 

表示情報更新 

再スキ^ン 

rescan 

ィ 


プロパティ参照 

プロパティ 

property 

ィ 

ィ 

論理ドライブ作成(シンプル） 

論理ドライブ作成 
シンプル 

mklds 


ィ 

論理ドライブ作成(カスタ厶） 

論理ドライブ作成 
カスタム 

mkldc 


ィ 

ブザー停止 

ブザー停止 

sbuzzer 

ィ 

ィ 

整合性チ I ック(開始） 

整合性チェック 

cc 

ィ 

ィ 

整合性チ I ック(停止） 

オペレーションビューの 
[停止] 

cc 

ィ 

ィ 

整合性チ I ック(開始） 

スケジュール実す子用 

該当機能なし 

CCS 

ィ 

ィ 

初期化(開始） 

初期化 

init 


ィ 

初期化(停止） 

オペレーションビューの 
[停止] 

init 


ィ 

論理ドライブ削除 

論理ドライブ削除 

delld 


ィ 

リビルド(開始） 

リビルド 

rebuild 


ィ 

リビルド(停止） 

オペレーションビューの 
[停止] 

rebuild 


ィ 

ホットスペア(作成） 

ホットスペア作成 

hotspare 

ィ 

ィ 

ホットスペア(解除） 

ホットスペア解除 

hotspare 

ィ 

ィ 

物理デバイスステータス変更(オンライン） 

弓金 t リオンライン 

stspd 


ィ 

物理デバイスステータス変更(故障） 

強制オフライン 

stspd 


ィ 

実装位置表示 

実装位置表示(ランプ） 

slotlamp 

ィ 

ィ 

イージーコンフィグレーション 

イージーコンフィグレーション 

econfig 

ィ 


ログむ-ア起動 

ログビューア起動 

該当機能なし 

ィ 

ィ 

動作モード変更 

スタンダードモード 
アドパンストモード 

runmode 


ィ 

パージョン情報の参照 

バージョン情報 

コマンド指定せずに実行 

ィ 

ィ 

オペレーション動作状況確認 

オペレーションビュー 

opiist 

ィ 

ィ 

RAID コントローラのオプションパラメータ設定 

RAID コントローラのプロパテイ optctrl 


ィ 

論理ドライブのオプションパラメータ設定 

論理ドライブのプロパティ 

optid 


イ 
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起動時の動作モード 


RAID ビューア 


RAID ビユーアは、スタンダー巧ードで起動します。 RAID ビユーアを起動するときの動作モードをアドバンストモードに 
変更するには、 「 RAID ビューア起動時の動作モードを変更する」を参照して〈ださい。 

raidcmd 


raidcmd は 、 Universal RAID Utility インストル後はじめて起動するときは、スタンダー巧ードで動作します。動作モ 
-ドは、 " runmode " コマンドにより動作モードを変更しない限り変化しません(コンピュータを再起動しても動作モードは 
変化しません)。 


動作モードの変更 


動作モードの変更手順について説明します。 


RAID ビューア 


[ツール]^ニューの[アドバンストモード]、あるし、は、ロタンダー巧ード]を使用します。 
詳細は、「[ツール]メニュー」を参照して〈ださい。 

raidcmd 

" runmode " コマンドを使用します。 

手順 1 スタンダー巧ードからアドバンストモードへ変 
更するには、" runmode " コマンドに - md = a のパ 
ラ;^—夕を指定して実行します。 

(例）動作モ-ドをアドバンストモ-ドへ変更する。 
raidcmd runmode - md=a 


> raidcmd runmode -md=a 馨"■■广 
Changed running mode to Advanced Mode" 

> 

> raidcmd runmode -md=s ® ■ ■ ■» 2 
Changed running mode to "Standard Mode" 


手順 2 アドバンストモードからスタンダー巧ードへ変更するには、" runmode " コマンドに - md = s のパラ;^-夕を指定 
して実行します。 

(例）動作モ—ドをスタンダ-ドモ—ドへ変更する。 
raidcmd runmode - md=s 


32 












RAID ビユーアの機能 


RAID ビューアの機能について説明します。 

RAID ビューアは、オペレーテイングシステムが Windows の場合のみ使用できます。 

RAID ピューアの構成 


RAID ビューア は、ツリ ービュー、 オペ レーシヨンビュー、ニュー、ステータスバーの 4 つのパー トで構成します。 



図2 RAID ビユーアの構成 


ツリーピユー 


ツトビューは、コンピュータに存在する Universal RAID Utility が管理する RAID システムの構成を階層構造で表示します。また、 
各コンポーネントの種類や状態をアイコンで表示します。 


ツトビューは、〕ンピュータに存在するそれぞれの RAID システ 
ムを 1 つの RAID コントローラのノードとして表示します。 

RAID コントローラのノードには、 RAID コントローラに搭載する 
バッデ J 、 作成している論理ドライブとディスクアレイ、接続している 
物理デバイスの ノー ドがあります。 1 つの ノー ドは、コンポーネントの 
どれか1種類が1個存在することを意味します。 

すべてのノー ドには、アイコンがあります。アイコンは、コンピュータ 
や、 RAID コントロ-ラ、バッテリ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物 
理デバイスの〕ンポーネントの種類と、その状態をグラフイカルに表 
現します。 


日 H Computer 

白… 色 3 RAID 工 y 卜□ーラ #1(0) MegaRAID SAS 8708EM2 (12 日 MB) 
圆バ ，刊证巧] 

自 ..有 ディスウアレィ #1(0) 

i... 扫 LD #1(0) 时:V ライシ] RAID 5 
N …百 PD #1(0) が:/ライ:/] SAS-HDD 
i . 垣 PD #2(1) が:/ ライ:/] SAS-HDD 
M … .因 PD #3(2) け:/ライ:/] SAS-HDD 

因 PD #4(3) 持巧ホットスペア] SAS-HDD 
I …因 PD #5(4) [共用ホ。トスパア] SAS-HDD 
I …呂 PD #6(5) [レディ] SAS-HDD 
L 琶 PD #7(6) 「レディ] SAS-HDD 
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コンピュ ータ 


1番目のレペルのノードは、 Universal RAID Utility が動作している〕ンピュータを示します。 

〕ンピュータアイ〕ンは、〕ンピュータに存在するすべての RAID システムの状態を総合的に表します。 


アイ]ン 

意味 

説明 

□ 

i 

□ 

コンピユータ-正常 

コンピユータ-警告 

〕ンピユータ-異常 

コンピュータのすベての RAID システムが正常に稼動してしなす。 RAID コントローラが 
故障と認識する問題は発生してしなせん。 

コンピュータにじ1下の状態の RAID システムがあります。 

「故障コンポーネントが存在するが運用可能」 

コンピュータにじ1下の状態の RAID システムがあります。 

「故障コンポーネントが存在し運用不可能」 


RAID 〕 ントローラ 


コンピユータのそれぞれの RAID システムは、1つの RAID コントローラのノードとして存在します。 RAID コントローラのノード 
は、1個の RAID 〕ントローラを示し、 RAID 〕ントローラの番号との、製品名を表示します。 

RAID 〕ントローラアイコンは、 RAID 〕ントローラ上の RAID システムの状態を総合的に表します。 


アイコン 

意味 

説明 

風 

RAID コントローラ-正常 

RAID 〕ントローラのすべてのコンポーネント(バッテリ、論理ドライブ、物理デバイス)は 
正常に稼動してしなす。 RAID 〕ントローラが故障と認識する問題は発生してしなせ 
ん。 

RAID 〕ントローラ上にじ1下の状態の〕ンポーネントがあります。 

「故障コンポーネントが存在するが運用可能」 

四 

RAID コントローラ-警告 

巧 

RAID コントローラ-異常 

RAID 〕ントローラ上にじ1下の状態のコンポーネントがあります。 

「故障コンポーネントが存在し運用不可能」 


パツテリ 


RAID コントローラにバッテリを搭載していると、 RAID コントローラのノードには、バッテリのノードが存在します。バッテリのノー 
ドは、バッテリの状態を表示します。 


アイ]ン 

意味 


説明 

陌 

バッテリ-正常 

バッテリは正常に稼動してし、ます。 


m 

バッテリ-警告 

バッテリに問題を検出しました。 



ディスクアレイ 


RAID コントローラに論理ドライブを作成していると、その論理ドライブを含むディスクアレイのノードが RAID コントローラのノ 
—ドに存在します。ディスクアレイのノードは、番号と ID を表示します。また、ディスクアレイのノードには、作成している論理ド 
ライブ、構成している物理デバイス、割り当てている専用ホットスペアのノードが存在します。ディスクアレイのアイ〕ンは、これら 
の状態を総合的に表します。 


アイコン 


意味 


説明 



圓 

国 


ディスクアレイ-正常 ディスクアレイに作成している論理ドライブ、構成している物理デバイス、害りり当ててい 

る専用ホッにペアは正常に稼動してしなす。 RAID コントローラが故障と認識する問 
題は発生してしなせん。 

ディスクアレイ-警告 ディスクアレイに1つ、あるいは複数の警告状態のコンポーネントが存在します。 


ディスクアレイ-異常 ディスクアレイに1つ、あるいは複数の異常、警告状態のコンポーネントが存在しま 


す。 
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物理デバイス-警告 


S . M . A . R . T . エラーを検出した物理デバイスです。 


物理デバイス-異常 
テープ装置 

CD ドライブ / DVD ドライブ 


RAID 〕ントローラが故障と認識した物理デバイスです。 
デバイスタイプが[テープ装置]の物理デバイスです。 
デバイスタイプがに D / DVD ] の物理デバイスです。 


物理デバイスのノードは、ディスクアレイのノードと RAID コントローラのノードのどちらかにが存在します。論理ドライフを作成 
している物理デバイスと、専用ホットスペアに登録している物理デバイスは、ディスクアレイのノードに存在します。それ化外の 
物理デバイスは、 RAID 〕ントローラのノードに存在します。物理デバイスのノードは、1台の物理デバイスを示し、物理デバイ 
スの番号との、状態、デバイスタイプを表示します。 

物理デバイスアイ〕ソま、その物理デバイスのデバイスタイプと状態を表示します。 


アイ]ン 

意味 

説明 


丘！ 

周 

物理デバイス-レディ 
物理デバイス-オンライン 

論理ドライブを作成していない物理デバイスです。 

論理ドライブを作成してし巧物理デバイスです。 RAID コントローラが故障と認識 


する問題は発生してしなせん。 

图 物理デバイス-ホットスペアホットスペアとして登録した物理デバイスです。 

圖 物理デバイス-リビルド中 リビルドを実行している物理デバイスです。 


✓ 複数のディスクアレイに作成した専用ホットスペアのノードは、それぞれのディスクアレイのノードに存在しま 
す。 


ショートカツトメニュー 


RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物理デバイス、バッデ J のノードを右クリックすると、それぞれのシヨートカット 
^ニユーを表示します。シヨートカット^ニユーでは、プロパティを表示したり、オペレーシヨンを実行できます。 

それぞれの機能の詳細は、ュー」を参照して〈ださい。 


オペレーションビュー 


オペレーシヨンビューは、 RAID ビューア起動繳コンたータで実行したオペレーシヨンの動作状況、動作結果を表示します。 


論理ドライブ 


論理ドライブのノードは、その論理ドライブを含むディスクアレイのノードに存在します。論理ドライブのノードは、1個の論理 
ドライブを示し、論理ドライブの番号との、状態、 RAID レペルを表示します。論理ドライブアイ〕ンは、その論理ドライブの状 
態を表示します。 


アイ]ン 

意味 

説明 

己 

論理ドライブ-正常 

論理ドライブは正常に稼動してしなす。 

e 

論理ドライブ-警告 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、論理ドライブの冗 
長性が失われているか、低下しています。 

曰 

論理ドライブ-異常 

論理ドライブに[ステータス]が[故障]の物理デバイスがあるため、論理ドライブが停 
止し、アク t スもできません。 


RAID レペルが10または、50の論理ドライブは、 RAID 〕 ントローラの種類によつ " C は、複数のディスクアレ 
画イで構成されます。このような論理ドライブのノードは、複数のディスクアレイに存在します。 


物理デパイス 


一 國每国 
一国 巧 曰 


圍音 
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0 お止脚 

X 肖 1] 蹄厄） 


1ォパレーンョ :/ 

巧象 


状態 

圓堅合性チ I ッウ 

RAID 工 / 卜 □ ーラ # 1 LD #2 

完了 1 


巧期化 RAID] ： / 卜 □ ーラ # 1 LD #2 完了 

结合性チ I ッウ RAIDID 卜 □ ーラ # 1 LD #1 悼止 

巧期化 RAID] ： / 卜 □ ーラ # 1 LD #2 完了 

结含 I 性チ I ッウ RAIDID 卜 □ ーラ # 1 LD #3 f 亭止 


図 3 オペ レーシヨ ンピユ ー 

オペレーシヨンビユーに表示するオペレーシヨンの種類はじ I 下のとわりです。それぞれのオペレーシヨンごとに、対象コンポーネントと、 
状態を表示します。 

■ 初期化 

■ リビルド 

■ 整合性チェック 

表示するオペ レーシヨ ソよ 、 RAID むー アを起動時に実行中のオペ レーシヨ ン 、 RAID むー アを起動後に開始したオペ レーシヨ ンで 
す。 

オペレーシヨンの動作状況、動作結果は、[状態]で判断できます。 


状態 

説明 

実行中(/\/%) 

オペレーシヨンを実行中です（/\/は進抄度です)。 

完了 

オペレーシヨンは正常終了しました。 

失敗 

オペレーシヨンは異常終了しました。 

停止 

オペレーシヨンを停止しました。 

-時停止(/\/〇/〇) 

オペレーシヨンは一時停止中です（/\/は進抄度です）。 

実行待ち(/\/%) 

オペレーシヨンは実行を待ち合わせてしけす（/\/は進抄度です）。 

停止処理中 

オペレーシヨンを停止してしけす。 


終了したオペレーシヨンの表示は、 RAID ビューアを終了するまで表示します。次回 RAID ビューアを起動しても終了したオペレーシ 
ヨンはオペレーシヨンビューに表示しません。 


RAID ビユーア起動中に動作を終了したオペレーシヨンを削除 
するには、削除するオペレーシヨンをクリックし、[削除]をクリックし 
ます。 


また、実行中のオペレーシヨンは途中で停止できます。オペレー 
シヨンを停止するには、 停止するオペレーシヨンをクリックし、[停止] 
をクリックします。 


禮 f きム脚 

X 肖 Ij 蹄に） 


1 オパレーシヨシ 

1巧象 

1が態 1 

腔 合性チ I ッウ 


RAIDD>h[ 

] ーラ #1 LD #2 

完了 国 

巧期化 


RAIDID 卜 □ ーラ # 1 LD #2 

完了 

堅合性チ I ッウ 


RAIDID 卜 □ ーラ #1 LD #1 

f 亭ム 

© f 亭ム脚 

X肖嚇脚 

1 

1 オパレーシヨ ：/ 1 

巧を 1 

が態 1 

1堅合性チ I ッウ 


RAIDID 卜 [: 

] ーラ #1 LD #1 

実行中の％) 1 

巧期化 


RAIDID 卜 □ ーラ # 1 LD #2 

完了 

堅合性チ I ッウ 


RAIDID 卜 □ ーラ # 1 LD #3 

f 亭ム 


這 


• 停止できるオペ レーシヨ ソま、動作モードにより異なります。詳細は、「スタンダードモードとアドバンス 
トモード」を参照してください。 

• オペレーシヨンの停止は、 RAID 〕ントローラの種類によりサポートしていない場合があります。その場 
合、[停止]が有効になりません。 


を I 離 S 聽鷄.顯獲替 f 鱗?競態做驚魄雜豁朔 

を実行すると、正しい進涉度を表示します。 
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メニユ - 


RAID ビューアには、ロアイル]、[操作]、[ツール]、[ヘルスの4つの; C ニューがあります。 



7 アイルの 


RAID Utility - RAIDE ユーア 


巧巧に） ツール 江）■^ルプ(出 


図4 RAID ビューアのメニュー 


それぞれのメニューについて説明します。 


• RAID ビューアの動作モードが「スタンダードモード」のときは、スタンダードモードで使用できない機 
能はイニューに表示しません。 

• ツリービューで選択している処理対象コンポーネントの種類や、処理対象コンポーネントの状態によ 
り対象のメニュー項目を実行できなし化きは、メニューをクリックできません。 


[ファイル]メニュ ー 


ロァイル]ニューには、 RAID むーアの表示情報更新や、各コンポーネントのプロパティ表示、 RAID ビューアの終了とい 
った機能を実行する;^ニューがあります。 


こュー項目 説明 


[再スキ^ン] 現在の RAID システムの管理情報を取得しなわし 、 Universal RAID Utility が管理する RAID シス 

テムの情報を更新します。 RAID むーアの表示情報は、取得しなわした情報に更新します。 

ロロパティ] ツトビューで選択しているコンポーネン KRAID コントローラ、バッテリ、ディスクアレイ、論理ドライブ、 

物理デバイス)のプロパティを表示します。 

[終了] RAID ビューアを閉じます。 


愼作]にュ- 


[操们メニューには、 RAID コントローラ、論理ドライブ、物理デバイスに対してオペレーシヨンを実行する;^ニューがあります。 
隅们ニューの機能を使用するには、先にツリービューで該当するコンポーネントをクリックし、隅们ニューで実行したい 
にュ-を選択します。 

[操们メニューの機能は、選択しているコンポーネントの種類や、そのコンポーネントの状態により、選択できないときがあ 
ります(右の図は、アドバンストモ-ドで RAID ビュ-アを実行しているとき、ツリ-ビュ-で RAID コントロ-ラをクリックし、隅作] 
ニューを開いた例です)。 

また、 RAID ビューアの動作モードがスタンダードモードのときは、スタンダードモードで制限している機能は選択できません。 
動作モードによる使用できる機能の内容は、「スタンダー巧ードとアドバンストモード」を参照して〈ださい。 

RAID 〕 ントローラで実行できる機能 


こュー項目 説明 


[論理ドライブの作成] 選択した RAID コントローラに論理ドライブを作成します。 

[論理ドライブの作成]には、[シンプル]と[カスタ厶]の2つのモードがあります。 

[シンスレ]は、 RAID レペルと物理デバイスを選択するだけで簡単に論理ドライブを作成できま 
す。 


[カスタ厶]は、設定を細か〈指定して論理ドライブを作成できます。 
[ブ ザー 停止] RAID コント ローラの ブ ザーを 停止します。 
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論理ドライブで実行できる機能 


にュー項目 


説明 


禮合性チェック] 選択した論理ドライブに整合性チェックを実行します。 

[初期化] 選択した論理ドライブに初期化を実行します。 


[初期化]には、[完全]とにイック]の2つのモードがあります。 

[完全]は、論理ドライブの全領域を初期化します。 

にイック]は、論理ドライブの管理情報が存在するブロックのみ初期化します。 
[論理ドライブの削除] 選択した論理ドライブを削除します。 


物理デパイスで実行できる機能 


ニュー項目 説明 


[リビルド] 選択した物理デバイスをリビルドします。 

[ホット スペア] 選択した物理デバイスでホットスペアを作成します。もし〈は、ホットスペアを解除します。 

[共用ホットスペア作成]は、物理デパイスを同一 RAID システ厶内のすべての論理ドライブのホッ 
トスペアとして使用できる共用ホットスペアにします。 

[専用ホットスペア作胸は、物理デバイスを特定の論理ドライブのホットスペアとして使用できる 
専用ホットスペアにします。 

[ホット スペア解除]は、物理デバイスをホットスペアから解除します。 


[弓童制オンライン] 

選択した物理デバイスをオンラインにします。 

[強制オフライン] 

[実装位置表示] 

選択した物理デバイスをオフラインにします。 

選択した物理デバイスを実装するスロットのランプを点灯(点滅ルます。 

[オン]は、ランプを点な(点滅ルます。 

[オフ]は、ランプを消灯します。 


[ツール]タニュー 


[ツール]ニユ ー I こは、 RAID システムの管理に使用するツールや、 RAID ビユーアの動作を変更する機能を実行する; e ユ 
一が あります。 


ニュー項目 説明 


[イ ージー コンフイグレーシヨン] RAID システムを簡単に構築するイ ージー コンフイグレーシヨンを実行します。 
[ログビユーア] ログビユーアを起動します。 

[7 ドバンストモード]または 動作モードを変更します。動作モードにより、メニユーの表記が変化します。 

[スタンダードモード] [アドバンストモード]は、動作モードをアドバンストモードに変更します。 

[スタンダードモード]は、動作モードをスタンダードモードに変更します。 
[オプション] Universal RAID Utility の設定を変更します。 


[ヘルプ]タニュー 


[ヘルプ]ニューには 、 Universal RAID Utility のバージョンとリビジョン、 RAID ビューアのバージョンを表示する;^ューがあ 
ります。 


こユー項目 説明 


[パージョン情報] Universal RAID Utility のパージョンとリビジョン、 RAID ビューアのパージョンを表示します。 
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ステータスパー 


ステー タ スバー は 、 RAID ビューアの 動作 モー ドを表示します。 


スク > 91 ー ド 

A 



アドバ:/スト 



図 5 RAID ビ ューアステータスパー 
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<RU0304> [CTRL:1(ID=0) PD:3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0402> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID= 日 )] 論理ドライプのステータスは棉退です。 

<RU0410> [CTRL:1(ID= 日） LD:1(ID= 日 )]II 合 ’ 圧チ i ッウげ完了しました。 

<RU0409> [CTRL:1(ID= 日） LD:1(ID= 日 )]II 合性チ i ッウが間おされました。 

<RU 日 3 日 1> [CTRL: 1(10= 日） PD:3aD=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0401> [CTRL: 1(10= 日） LD ： 1(ID=0)] 論理ドライブのステークスはむライシです。 
<RU0307> [CTRL: 1(10= 日） PD ： 3aD=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 

<RU 日 3 日 6> [CTRL:1(ID= 日） PD ： 3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 

<RU 日 3 日 4> [CTRL ： 1(ID=0) PD ： 3(ID=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HUS 153014... 
<RU0402> [CTRL; 1(10= の LD;1(ID=0 )] 請里ドライプのステータスは縮退です。 

く RUCK □ 己 > [CTRL;1(ID=0) LD;1(ID= 日 )] 巧期化げ完了しました。 

<RU0417> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID= 日 )] 論理ドライプのキ护好ユモードげ蛮をされま ... 
<RU0404> [CTRL:1(ID=0) LD:1(ID= 日 )] 巧期化げ P 月おされました。 

<RU0415> に TRL:1(ID= 日） LD:1(ID= 日 )] i 能里ドライプげ巧成されました 。. 

<RU0302> [CTRL:1(ID=0) PD:3aD=93 ENC=1 SLT=2) HITACHI HL 姑が 014... 
<RU0302> [CTRL: 1(10= 日) PD:2(ID=6 日 ENC=1 SLT=3) HITACHI HUS 15^6...p 
<RU 曰 3 曰 2> [CTRL:1(ID= 曰） PD：1(ID=16 ENC=1 SLT=1) HITACHI HUS 1514^.., 
<RU0416> [CTRL: 1(10= の LD；1(ID=0)] i 能里ドライプげ肖あされました。 

< RU020S> [CTRL :1( の = 日 )] RAIDID 卜 □ ーラ挪仆 □ ールリード情ホ度げ蛮をされまし ..- 

<RU020S> に TRL:iaD= 叫 RAID] ： / 卜 □- ラのバト □ ールリ - ド情お度げ蛮をされまし ... 
<RU020S> に TRL;1(ID= 日 )] RAID ェ / 卜 □- ラのバト □- ルリ - ド情先度げ蛮をされまし ... 二 i 


ロヴ I ビュー 


ステータスパー 


図6 □グビユーアの構成 

ステータスパーは、ウインドウのサイズ変更レ义外の用途では使用しません。 

□グビユ- 


ログビユーは、 raidsrv サービスが記録した RAID システムの動作ログを表示します。 
ログむーアで参照できる情報は]下のとわりです。 


項目 説明 


種類 ログには次の 3 種類があります。 

® 異常：致命的な問題が発生したときに記録するログです。 

A 警告：致命的ではありませんが注意を要する問題が発生したときに記録するログです。 

S 情報：オペレーシヨンの実行状況など、問題ではない事象が発生したときに記録するログです。 
日付 事象の発生した日付です。 

時刻 事象の発生した時刻です。 24 時間制で表示します。 

ID ログのイベント ID です。 

説明 □ヴの内容です。 


ログむーアの機能 


ログビユーアの機能について説明します。 


ログビユーアの構成 


ログビューアは、ログビュー、；^ュー、ステータスバーの3つのパートで構成します。 


メニューバ- 


二に] ぶ] 


7アイルた） A ■ルブ(出 


7 BPt T 時别 1 ID 「目な日月 


巧ちまままままま巧ちままままままままま幸ま 

ま曲 in 吉吉吉 - Wi 吉吉ミ曲5舌舌吉吉吉 - Wi 吉吉吉舌舌 

0 亞立立立立立を 巧 立 立立立立立立立互立立を 


40 
























任意のイペントをダブルクリックすると、イペントの内容をダイアロ 
グで表示します。 




ログむーアには、ロアイル]、[ヘルスの2つのメニューがあります。 



図7 □グビューアの:^ニュー 


それぞれのメニューについて説明します。 


[ファイル]メニュ ー 


[ファイル]ニユーには、ログむーアの表示情報更新や、ログむーアの終了としりた機能を実行するメニユーがあります。 


ニュー項目 説明 


[最新の情報に更新] RAID ログの内容を読み込み、ログむ一に表示する内容を最新の状態に更新します。 

[プロパティ] [イベントのプロパティ]ダイアログボックスを開き、ログむーアで選択しているイベントの内容を表示し 

ます。 

[終了] ログビューアを閉じます。 


[ヘルプ]タニユー 

[ヘルプ]ニユーには、ログビユーアのパージョンを表示する; e ユーがあります。 


こユー項目 説明 


[パージョン情報] ログビューアのパージョンを表示します。 
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raidcmd の機能 


raidcmd の機能について説明します。 


コ 7 ンドライン 


raidcmd を使用するには、右の形式で〕マンド、わよび、必要 
に応じて〕7ンドのパラ;^-夕を指定します。 


> raidcmd コマンド〈コマンドのパラメータ〉 



コす：ンド' コマンド①バラメ-触旨ませずに。 idcmd を実行すると、 raidcmd のバ-ジヨンを表示しま 


raidcmd の返却値 


raidcmd の返却値は、コマンドの実行結果を返却します。 


返却値 


実行結果 

0 

コマンド正常終了 


1 

コマンド異常終了 



raidcmd の エラーメツ t — ジ 


raidcmd の〕マンドが異常終了したときは、右の形式でェラー 
火ッセージを 表示します。 



raidcmd のコマンド 


raidcmd の〕マンド、わよび、〕マンドのパラ;夕については、「付録 B : raidcmd 〕マンドリファレンス」を参照して〈ださい。 
" help " コマンドを実行すると、 raidcmd のヘルプを表示します。 

raidcmd の中断 


オペレーティングシステムが Windows の場合、 raidcmd はシステムフオルダにインストールするバッチファイルを実行しますにのバッ 
チファイルが Universal RAID Utility をインストールしたフオルダ中の raidcmd のバイナリ形式ファイルを実行することにより 、 raidcmd 
の機能を実現してしなす)。そのため、 raidcmd の実行を中断するとき、〕マンドプロンプトで CTRL + C を使用すると、「バッチジョ 
ブを終了しますか （ Y / N )? 」とし巧確認火ッ t - ジを表示します。丫と N のどちらかを入力して raidcmd のバッチファイルを終了してく 
ださい。この火ッ t - ジを表示する時点で raidcmd のバイナリ形式ファイルの実行は中断してしけす。 
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ツ L 

夕: 


す ( 


リビルド價先度 
楚合 I をチ：[ック優た度 
バト□ールリード 
バト□づレリード语ホ度 
プザー記ち 


ち 
中 
右が 
中 
無タカ 


raidcmd で RAID コントローラのプロパティを参照するには、 
property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(仿リ） RAID コント ローラ （ RAID コント ローラ番号 1 ) のプロ パ 
ティを参照する。 

raidcmd property -tg=rc -c=l 


> raidcmd property -tg=rc -( 

3=1 

RAID Controller #1 


ID 

0 

Vendor 

LSI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 


Firmware Version 

1.12.02-0342 

Cache Size 

128MB 

Battery Status 

Normal 

Rebuild Priority 

High 

Consistency Check Priority 

Low 

Patrol Read 

Enable 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Sett in 呂 
> 

Enable 


項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 

Universal RAID Utility にわける、 RAID 〕ントローラの管理番号(論理アドレス)です。 
Universal RAID U 川 ity が RAID 〕ントローラごとに 1 から始まる番号を割り当てます。 

ID 

ID 

RAID 〕ントローラのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーテイリテイ 
では、この識別情報のアドレスを使用します。 

製造元 

Vendor 

RAID コントローラの製造元です。 

製品名 

Model 

RAID コントローラの製品名です。 

ファームウエアパージョン 

Firmware Version 

RAID コントローラのファー厶ウェアのパージョンです。 

キャッシュサイズ 

Cache Size 

RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリのサイズです（単位： MB )。 


RAID コントローラの情報は、 RAID 〕ントローラのプロパティで参照します。 


RAID ビュ ーアで RAID コントローラのプロパティを参照するには、 
J - ビュー で参照したい RAID コントローラをクリックし、 I ； ファイル] 
:ューで. [プロパティ]をクリックします。 

RAID コントローラのプロパティには、[全般]タブと[オプション] 

ブがあります。 

[全般]タブは、 RAID 〕 ン阳ーラのプロパティを表示します。 


[オプション]タブは、 RAID コントローラの設定を参照できま 

) 

動作モードがアドバンストモードのときは、設定を変更できます。 


RAID ] ント□ーラのブ□"ティ 


RAID コ: y 卜 □ーラのブ□パテイ 


r ぉジ投5| 


2=1 


背おIがショシ1 

巧目 1 

値 1 

をち 

1 

ID 

□ 

製造元 

LSI Corporati 曰 n 

製品を 

MegaRAID SAS 870SEM2 (12 日 MB) 

7ァームウ I アバージヨシ 

1 .に 1 32 - 日日 01 

村ッシユサイス 

に日 MB 



2S1 


RAID システ厶の情報参照 


RAID システムの〕ンフィグレーシヨン、状態などの情報や、 RAID システムの動作記録を参照する方法について説明します。 

RAID 〕 ントローラのプロパティを参照する 
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項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 


Battery Status 

RAID 〕ントローラに搭載するバッテリのステータスです。レ:>1下の3つの状態があります。 
正常/ Normal :バッテリが正常に使用できる状態であることを指します。 

警告/ Warning :バッテリがなんらかの理由により正常に使用できない状態であることを 
指します。 

未接続/ Not Present : RAID 〕ントローラにパッテリが存在しないことを指します。 

初期化優先度 

Initialize Priority 

初期化処理を〕ンピュータシステム内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いです。 

レ:>1下の3つの設定があります。 

高/ High :初期化処理を高い優先度で実行します。 

中/ Middle :初期化処理をパランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :初期化他理を低い優先度で実行します。 

リビルド優先度 

Rebuild Priority 

リビルドを〕ンピュータシステム内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いです。下 
の3つの設定があります。 

高/ High : リビルドを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :リビルドをバランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low : リビルドを低い優先度で実行します。 

整合性チ I ック優先度 

Consistency Check 
Priority 

整合性チェックを〕ンピュータシステム内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いで 
す。下の3つの設定があります。 

高/ High :整合性チェックを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :整合性チェックをパランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :整合性チェックを低い優先度で実行します。 

パトロ—ルリ-ド 

Patrol Read 

パトロールリードの実行有無を設定します。 

有効/ Enable : パトロールリードを実行します。 

無効/ Disable : パトロールリードを実行しません。 

パトロ—ルリ—ド優先 
度 

Patrol Read Priority 

パトロールリードをコンピュータシステ厶内でどの〈らい優先的に実行するか表す度合いで 
す。下の3つの設定があります。 

高/ High :パトロールリードを高い優先度で実行します。 

中/ Middle :パトロールリードをパランスの取れた優先度で実行します。 

低/ Low :パ阳ールリードを低い優先度で実行します。 

ブザー設定 

Buzzer Setting 

RAID システムで障害が発生したとき、 RAID コントローラのブザー機能を使用するかどう 
かを設定します。 

有効/ Enable : ブザー機能を使用します。 

無効/ Disable :ブザー機能を使用しません。 





RAID 〕ントローラのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID 〕ントローラの種類 
によっては、サポ-卜していないことがあります。サポ-卜していない項目は、値が空白、もし〈は、リスト 
に表示しません。 


バッテリのプロパティを参照する 


RAID 〕ントローラに搭載するバツテリの情報は、 RAID ビューアではバツテリのプロパティで参照します。 raidcmd では RAID 〕ントロ 
-ラのプロパティで参照します。 


RAID ビュ-アでバッデ J のプロパティを参照するには、ツリ-ビュ 
-で参照したいバッデ J をクリックし、ロァイル]ューで[プロパ 
ティ]をクリックします。 

バッデ J のプロパティには、险般]タブがあります。栓般]タブ 
は、バッテリのプロパティを表示します。 
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項目 

RAID ビューア 


説明 


ステータス RAID コントローラに搭載するバッテリのステータスです。 

レ:>1下の3つの状態があります。 

正常 / Normal :バッテリが正常に使用できる状態であることを指します。 

警告 / Warning :バッテリがなんらかの理由により正常に使用できない状態であることを指します。 
未接続 / Not Present : RAID 〕ントローラにパッテリが存在しないことを指します。 


論理ドライブのプロパティを参照する 


論理ドライブの情報は、論理ドライブのプロパティで参照します。 


RAID ビューアで論理ドライブのプロパティを参照するには、ツリ 
—ビュ—で参照したい論理ドライブをクリックし、[ファイル]^ニュ— 
で. [プロパティ]をクリックします。 

論理ドライブのプロパティには、[全般]タブと[オプション]タブ 
があります。 

[全般]タブは、論理ドライブのプロパティを表示します。 


ちま F ライブのブ□パティ 


麗暇:1がショ>1 


巧目 1 

植 1 

を号 

1 

の 

0 

物理デバイスホち 

1,2,3 

ディスクアレイ誦 

1(1 パを目） 

RA のレバ;ル 

RAIDS 

容量 

66GB 

ストライブサイズ 

的 KB 

キヤツシ1モード〔現な恼） 

Write Through 

ステータス 

オンライン 


[オプション]タブは、論理ドライブの設定を参照できます。 

動作モードがアドバンストモードのときは、設定を変更できます。 


la まドライブのブ□バティ 


ぶ] 


を肤捕な摇1 


那 1 

植 1 

キザウシ1モード〔設定値） 

自勤切替 jJ 


raidcmd で論理ドライブのプロパティを参照するには、 
" property " コマンドを使用します。 

-tg: 論理ドライブのプロパティを参照するには、 Id を指定 

-C :プロパティを参照する論理ドライブが存在する RAID コント ローラの 番号 

-I: プロパティを参照する論理ドライブの番号 

(例）論理ドライブ （ RAID コント ローラ 番号1,論理ドライブ番 
号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property - tg=ld - c=l -1=1 


> raidcmd property -t 呂 =ld -c=1 -1=1 

RAID Controller #1 Logical Drive #1 

ID 

0 

Physical Device Number 

1 ， 2, 3 

Disk Array Information 

1(order 1/1) 

RAID Level 

RAID 5 

Capacity 

20GB 

Stripe Size 

64KB 

Cache Mode (Setting) 

Auto Switch 

Cache Mode (Current) 

Write Back 

Status 

> 

Online 


項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 
Logical Drive # Y 

Universal RAID Utility にわける、論理ドライブの管理番号(論理アドレス)です。 

[ ID ] の値に対応して、1から始まる番号を割り当てます。 

ID 

ID 

論理ドライブのオリジナルの識別情報です。 RAID 〕ントローラの BIOS ユーティリティが管 
理する論理ドライブと 、 Universal RAID Utility の管理する論理ドライブを対応させるに 
は、この値を使用します。 

物理デバイス番号 

Physical Device 
Number 

論理ドライブが存在するディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 

ディスクアレイ情報 

Disk Array 
Information 

論理ドライブが存在するディスクアレイの番号と、ディスクアレイ内の位置に関する情報で 
す。レ:>1下の形式で情報を表示します。 

く RAID ビユーア> 

ディスクアレイ番号（先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドライブ個数） 

く raidcmd > 

ディスクアレイ番号 （ order 先頭からの順番/ディスクアレイ内の論理ドライブ個数） 
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項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

RAID レペル 

RAID Level 

論理ドライブの RAID レペルです。 

RAID 0, RAID 1 ,RAID 5, RAID 6, RAID 00, RAID 10, RAIDIE , RAID 50, RAID 
60 を表示できます。 

容量 

Capacity 

論理ドライブの容量です（単位 GB )。 

ストライプサイズ 

Stripe Size 

論理ドライブのストライプサイズです。 

1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB を表 
示できます。 

キかジシュモード（現在 

Cache Mode 

RAID コントローラに搭載するキかジシュメモリの書き込みモードの現在値です。 

値） 

( Current ) 

じ1下の2つのモードがあります。 

Write Back : 非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

キかジシュモ-ド馈定 

Cache Mode 

RAID 〕ントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードです。 

値） 

( Setting ) 

レ:1下の3つの設定があります。 

自動切替 / Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write 
Through を切り替えるモードです。 

Write Back :非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

ステータス 

Status 

論理ドライブのステータスです。 

レ:>1下の3つの状態があります。 

オンライン / Online :論理ドライブの冗長性が保たれている状態を指します。 

縮退 / Degraded :論理ドライブの冗長性が失われているか、冗長性が低下した状態を 
指します。論理ドライブへのアク t スは可能です。 

オフライン / Offline :論理ドライブが停止し、論理ドライブへのアクセスも不可能な状態を 
指します。 



• RAID レペルの種類、ストライプサイズの種類は、 RAID 〕 ントローラごとにサポートする内容が異なり 
ます。サポートしない種類の値は、値が空白、もし〈は、表示しません。 

• キャッシュモードの種類は、 RAID 〕ントローラごとにサポートする内容が異なります。サポートしない 
種類の値は表示しません。 

• 論理ドライブのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コント ローラ ごとにサポ 
-卜する内容が異なります。サポートしていない項目は、リストに表示しません。 


■; 論理ドライブの状態は、 RAID レペルと故障した物理デバイスの台数により決まります。 

I け I RAID レペルが RAID 10わよび RAID 50で故障した物理デバイスが2台のときは、どの物理デバイス 
が故障したかにより、縮退かオフラインのどちらかの状態となります。 


故障した物理デバイスの台数 

0 台 

1台 

2台 

3台上 

RAID 0 

オンライン 

オフライン 

オフライン 

オフライン 

RAID 1 

オンライン 

縮退 

オフライン 

国 

RAIDS 

オンライン 

縮退 

オフライン 

オフライン 

RAID 6 

オンライン 

縮退 

縮退 

オフライン 

RAID 10 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 

RAID 50 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 
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物理デパイスのプロパティを参照する 


物理デバイスの情報は、物理デバイスのプ□パティで参照します。 


RAID ビュ ーアで 論理ドライブのプロパティを参照するには、ツリ 
-ビュ-で参照したい物理デバイスをクリックし、[ファイル]；^ュ 
-で[プロパティ]をクリックします。 

物理デバイスのプロパティには、[全般]タブがあります。[全般] 
タブは、物理デバイスのプロパティを表示します。 


枯さデバイスのブ□"ティ 


[i5I]| 



巧目 1 

値 1 

をち 

1 

ID 

□ 

エシウ□ージ t 

1 

ス□ット 

1 

デバイス別■ブ 

HDD 

イシウつ：[ース 

SAS 

製造元/製品を 

HITACHI HUSl 51473 VLS 300 

7ァームウ I アバージヨシ 

A 42 A 

シリアルま号 

JCWRWTPK 

容量 

日 7 日日 

ステークス 

オシライ: V 

S . M . A . R . T , 

正巧 


raidcmd で物理デバイスのプロパティを参照するには、 
" property " コマンドを使用します。 

-tg : 物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C : プロパティを参照する物理デパイスが存在する RAID コント ローラの 番号 

-P :プロパティを参照する物理デバイスの番号 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス 
番号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property - ta=pd - c=l - p=l 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=1 I 

RAID Controller #1 Physical 

Device #1 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

1 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

Capacity 

33GB 

Status 

Online 

S. M. A. R. T. 

> 

Normal 


項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller が r 
Physical Device #Y 

Universal RAID Utility にわける、物理デバイスの管理番号(論理アドレス)です。 

口 D ] の値を元に物理デバイスを昇順に並べ、値のルさいものから順番に1から始まる番 
号を害りり当てます。 

ID 

ID 

物理デバイスのオリジナルの識別情報です。 RAID 〕ントローラの BIOS ユーティリティが管 
理する物理デバイスと、 Universal RAID Utility の管理する物理デバイスを対応させるに 
は、この値を使用します。 

ID の形式は RAID 〕ントローラの種類により異なります。 

エンクロージ^ 

Enclosure 

物理デバイスを収納するエンクロージャの番号です。 

1から始まる番号を表示します。 

スロット 

Slot 

物理デパイスを収納するスロットの番号です。 

1から始まる番号を表示します。 

デバイスタイプ 

Device Type 

物理デバイスのデバイスのタイプです。 

レ:>1下の4種類があります。 

HDD :ハードディスクドライブ 

HDD ( SSD ) :ソリッドステートドライブ 
テープ装置：テープ装置 

CD/DVD : CD ドライブ、あるいは DVD ドライブ 

インタフェース 

Interface 

物理デバイスを接続するインタフエースのタイプです。 

レ U 下の2種類があります。 

SAS : Serial Attached SCSI 

SATA : Serial ATA 

製造元/製品名 

Vendor/Model 

物理デバイスの製造元と製品名です。 

ファームウ: L アバージョン 

Firmware Version 

物理デバイスのファームウ： L アのパージョンです。 
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項目 

RAID ビュ-ァ 

項目 

raidcmd 

説明 

シリアル番号 

Serial Number 

物理デバイスのシリアル番号です。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

容量 

Capacity 

物理デバイスの容量です（単位 GB )。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

ステータス 

Status 

物理デバイスのステータスです。 

レ:>1下の5つの状態があります。 

オンライン / Online :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれてわり、正常に動作して 
いることを指します。 

故障 / Failed :物理デバイスが故障していることを指します。 

リビルド中 / Rebuilding :物理デバイスがリビルド中であることを指します。 

ホットスペア / Hot Spare :物理デバイスをホットスペアに設定していることを指します。 
レディ / Ready :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれていないことを指します。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 

ホットスペア1青き良 

Hot Spare 
Information 

ホットスペアに設定している物理デバイスのホットスペアモードです。 

下の2種類のモードがあります。 

共用 / Global : RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できま 
す。 

専用 / Dedicated :指定したディスクアレイのホットスペアとして使用できます。指定したデ 
ィスクアレイの番号も表示します。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] のホットスペアを作成している物 
理デバイスの場合のみ表示します。 

S . M . A . R . T . 

S . M . A . R . T . 

S . M . A . R . T . ( Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) の診断結果を 
表示します。レ:>1下の2種類の状態があります。 

正常 / Normal : S . M . A . R . T エラーを検出してし、ません。 

検出 / Detected : S . M . A . R . T . エラーを検出しています。 

この項目は、[デバイスタイプ]が [ HDD ]、[ HDD ( SSD )] の場合のみ表示します。 



物理デバイスのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コント ローラ ごとにサ 
ポ-卜する内容が異なります。サポ-卜していない項目は、値が空白、もし〈は、リストに表示しませ 
ん。 

強制オフラインを実行すると、物理デバイスが故障していなくても[ステータス]/ [ Status ] は[故 
障]/ [ Failed ] となります。 


ディスクアレイのプロパティを参照する 


ディスクアレイの情報は、ディスクアレイのプロパティで参照します。 


RAID ビューアでディスクアレイのプロパティを参照するには、ツリ 
-ビューで参照したし、ディスクアレイをクリックし、[ファイル]ュー 
でロロパティ]をクリックします。 

ディスクアレイのプロパティには、险般]タブがあります。[全般] 
タブは、ディスクアレイのプロパティを表示します。 


ディスウアレイのブ□"ティ 


斗 




巧目 1 

値 1 

をち 

1 

ID 

□ 

物巧デスをち 

1. 2,3 

容量 

100 GB 

ホ巧用容量 

□GB 


raidcmd でディスクアレイのプロパティを参照するには、 
" property " コマンドを使用します。 

-tg : ディスクアレイのプロパティを参照するには、 da を指定 

-C : プロパティを参照するディスクアレイが存在する RAID コントローラの番号 

-a :プロパティを参照するディスクアレイの番号 


> raidcmd property -tg=da -c=1 -a=1 
RAID Controller #1 Disk Array #1 
ID : 0 

Physical Device Number : 1 ， 2 ， 3 

Capacity : 67GB 

Unused Capacity : 47GB 
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(仿 ij ) ディスクアレイ （ RAID コントローラ番号1,ディスクアレイ番号 1) のプロパティを参照する。 
raidcmd property - ta=da - c=l - a=l 


項目 

RAID ビユ-ア 

項目 

raidcmd 

説明 

番号 

RAID Controller #X 
Disk Array #Y 

Universal RAID Utility にわける、ディスクアレイの管理番号(論理アドレス)です。 

ID 

ID 

ディスクアレイのオリジナルの識別情報です。 RAID 〕ントローラの BIOS ユーティリティが管 
理するディスクアレイと 、 Universal RAID U 川 ity の管理するディスクアレイを対応させるに 
は、この値を使用します。 

物理デバイス番号 

Physical Device 
Number 

ディスクアレイを構成する物理デバイスの番号です。 

容量 

Capacity 

ディスクアレイの容量です（単位 GB )。 

未使用容量 

Unused Capacity 

ディスクアレイの未使用領域の容量です（単位 GB )。 


オペレーシヨンの実巧が況を確認する 


RAID システムで実行しているオペレーシヨンの実行状況を RAID ビューア、わよび、 raidcmd で確認できます。 

RAID ビューアでオペレーシヨンの実行状況を確認するには、オペレーシヨンビューを使用します。オペレーシヨンビュ H こついては、「才 
ペレーシヨンビュー」を参照して〈ださい。 


raidcmd でオペレーシヨンの実行状況を確認するには、 
" opiist " コマンドを使用します。 

(例）実行中のオペレーシヨンを確認する。 
raidcmd opiist 

" opiist " コマンドで表示するオペレーシヨンの種類はじ I 下のと 
わりです。それぞれのオペレーシヨンごとに、対象コンポーネントと、 
状態を表示します。 


> raidcmd opiist 
RAID Controller #1 

LD #1 : Consistency Check (52%) 
LD #2 : Initialize (33%) 

PD #1 : Rebuild (99%) 

RAID Controller #2 

LD #1 : Consistency Check (2%) 

PD #2 : Rebuild (22%) 

> 


■ 初期化 （ Initialize ) 

■ リビルド （ Rebuild ) 

■ 整合性チェック （Consistency Check ) 

表示するオペレーシヨソま、 raidcmd を実行時に実行中のオペレーシヨンです。終了したオペレーシヨンは表示しません。終了した 
オペレーシヨンの結果は 、 RAID ログやプロパティで確認します。 
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RAID システムの情報を最新の状態にする 


Universal RAID Utility が管理する RAID システムの管理情報は、 raidsrv サービスが次のタイミングで取得します。 

■ raidsrv サービスを起動したとき 

■ RAID システムの状態の変化やオペレーシヨンの実行状態の変化などの事象が発生し、そのイベントを受信したとき 

これらに I 外のタイミングで RAID システムの管理情報を更新したい場合は、 RAID ビューア、もし〈は、 raidcmd で RAID システムの 
情報を取得しなわします。 


RAID ビュ-ァ 

[ ファイル ] にューの [巧スキ ヤン ] を使用し ます。 


手順 1 RAID ビューアを起動します。 [ ファイル ] にューで [巧 スキ ャン ] をクリック 
します。 raidsrv サービスは RAID システムの情報を取得しなわし、 RAID ビューア 
の表示する内容を更新します。 


7 ァん晒 

巧巧に） ツール (I) 

ちス如 M 叫 Ctrl+F 日 


プ □ パテ ■ 他 )... 

が■了 吐） Alt+F4 


raidcmd 


" rescan " 〕マンドを使用します。 


手順 1 " rescan " 〕マンドを実行します。 raidsrv サ 
-ビスは RAID システムの情報を取得しなわします。 

(例） RAID システムの情報を最新の状態にする。 
raidcmd rescan 



RAID システムの動作記録を参照する 


RAID システムに対する操作、わよび、 RAID システムで発生したイベントは 、 Universal RAID Utility の RAID ログに記録します。 
オペレーテイングシステムが Windows の場合 、 RAID ログを参照するには、ログビューアを使用します。 


ログビユーアに表示する RAID ログの内容は、ログビユーアを起動したときの内容です。 RAID 口 
グの内容を更新するには、[ファイル]にユーで[最新の情報に更新]をクリックします。ログビユ 
-アは RAID ログを取得しなわし、表示する内容を更新します。 


立ィル让） 

AJ 口 出） 

思巧の巧報に更射圧） F 日 


プ山6ィ化〕 

が了 地 Aft - tf 4 


オペレーテイングシステムが Linux の場合、 RAID ログを参照するには、テキスにディタなどで RAID ログのファイルを直接参照します。 
詳細は 「RAID ログへのイベントの記録」を参照して〈ださい。 
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RAID システムの] ンフイグレーシヨン 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのコンフイグレーシヨン ( RAID システムを構築すること)について説明します。 
Universal RAID Utility は、目的に応じていろいろな機能を提供しています。 



共用ホットスペア や 専用ホット 
スペアをミスな〈簡単に設定で 
きます。 


「ホットスペアを作成する」 
y を参照して〈ださい 




図 8 RAID システムのコンフイ グレーシヨ ン機能 
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ホットスペアを作成する 


Universal RAID Utility は、障害が発生した物理デバイスを置換するために使用するホットスペアを作成できます。 
ホットスペアには、下の2種類のモードがあります。 


モード 説明 


共用ホットスペア 同一 RAID コントローラのすべてのディスクアレイのホットスペアとして使用できます。 

専用ホットスペア 同一 RAID コントローラの特定のディスクアレイのホッにペアとして使用できます。 

いずれのモードにわいても、ホットスペアとして機能するためにはじ I 下の点に留意する必要があります。 

■ ホットスペアは、同一のインタフエースタイプ、同一のデバイスタイプの物理デバイスで構成するディスクアレイにのみホットスペア 
として機能します。 

■ ホットスペアは、障害が発生した物理デバイスとホットスペアの容量が同じか、もし〈は、障害が発生した物理デバイスの容量 
がホットスペアの容量よりも小さい場合のみ機能します。 

■ S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアとして使用できません。 

共用ホットスペアとは 

共用ホットスペアとは、同一 RAID 〕ントローラのすべての論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアです。 

(例 1) RAID コントローラに論理ドライブ#1と#2が存在する RAID システムで共用ホットスペアを作成すると、共用ホットス 
ペアは論理ドライブ#1と#2のホツトスペアとして機能します。 





共用 

ホットスペア 



共用ホットスペアは、 RAID コント ローラ 
のすベての論理ドライブのホツトスペアと 
して機能します。 


図 9 共用ホットスペア 1 


(例 2) 例1の RAID システムに論理ドライブ#3を追加した場合、共用ホットスペアは論理ドライブ#3のホットスペアとしても 
機能します。 



図 10 共用ホットスペア 2 
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専用ホットスペアとは 


専用ホットスペアとは、同一 RAID 〕 ントローラの選択した論理ドライブのホットスペアとして機能するホットスペアです。専用 
ホットスペアは、 lil 下のような特徴があります。 

■ 専用ホットスペアは、選択した論理ドライブのホットスペアとして機能します。 

選択していない論理ドライブにはホットスペアとして機能しません。 

■ 1台の専用ホットスペアを複数個の論理ドライブの専用ホットスペアとして作成することもできます。 

■ 1個の論理ドライブに複数の専用ホットスペアを作成できます。 

• RAID レペルが RAID 0の論理ドライブが存在するディスクアレイには、専用ホットスペアを作成でき 
ません。 

• 論理ドライブが存在しないディスクアレイには、専用ホットスペアを作成できません。 

• 専用ホットスペアは、ディスクアレイを構成する物理デバイスと、インタフェースタイプ、デバイスタイプ 
が同じ物理デバイスで作成できます。 

(例 1) RAID 〕ントローラに論理ドライブが と#2 が存在する RAID システムで専用ホットスペアを作成します。作成する論理 
ドライブに論理ドライブ#1のみを選択すると、専用ホットスペアは論理ドライブ#1のホットスペアとして機能します。論理ドラ 
イブ#2のホットスペアとしては機能しません。 




専用 

ホットスペア 



専用ホットスペアは、選択した論理ドラ 
イブ#1のホットスペアとしてのみ機能し 
ます。 


図 11 専用ホットスペア 1 


(例 2) 例1とは異なり、専用ホットスペアを作成する論理ドライブに論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方を選択すると、 
専用ホットスペアは論理ドライブ#1と論理ドライブ#2の両方のホットスペアとして機能します。 



例 1) とは異なり論理ドライブ#2も選択 
したため、論理ドライブ#! と#2 の両方 
のホットスペアとして機能します。 


図 12 専用ホットスペア 2 


(例 3) 例1の RAID システムで、物理デバイスの障害発生に対する備えをさらに強化するため、論理ドライブがの専用ホッ 
トスペアをもう1台追加することもできます。この場合、専用ホットスペア#1と#2は2台とも論理ドライブ#1のホットスペア 
として機能します。論理ドライブ#2のホットスペアとしては機能しません。 
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I 論麵 ブ! 輸ブ 



#1 


#2 





I 巧 

ホツトスペア#1ホツトスペア#2 


専用ホットスペア#1と#2は、2台とも論理ド 
ライブ#1のホットスペアとして機能します。 


図 13 専用ホットスペア 3 


(例 4) 例2の RAID システムも、例3のように論理ドライブ#し#2の専用ホットスペアをもう1台追加することもできます。 
この場合、専用ホットスペア#1 と#2 は論理ドライブが と#2 の両方のホットスペアとして機能します。 



共用ホットスペアの作成 

共用ホットスペアを作成する手順を説明します。 

RAID ビュ-ァ 

[操作]にユ-の快用ホットスペア作成]を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[レディ]の物理デバイスをクリックします。 


手)頃 2 [操作] ニユーで[ホット スペア]をポイント 
し、[共用ホットスペア作刷をクリックします。 


手順 3 共用ホットスペアを作成後、物理デバイスの 
プロパティを参照すると、[ステータス]の値が [ホット 
スペア]になり、新たに [ホット スペア情報]という項 
目を表示し、値が[共用]となります。 


巧ホットが:ア(出 ► 

共巧ホットスパア巧巧に） 


な制むライ MW 

な制ねライ ME ) 


専巧ホットスパア巧巧に)... 

ホットが:ア賠蹄化） 


1容き 

67GB 

1ステータス 

ホットスパア 

1ホットがア情報 

共用 

Is.M.A.R.T. 

正巧 


raidcmd 

"hotspare" コマンドを使用します。 
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手順 1 レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、 "hotspare" 

コ7ンドを実行します。 

-C ： ホッにペアを作成する物理デバイスが存在する RAID 〕 ン 
トローラの番号 

-P: 共用ホットスペアを作成する物理デパイスの番号 
- mr : 共用ホットスペアを作成するには、 make を指定 

(例）物理デバイス （ RAID コントローラ番号1,物 
理デバイス番号 6) を使用して共用ホットスペアを 
作成する。 

raidcmd hotspare -c=l -p=6 -m「=make 

手順 2 "hotspare" 〕7 ンドを実行すると、物理デ 
バイスのプロパティがな下の値に変化します。 

[ Status ] : Hot Spare 
[Hot Spare Information ] : Global 

物理デバイスのプロパティを参照するには、 "property" 〕マンドを使用します。 

-tg :物理デパイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デパイスが存在する RAID 〕 ントローラの番号 

-P :プロパティを参照する物理デバイスの番号 

(例）物理デバイス ( RAID 〕 ントローラ番号1,物理デバイス番号 6) のプロパティを参照する。 

raidcmd property -tg=pd -c=l -p=6 


専用ホットスペアの作成 


専用ホットスペアを作成する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]ゾニユ-の[専用ホットスペア作刷を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[レディ]の物理デバイスをクリックします。 


手順2 [操作]ニユーで[ホットスペア]をポイント 
し、[専用ホットスペア作刷をクリックします。 


手順 3 [専用ホットスペアの作刷ダイアログボックス 
を表示します。専用ホットスペアを作成するディスクア 
レイのチェックボックスをオンにします。複数のディスク 
アレイの専用ホットスペアとすることもできます。なわ、 
[選択した物理デバイスの容量]よりも必要容量が 
大きしザィスクアレイの専用ホットスペアにはできませ 
ん。 

[0 K ] をクリックすると、専用ホットスペアを作成しま 
す。 


巧 

ホットスバ : ア (H) ► 


共巧ホットスパア巧が樹 


な刖むラわ地） 

強制わライ ME) 

専巧ホットスパア巧が也 )... 


ホットスバア锅隙化 ) 


ホけ正ホニ/二、■ィ、/ I 、 



〉 raidcmd hotspare -c=i -p=6 -mr=make 
Make Global Hot Spare. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=6 
RAID Controller #1 Physical Device #6 
ID : 5 

Enclosure : 1 

Slot : 6 

Device Type : HDD 

Interface : SAS 

Vendor/Model : Seagate : 

Firmware Version : BK09 

Serial Number :1111 

.. ド GB ■ 

Status : Hot Span 

Hot Spare Information : Global 

S.1/lr A. ん ， ■ ■■■■■■■■■■■■ Nurmal" " 


1 

6 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 

Hot Spare ； 

Global i 
Nunn 过 r ■ ■ • 
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手順 4 専用ホットスペアを作成後、物理デバイスの 
プロパテイを参照すると、[ステータス]の値が [ホット 
スペア]になり、新たに [ホット スペア情報]という項 
目を表示し、値が[専用(ディスクアレイ # X )] となり 
ます。 


容き 

67GB 

1ステータス 

ホットスパア 

1ホットがア情報 

き用（ディスウアレイ# 1) 

|s.M.A,R,T. 

正巧 


raidcmd 

"hotspare" コマンドを使用します。 


手順 1 lil 下のパラ;^-夕を指定して、" hotspare" 

コ7ンドを実行します。 

-C ： ホットスペアを作成する物理デバイスが存在する RAID 〕 ン 
トローラの番号 

-P :専用ホットスペアを作成する物理デバイスの番号傳用ホ 
ットスペアを作成する物理デバイスの容量は、対象となるディス 
クアレイで使用中の物理デバイスと同じ、もし〈は、それが上で 
ある必要があります。） 

-mr :専用ホットスペアを作成する口よ、 make を指定 
- a : 専用ホットスペアの対象となるディスクアレイの番号 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号 6) を使用して、ディスクアレイ 
( ディスクアレイ番号 2) の専用ホットスペアを作成 
する。 


raidcmd hotspare -c=l -p=b -m「=make -a=2 


> raidcmd hotspare -c=1 -p=6 -mr=make -a=2 •■■■■ 1 

Make Dedicated Hot Spare. 


Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 

) > ■ ■ ■ ■ 7 

> raidcmd property -tg=pd -c=l -p=6 一 

RAID Controller #1 Physical 

Device #6 

ID 

5 

Enclosure 

1 

Slot 

6 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Mode I 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

… Owq つ f-trM ■■■■■■■■■■■■■ 

■ H が B .. 

Status 

Hot Spare : 

Hot Spare Information 

Dedicated (Disk Array #2) ■ 

S. \l A. ん .. 

> 

■ Nurm 过 I . 一 


手順 2 "hotspare" コ 7 ンドを実行すると、物理デバイスのプロパティがレ: I 下の値に変化します。 
[ Status ] : Hot Spare 

[Hot Spare Information ] : Dedicated (Disk Array # X ) 

物理デバイスのプロパティを参照するには、 "property" コマンドを使用します。 

- tg : 物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID コントローラの番号 

-P :プロパティを参照する物理デバイスの番号 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 6) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=pd -c=l -p=6 


ホットスペアの解除 

ホットスペアを解除する手順を説明します。 

RAID ビュ-ァ 

[操作] ニユーの[ホットスペア 解除]を使用します。 

手順 1 RAID ビユ ーアを起動します。ツリー ビユー でステータスが「ホットスペア」の物理デバイスをクリックします。 

手順 2 [操作]ニユーで[ホット スペア]をポイント 
し、 [ホット スペア 解除] をクリックします。 


手順 3 ホットスペアを解除後、物理デバイスのプロパ 
テイを参照すると、[ステータス]の値が[レ デイ] にな 
り、 [ホット スペア情報]という項目は表示しません。 


スつ 1 j ■し■■■ド 1 VLiy 


巧 

ホットが:アお） 

卜 

共吊ホットが巧け成粒! 


な制むラむ地） 


専用ホットスパア巧刷扯 .. 


強制わライ ME ) 

ホ]十 1 ■丄甲 ± — -0 

\Xi \ . 

ホットが:ア賠蹄化） 


容き 

67GB 

1ステータス 

レディ 

|s.M.A,R,T. 

正巧 
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raidcmd 


"hotspare" コマンドを使用します。 


手順 1 レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、" hotspare" 
コ7ンドを実行します。 

-C :ホットスペアを解除する物理デパイスが存在する RAID 〕 
ントローラの番号 

-P: ホットスペアを解除する物理デバイスの番号 
-mr :ホッにペアを解除するには、 remove を指定 


(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物 
理デバイス番号 6) のホットスペアを解除する。 

raidcmd hotspare - c=l - p =6 - mr=remove 

手順 2 "hotspare" コ 7 ンドを実行すると、物理デ 
バイスのプロパティがじ I 下の値に変化します。 

[ Status ] : Ready 

[Hot Spare Information ] :項目を表示しない 


> raidcmd hotspare -c=1 -p=6 -mr=remove •■■■■ 

Remove Hot Spare. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 

〉 

> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=6 ♦■■■■2 

RAID Controller #1 Physical 

Device #6 

ID 

5 

Enclosure 

1 

Slot 

6 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

ぶ &pa 則 1:y ... 

*14bGi3" ■■ 

■ Status 

Ready ■ 

な . m. A, K, t ■■■■■■■■■■■ ■ 

> 

" nOi UiQ 1 * 


物理デバイスのプロパティを参照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg :物理デパイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デパイスが存在する RAID 〕 ントローラの番号 

-P :プロパティを参照する物理デバイスの番号 


(例）物理デバイス ( RAID 〕 ントローラ番号1,物理デバイス番号 6) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -ta=pd -c=l -p=6 
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RAID システムを簡単に構築する_ 

■,： 古三^^^^^^ .化 ' I II ' W 山!化と*…ん' 

Universal RAID Utility は、 RAID 〕ントローラに未使用の物理デバイスを接続した状態から、論理ドライブの作成、ホットスペア 
の設定といったコンフィヴ I レーシヨンを簡単に行える「イージーコンフィヴ I レーシヨン」機能をサポートしています。 

「イージー〕ンフィグレーシヨン」は、 RAID 〕ントローラに接続している未使用の物理デバイスについて、データ格納に使用する台数 
(論理ドライブを構成する物理デバイスの台数)とホットスペアに使用する台数を決定すると 、 Universal RAID Utility が自動的に 
RAID システムを構築する機能です。 

「イージー〕ンフィグレーシヨン」により RAID システムを構築するメリットはじ I 下のとわりです。 RAID システムを構築する際に検討、 
操作しなければいけない作業を Universal RAID Utility が代わりに行います。 

■ 3つの項目 （ RAID 〕ントローラ、論理ドライブで使用する物理デバイスの台数、作成する論理ドライブの個数)を指定するだ 
けで RAID システムを構築できます。 

■ 論理ドライブの選択項目 （ RAID レベル、容量、ストライプサイズ ..... etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて自動的に設定 
します。 

■ 複数の論理ドライブを同時に作成できます。 

■ ホットスペア用に物理デバイスを残すと 、 Universal RAID Utility が自動的に作成する論理ドライブの専用ホットスペアを作 
成します。 


イージー〕ンフイヴレーシヨンの操作手順 


イージ ー〕 ン フイグレーシヨ ンを使用する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[ツール]^ニユーの[イージーコンフィグレーシヨン]を 使用します。 

手順 1 イージーコンフィグレーシヨンで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイ 
ミンク‘で接続します。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手順 2 [ツール] ニ ューで [イ ージー コンフイヴ' レー シ ヨン] をクリックします。 ッールの AJ レプお) 


手順 3 [イージーコンフイグレーシヨン]ウイザードが起 
動します。 

ステップ1/3では、コンフイグを行う RAID 〕ントローラ 
を選択します。コンフイヴ I を行う RAID コントローラをク 
リックし、[次へ]をクリックします。 

[ RAID コントローラ]には、イージーコンフイヴ1レーシヨ 
ンを行う条件を満たしていない RAID 〕ントローラは 
表示しません。 


イーシ ー] y つィり レーショ^(巨)… 

n バ一で… 广卜 H 丄 I 
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手順 4 ステップ2/3では、論理ドライブで使用する 
物理デバイスの台数(データ格納に使用する物理デ 
バイスの台数)、 RAID 〕ントローラに作成する論理ド 
ライブの個数を指定します。インタフェースタイプやデ 
バイスタイプの異なる物理デバイスが存在するときは、 
それぞれのタイプごとに指定します。指定したら[次 
へ]をクリックします。 



ステッブ 2 / 3 :コンフィツレーシヨシ内をの t 旨定 

物理巧 S イスの用強やなぶする端里ドライブ抑回数ねど]ンフイヴレーンヨンの内容をネ旨定します。 


タイプ ( T ): [ SAS-HDD ▼! 

—伽 I デバイスの指ち- 

モほ用物巧デバィスのを数： 厂4 

論理ドライブでほ巧する物理デ/ S イスの台な(己)： I 3づ 

ホ》トスパアのを数： 

-1 が I ドライブのおち- 

巧ぶできる説里ドライブの個数： 

巧巧する論巧朽イプの個数(し)： I — 


<戻る迫）」汝へ似い」 I キヤソセル I 


手順 5 ステップ3/3では、イ ージー コン フイグレーシヨ 
ンで構築する raid システムのコン フイグレーシヨ ンを 
表示します。表示する内容で〕ンフイヴするときは、 
[0 K ] をクリックします。〕ン フイグ 内容を変更した し、 と 
きは、原る]をクリックします。 



手順 6 ステップ3/3で [0 K ] をクリックすると 、 RAID 
システムの構築を実行します。論理ドライブの作成、 
ホットスペアの設定が完了したら、[イージーコンフィ グ 
レーシヨ ンウィザードの完了]を表示します。この時 
点で、論理ドライブの作成、ホットスペアの作成は完 
了しています。ウィザードを閉じたらツリーむ一などで 
〕ンフィ グレーシ ヨンを確認します。ただし、作成した 
論理ドライブの初期化は完了していない可能性があ 
ります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果は、 
オペ レーシヨ ンビ ューで 確認します。 



raidcmd 

"econfig" コマンドを使用します。 

手順 1 イージーコンフィグレーシヨンで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイ 
ミンク‘で接続します。 

手順 2 "econfig" コマンドを実行します。 

(仿リ）イージーコンフィヴレーシヨンを実行する。 
raidcmd econfig 

手順 3 イージー〕ンフイグレーシヨンの条件を指定します。 

Stepl /3 では、〕ンフイグを行う RAID コントローラを選択します。〕ンフイグを行う RAID 〕ントローラの番号を入力します。 
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手順 4 Step 2/3では、論理ドライブで使用する物 
理デバイスの台数 （ Physical Device count using 
Logical Drive ( s ) )、 RAID コントローラに作成する論 
理ドライブの個数に resting Logical Drive count ) 
を指定します。インタフェースタイプやデバイスタイプの 
異なる物理デバイスが存在するときは、それぞれの夕 
イプごとに指定します(右の例では、 SAS インタフェー 
スの物理デバイスについて設定してしけす。 異なる夕 
イプの物理デバイスが他にも存在する場合は、この 
操作をタイプごとに行います)。 

手順 5 Step 3/3では、イージー〕ンフィグレーシヨンで 
構築する RAID システムの〕ンフィグレーシヨンを表示 
します。表示する内容で〕ンフィヴするときは、 yes を 
入力します。〕ンフィグ内容を変更したいときは、 no 
を入力します。 

yes を入力すると、 raidcmd は RAID システムのコン 
フィグレーシヨンを実行し、 raidcmd が正常終了しま 
す。この時点で、論理ドライブの作成、ホットスペアの 
作成は完了してしけす。各コンポーネントのプロパティ 
などで〕ンフィグレーシヨンを確認します。ただし、作成 
した論理ドライブの初期化は完了していない可能性 
があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結 
果は、" opiist" コマンドで確認します。 


> raidcmd econfig 
Step 1/3 : Select RAID Controller 


。も 


RAID Controller #1 MegaRAID SAS PCI Express(TM) ROMB 
RAID Controller #2 LSI Corporation MegaRAID SAS 8408E 

RAID Control ler [1-2] : 1 参 ■■■■ 3 

Step 2/3 : Set the contents of configuration 

〈Physical Device (Type : SAS )〉 

Unused Physical Device count 

Physical Device count us in 呂 Logical Drive (s) [ 2 - 7] 
Hot Spare count 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

Maximum Logical Drive count 
Great in 呂 Logical Drive count [1-2] 

■ ■ ■ ■ 4 


Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

Step 3/3 : Confirm the contents of configuration 

RAID Controller #1(0) LSI MegaRAID SAS 8202E 
Disk Array #1 
LD #1[OnIine] RAID 5 
PD #1(0) [OnIine] SAS-HDD 
PD #2(1) [OnIine] SAS-HDD 
PD #3(2) [OnIine] SAS-HDD 
PD #7(6) [Dedicated Hot Spare] SAS-HDD 
Disk Array #2 
LD #2 [OnIine] RAID 5 
PD #4(3) [OnIine] SAS-HDD 
PD #5(4) [OnIine] SAS-HDD 
PD #6(5) [OnIine] SAS-HDD 
PD #7(6) [Dedicated Hot Spare] SAS-HDD 
Disk Array #3 
LD #3 [OnIine] RAID 1 
PD #8(7) [OnIine] SATA-HDD 
PD #9(8) [OnIine] SATA-HDD 
PD #10(9) [Dedicated Hot Spare] SATA-HDD 

〈 Caution 〉 

Create Logical Drive #2 with different Physical Devices of 
a capacity. Therefore, Logical Drive capacity is decided by 
the smallest Physical Device of capacity. 

Run the above configuration. 

Initial ize al I of Logical Drive after creating them. You can 
see the progress and the resu It of initial i zat ion by op I i st" 
and "property" commands. 


Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 
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step 3/3 で RAID コントローラと物理デバイス ( PD ) には 2 つの番号を表示します。 


RAID Controller #A ( B ) 

PD #C ( D ) 

A : RAID コントローラの番号、 B : RAID コントローラの ID 
C :物理デバイスの番号、 D :物理デバイスの ID 


イージー〕ン フイグレーシヨ ンを実行できる RAID 〕 ントローラ 

イージーコンフイグレーシヨンを実行できる RAID コントローラは、じ I 下の条件を満たしている必要があります。 

• 専用ホットスペアを作成できる RAID コントローラであること 
• RAID 〕ントローラに、未使用の物理デバイスを2台に I 上接続していること 

イージー〕ンフイヴレーシヨンで使用できる物理デバイス 

イージー〕ンフイグレーシヨンで使用できる物理デバイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物理デバイス」とは、 
[ステータス]/ [ Status ] が[レディ]/ [ Ready ] の物理デバイスを指します。 
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イージ ー〕 ンフイヴレーシヨンによる論理ドライブの作成 


イージー〕ンフイグレーシヨンで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レペルと作成できる論理ドライブの個数 


イージー〕ンフイグレーシヨンで作成する論理ドライブの RAID レペルは、 RAID 1 もし〈は、 RAIDS となります。どちらを 
使用するかは、 RAID コントローラがサポートする RAID レペルの種類、および、論理ドライブで使用する物理デバイスの台 
数により決まります。 

また、作成できる論理ドライブの個数も、同様の条件により決まります。 

RAID 1と RAID 5の RAID レペルをサポートする RAID コン!:口一云 


論理ドライブで使用する 論理ドライブの I 作成できる論理ドライブの個数 

物理デバイスの台数 RAID レペル 


2台 RAID 1 1 

3〜5台 RAIDS 1 

6台な上 RAIDS 論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/ 3 

RAID 1の RAID レペルのみサポートする RAID コントローラ 


論理ドライブで使用する 論理ドライブの I 作成できる論理ドライブの個数 

物理デバイスの台数 RAID レペル 


2台レ:>1上 RAID 1 論理ドライブで使用する物理デバイスの台数/ 2 


wO イージー〕ンフイグレーシヨンでは、 RAID レペルが RAID 1もしくは RAIDS 私外の論理ドライブは 
作成できません。 


論理ドライブに使用する物理デパイス 


作成する論理ドライブに使用する物理デバイスは、ホットスペアを作成する物理デバイスを除き、物理デバイス番号の 
小さし巧から順に使用します。 


(仿リ）イージーコンフイグレーシヨンで物理デバイス#!〜# 7 を使用できるとき、# 3 をホットスペアに使用するようなケースで 
は、物理デバイス番号の小さし巧から# 1 と#2 と# 4 で論理ドライブ# 1 を、# 5 と# 6 と# 7 で論理ドライブ# 2 を作成し 
ます。 


- - 1 - - - - - -- -- - -- - - - 一 

物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス 


#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

1 

1 

ホットスペア 

1 

1 

1 

1 


己 B 

論理ドライブ 論理ドライブ 


#1 


#2 


図15 [イージーコンフイグレーシヨン]物理デパイスの割り当て1 

論理ドライブを複数作成するとき、それぞれの論理ドライブを構成する物理デバイスの台数が均等にならないときは、 
論理ドライブ番号の小さい論理ドライブに多〈割り当てます。 
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(仿 ij ) イージーコンフィグレーシヨンで物理デバイス#!〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成するようなケースで 
は、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライブ#2を作成します。 


物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 



論理ドライブ 
#1 


麵 

論理ドライブ 
#2 

図16 [イージーコンフイグレーシヨン]物理デバイスの割り当て2 


S.M AR . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 


論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、 RAID レペルと使用する物理デバイスの容量により決まります。 

イージー〕ンフィグレーシヨンは、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

1個の論理ドライブで異なる容量の物理デバイスを使用するときは、最も容量のルさい物理デバイスに合わせた容量 
で論理ドライブを作成します。 

(仿リ）イージーコンフィグレーシヨンで容量の異なる物理デバイス#!〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成する 
ようなケースでは、物理デバイス#1〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライブ#2を作成しま 
す。このとき、論理ドライブの容量は最も小さい容量の物理デバイスにより決まります。 



論理ドライブの選択項目 

作成する論理ドライブのその他の選択項目は)下のように決まります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なります)。 

キャッシュモード RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID 〕ントローラの種類により異なります)。 

初期化モード 完全 
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イージ ー〕 ンフイグレーシヨソこよるホットスペアの作成 


ィージーコンフィグレーションで作成するホットスぺァの内容にっぃて試^明します。 

ホットスペアの台数 


ホットスペアの台数は、 RAID コント ローラに 接続している未使用物理デバイスの台数と、論理ドライブで使用する物理 
デバイスの台数により決まります。[イージーコンフィグレーシヨン]ウィザード/ econfig コマンドのステップ2/3で、[未使用物 
理デバイスの台数 ]/ [Unused Physical Device count ] から、[論理ドライブで指定する物理デバイスの台数]/ 

Physical Device count using Logical Drive ( s ) を引いた値がホットスペアの台数となります。 

ホットスペアに使用する物理デパイス 


ホットスペアに使用する物理デバイスは、容量が最も大きい物理デバイスから順にホットスペアとして使用します。同一 
容量の物理デバイスが複数存在するときは、物理デバイス番号の大きい物理デバイスから順に使用します。 

り列）イージーコンフイグレーシヨンで物理デバイス#!〜#7を使用できるとき、ホットスペアを2台作成するケースでは、容 
量の最も大きい物理デバイスは 150 GB で、かつ、3台存在するため、物理デバイス番号の大きい#5と#6を使用しま 
す。 


物理デバイス 
#1 

100 GB 



物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

100 GB 

150 GB 

100 GB 

150 GB 

150 GB 

100 GB 



ホットスペア ホットスペア 


図18 [イージーコンフイグレーシヨン]ホットスペアの割り当て 


かグ S . MAR . T . エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアに使用できません。 

1 ?^ 


ホットスペアのモード 


イージー〕ンフイグレーシヨンは、専用ホットスペアのみ作成します。共用ホットスペアは作成できません。 

論理ドライブを複数作成するときは、作成するすべての論理ドライブの専用ホットスペアになります。 

イージー〕ンフイグレーシヨンで作成する専用ホットスペアは、「同時に作成する論理ドライブの専用ホッ 
画 トスペア」になります。イージー〕ンフイグレーシヨンを実行するとき同一 RAID コントローラに他の論理ド 
ライブがすでに存在する場合、その論理ドライブの専用ホットスペアとはなりません。 
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(例）イージーコンフィグレーシヨンで物理デバイス#!〜#7を使用して論理ドライブを2個、ホットスペアを1台作成すると 
きは、物理デバイス#7は両方の論理ドライブの専用ホットスペアとなります。 


物理デバイス 

物理デバイス 

物理デバイス 

#1 #2 #3 

#4 #5 #6 

#7 




f 、 

1 




己！ 

L — 心 J 

論理ドライブ 

論理ドライブ 

専用 


#1 


#2 1 

ホットスペア 


:物理デバイス#7は、イージーコンフィグレーシヨンにより同時に作成する、 
論理ドライブがと論理ドライブ#2の両方の専用ホットスペアとなります。 


図 19 [イージーコンフイグレーシ ヨン] き用ホットスペアの作成 1 

(例）イージー〕ンフイグレーシヨンで物理デバイス#!〜#8で論理ドライブを2個、ホットスペアを2台作成するときは、物 
理デバイス#7 と#8 は論理ドライブ#! と#2 の両方の専用ホットスペア(どちらの論理ドライブに対してもホットスペアとし 
て機能します)となります。 


物理デバイス 
#1 #2 #3 


当 


物理デバイス 
#4 #5 #6 

-止- 


I 論理ドライブ 
1 #1 


論理ドライブ 
#2 


物理デバイス 物理デバイス 
#7 #8 


占 


主 


専用ホツトスペア専用ホツトスペア 


I 物理デパイス#7と#8は、論理ドライブがと論理ドライブ#2の 
両方の専用ホットスペアとなります。 


図 20 [イージーコンフイグレーシ ヨン] き用ホットスペアの作成 2 
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論理ドライブを簡単に作成する 


Universal RAID Utility は、ガイドに従って選択項目を2つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「論理ドライブの作成シン 
プルモード」をサポートしています。 

「論理ドライブの作成シンプルモード」は、論理ドライブの RAID レペルと使用する物理デバイスのわずか2つの選択項目を指定 
するだけで論理ドライブを作成する機能です。 

「論理ドライブの作成シンプルモード」により論理ドライブを作成する刈ットは]下のとわりです。論理ドライブを作成する際に検 
討しなければいけない選択項目は 、 Universal RAID Utility が代わりに決定します。 

■ 2つの選択項目 （ RAID レベル、使用する物理デバイス)を指定するだけで論理ドライブを作成できます。 

■ RAID レペル、使用する物理デバイス]外の選択項目（容量、ストライプサイズ ..... etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて 
自動的に設定します。 


論理ドライブの作成シンプルモードの操作手順 

論理ドライブの作成シンプルモードを使用する手順を説明します。 

RAID ビュ-ァ 

[操们メニューの[論理ドライブの作成(シンプル)]を使用します。 

手順 1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手)嗎 2 ツリービューで RAID コントローラをクリックし、 
[操作]ニューで[論理ドライブの作成]をポイント 
し、[シンプル]をクリックします。 


巧巧に） ツール 江）■^^け(出 

e 論理ドライブの巧成た） ► 

シ:/プル(互)… 

プザー巧止怪） 


がけムに)... 


も 


艦編窺邸の物理デバイスが1台しか存在しなし、場合、論理ドラパの作成シンプ 


手順 3 [論理ドライブの作成(シンプル)]ウィザード 
が起動します。 

ステップ1/3では、作成する論理ドライブの RAID レ 
ベルを選択します。選択したら[次へ]をクリックしま 
す。 



65 


































手順 4 ステップ2/3では、作成する論理ドライブに 
使用する物理デバイスを選択します。 RAID 〕ントロ 
ー ラに異なるインタフェースタイプ、デバイスタイプの物 
理デバイスが存在するときは、[タイスで使用する夕 
イプをクリックします。次に[物理デバイス]で使用す 
る物理デバイスのチェックボックスをオンにします。使 
用する物理デバイスは、ステップ1/3で選択した 
RAID レペルを作成できる台数分選択しなければな 
りません。 

物理デバイスを選択したら、[次へ]をクリックします。 



手順 5 ステップ3/3では、作成する論理ドライブの 
内容を表示します。表示する内容で論理ドライブを 
作成するときは [0 K ] をクリックします。内容を変更し 
たいときは、惧る]をクリックします。 


ミ理ドライブの巧巧 


ステッブ 3/3 :巧をの巧認 

[0 K ] を如ックすると、 W 下の内容で‘お巧ドライブを化巧し、巧巧化を閒化します。 


xj 


呑そ I RAID レペル I 容を 

I ストライプサイズ 

I キヤウシュモード 

i 巧期化モ—ド I 

日 LD #2 RAID 5 66 GB 

64 KB 

白か切を 

売を 


<戻る(巨）」に 0 K 3 _キャンセル_ I 


手順 6 ステップ3/3で [0 K ] をクリックすると、論理 
ドライブの作成を実行します。論理ドライブの作成が 
完了したら、[論理ドライブの作成(シンプル）ウイザ 
-ドの完了]を表示します。この時点で、論理ドライ 
ブの作成は完了しています。ウイザードを閉じたらツリ 
-ビューなどで内容を確認します。ただし、作成した 
論理ドライブの初期化は完了していない可能性があ 
ります。論理ドライブの初期化の実行状況や結果は、 
オペ レーシヨ ンビ ューで 確認します。 



raidcmd 

"mkids" コマンドを使用します。 

手順 1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。 


手順 2 じ I 下のパラ;夕を指定して、" mkids" コマ 
ンドを実行します。 

-C : 論理ドライブを作成する RAID コントローラの番号 
-P : 論理ドライブの作成に使用する物理デパイスの番号(作 
成する論理ドライブの RAID レペルにより必要な物理デバイスの 
台数が異なります） 

-rl : 作成する論理ドライブの RAID レペル（「論理ドライブの 
作成シンプルモード」は、 RAID レペルが RAID 1 と RAID 5 の 
論理ドライブを作成できます。） 


> raidcmd mkids -c=1 -p=3, 4, 5 -r l=5 ♦■■■■2 
raidcmd creates Logical Drive #2. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y ♦■■■■3 

raidcmd created Logical Drive #2 ， and started to initialize 
it. 

You can see the progress and the result of initialize by 
"oplist" and property commands. 
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(例）物理デバイス （ RAID 〕 ントローラ番号1,物理デバイス番号3,4,5 ) を使用して、 RAID レペル5の論理ド 
ライブをシンプルモードで作成する。 

raidcmd mklds -c=l -p=3,4,5 -rl=5 

手順 3 確認火ッ t - ジに yes と入力すると、論理ドライブを作成します。 

手順 4 論理ドライブの作成が完了したら、 raidcmd は正常終了します。この時点で、論理ドライブの作成は完了して 
います。作成した論理ドライブの内容は、 "property" コマンドなどで確認できます。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結 
果は、" opiist" コマンドで確認します。 


論理ドライブの作成シンカレモードで使用できる物理デパイス 


論理ドライブの作成シンプルモードで使用できる物理デバイスは、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物理デバイ 
ス」とは、[ステータス]/にね tus ] が[レディ]/ [ Ready ] の物理デバイスを指します。 

一 S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 


論理ドライブの作成シンプルモードによる論理ドライブの作成 


論理ドライブの作成シンプルモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レペル 


論理ドライブの作成シンプルモードで作成できる論理ドライブの RAID レペルは、 RAID 1もし〈は 、 RAID 5です。 

論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、 RAID レペルと使用する物理デバイスの容量により決まります。 

論理ドライブの作成シンプルモードは、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 

論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目はレ: I 下のように決まります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ RAID 〕ントローラの既定値を使用します （ RAID 〕ントローラの種類により異なります)。 

キかジシュモード RAID 〕ントローラの既定値を使用します （ RAID 〕ントローラの種類により異なります)。 

初期化モード 完全 
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論理ドライブを自由に作成する 


Universal RAID Utility は、論理ドライブの選択項目を細か〈指定して望みどおりの論理ドライブを作成できる「論理ドライブの作 
成カスタムモード」をサポートしています。 


「論理ドライブの作成カスタムモード」は、論理ドライブの選択項目を細か〈指定して論理ドライブを作成する機能です。様々な 
RAID レペルの論理ドライブを作成したり、空き容量があるディスクアレイを使用して論理ドライブを作成したりもできます。 

また、 RAID ビューアの「論理ドライブの作成カスタムモード」は、複数の論理ドライブを同時に作成することもできます （raidcmd 
では、複数の論理ドライブを同時に作成することはできません)。 

「論理ドライブの作成カスタムモード」により論理ドライブを作成するメリットはレ: I 下のとわりです。 

■ いろいろな RAID レペル (RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6, RAID 10, RAID 50) の論理ドライブを作成できます。 

■ 選択項目焊量、ストライプサイんキャッシュモード、初期化モード)を細か〈指定できます。 

■ RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6の RAID レペルの論理ドライブを作成する場合、「未使用の物理デバイス」だけでなく、 
空き容量があるディスクアレイも使用できます。 

■ 複数の論理ドライブを一度の操作で作成できます （ RAID ビューアのみ)。 


論理ドライブの作成カスタムモードの操作手順 


論理ドライブの作成カスタムモードを使用する手順を説明します。 

I irO 論理ドライブの作成カスタムモードは、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードを 

アドバンストモードに変更してから操作して〈ださい。 


RAID ビュ-ァ 

[操作]ユーの[論理ドライブの作成(カスタム)]を使用します。 

手順 1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。物理デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


手順2動作モードがスタンダー巧ードの場合は、ア 
ドバンストモードに変更します。[ツール]ニユーで 
[アドバンストモー鬥をクリックします。 

ツリービユーで RAID コントローラをクリックし、[操作] 

ニューで[論理ドライブの作成]をポイントし、[カスタム]をクリックします。 


巧巧に） ツール 江）■^^け(出 

e 

論理ドライブの巧成た） ► 


シ:/プル(互)… 


プザー巧止怪） 

がけムに)... 


手順 3 [論理ドライブの作成(カスタム)]ダイアログ 
ボックスが起動します。 

論理ドライブの作成カスタムモードは、[論理ドライ 
ブの作成(カスタム)]ダイアログボックスのリストに作 
成する論理ドライブを登録します。論理ドライブを登 
録するには、惭規作刷をクリックします。登録した 
論理ドライブを削除するには、削除する論理ドライブ 
をクリックし、[削除]をクリックします。 
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PD #4(3) 
PD #5(4) 
PD #6(5) 
PD #7(6) 


巧!巧デバイス ( E ): 


お加するディスクアレイじほ用する物理テ V W スを涯巧します。 


手順4 [論理ドライフの作成(カスタム)]ダイアロク 
ボックスで[新規作刷をクリックすると、[論理ドライ 
ブの登録]ウィザードが起動します。 

ステップ1/3では、登録する論理ドライブの RAID レ 
ベルを選択します。選択したら[次へ]をクリックしま 
す。 


STEP 1 / 3 : RAID レペルの還巧 

論巧ドライブの RAH) レペルを遇巧します。 


RA のレペルほ） 




RA の0 
RA の1 

I ザぶ if 

RAID 6 
RAID 10 
RAID 50 


:房る做 


手順5ステップ2/3は、ステップ1/3で選択した RAID レペルにより操作が異なります。 

(1 )RAID 0, RAID 1, RAIDS , RAID 6の RAID レ 
ペルを選択した場合、論理ドライブで使用するディス 
クアレイを選択します。 

RAID 〕ン阳ーラに異なるタイプの物理デバイスが存 
在するときは、[タイプ]で使用するタイプをクリックし 
ます。次に[ディスクアレイ]で使用するディスクアレイ 
のノードをクリックします。 

ディスクアレイを選択したら、[次へ]をクリックします。 


使用するディスクアレイを新たに作成する場合は、 
[ディスクアレイの追加]をクリックします。[ディスクアレ 
イの追加]をクリックすると、[ディスクアレイの追加] 
ダイアログボックスを表示します。 

追加するディスクアレイで使用する物理デバイスのチ 
エックボックスを作成する RAID レペルに必要な台数 
分オンにします。オンにしたら [ OK ] をクリックします。 
[ OK ] をクリックすると、新たに作成するディスクアレイ 
が、[論理ドライブの登録]ウィザ-ドステップ2/3の 
[ディスクアレイ]に追加されます。 


(2) RAID 10, RAID 50の RAID レペルを選択した 
場合、論理ドライブで使用する物理デバイスを選択 
します。 

RAID 10の場合は4台の物理デバイスのチ王ックボッ 
クスをオンにします。 RAID 50の場合は6台に I 上で 
かつ偶数台のチェックボックスをオンにします。 

物理デバイスを選択したら、[次へ]をクリックします。 




」[みへ(の> 


キャンセル 


T を查 


67GB 

33GB 

278GB 

278GB 


キャンセル 


■ 




STEP 2/3 :物巧デバイスの遅巧 

論巧ドライプの巧ぶじほ用する巧)巧デ/ S イスを還巧します。 


タイプ江）； 

物巧デバイスを）： 


|SAS-HDU 




吞を 

i を畳 1 

囚 B PD #4(3) 

67GB 1 

囚曰 PD #5(4) 

33G 巳 

囚 巧 PD # 6 ( 5 ) 

278GB 

囚 巧 PD #7(6) 

278GB 


ご戻る退）」Iみへ汹い 


キャンセル J 


OK 




xJ 


STEP 2/3: ディスウアレイ①遷巧 

論里ドライプの化脚こほ巧するディスクアレイを遥巧します。 


タイプ任）； 

ディスクアレイ也）： 


ISAS-HDD 




曰 目 ディスクアレイ#1 

百 PD #1(0) [オシライシ] SAS-HDD 
S PD #2…けシライシ] SAS-HDD 
田 PD #3(2) [オシライン] SAS-HDD 


ディスゥァレイの胤 D (が」 


:戻る追）」 li ホへ的); 


キャンセル J 


童理ドライブのをを 


イスウアレイのお加 


苗理ドライブのを致 


含まドライブの查绿 


号 曰曰冒 

吞囚囚囚1:1 
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手順 6 ステップ3/3では、登録する論理ドライブの 
選択項目を選択します。 

[容量]には、作成する論理ドライブの容量を範囲 
内の値で入力します。作成する論理ドライブの 
RAID レペルが RAID 10、もしくは RAID 50の場合、 
容量は入力する必要はありません。[ストライプサイ 
ズ]、 [キャッシュ モード]、[初期化モー鬥を選択しま 
す。 

すべての選択項目を選択したら、[次へ]をクリックし 
ます。 



手順 7 ステップ3/3で [ 次へ ] をクリックすると、[論 
理ドライブの登録ウイザードの完了]を表示します。 
ウイザードで選択した内容で論理ドライブを登録する 
ときは[完了]をクリックします。内容を変更したいと 
きは、頃る]をクリックします。 



手順 8 [論理ドライブの登録]ウィザードを完了する 
と、[論理ドライブの作成(カスタム)]ダイアロヴボック 
スのリストに論理ドライブを登録します。 



手順 9 複数の論理ドライブを同時に作成する場合、 
[新規作成]をクリックし、作成する個数分、手順4 
〜8を繰り返します。 

作成する論理ドライブをすべて登録したら、 [ OK ] を 
クリックします。 [ OK ] をクリックするとダイアロヴボックス 
を閉じて、登録した論理ドライブを作成します。作成 
した論理ドライブの内容は、ツリービューやプロパティ 
で確認します。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了して 
いない可能性があります。論理ドライブの初期化の 
実行状況や結果は、オペ レーシヨ ン む一で 確認しま 
す。 
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raidcmd 


"mkldc" 〕マンドを使用します。 raidcmd では、同時に作成できる論理ドライブは1個です。 

手順 1 論理ドライブで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続し 
ます。 

手順 2 じ I 下のパラ;^-夕を指定して、" mkldc" 〕7 
ンドを実行します。 

-C :論理ドライブを作成する RAID コント ローラの 番号 
-P :論理ドライブの作成に物理デバイスを使用する場合、使 
用する物理デバイスの番号(作成する論理ドライブの RAID レべ 
ルにより必要な物理デバイスの台数が異なります） 

-a :論理ドライブの作成にディスクアレイを使用する場合、使 
用するディスクアレイの番号 

-rl :作成する論理ドライブの RAID レペル（「論理ドライブの 
作成カスタム モード」は、 RAID レベルが RAID 0 、 RAID し 
RAID 5 、 RAID 6、 RAID 10 、 RAID 50 の論理ドライブを作成できます） 

-cp :作成する論理ドライブの容量（未使用の物理デパイスの全面を使用して論理ドライブを作成する場合は、容量指定を省略できます） 

-SS :作成する論理ドライブのストライプサイズ （ RAID コント ローラの 既定値を使用する場合は、ストライプサイズの指定を省略できます） 

-cm :作成する論理ドライブのキャッシュモード ( RAID 〕ン阳ーラの既定値を使用する場合は、キャッシュモードの指定を省略できます） 

-im :論理ドライブの作成後に実行する初期化の動作モード ([ Full ] (完全)モードを推奨します。 [ Full ] (完全)モードの場合、初期化モードの 
指定を省略できます） 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号3,4,5 ) を使用して、 RAID レペル5、容量 
100 GB 、 ストライプサイズ 64 KB 、 キャッシュモード自動切替、初期化モード完全の論理ドライブをカスタムモードで 
作成する。 

raidcmd mkldc -c=l -p=3,4,5 - 「 l=5 -cp=100 -ss=64 -cm=auto -im=full 
手順 3 確認火ッ t - ジに yes と入力すると、論理ドライブを作成します。 

手順 4 論理ドライブの作成が完了したら、 raidcmd は正常終了します。この時点で、論理ドライブの作成は完了して 
います。作成した論理ドライブの内容は、 "property" コマンドなどで確認できます。 

ただし、作成した論理ドライブの初期化は完了していない可能性があります。論理ドライブの初期化の実行状況や結 
果は、" opiist" コマンドで確認します。 

論理ドライブの作成カスタムモードで使用できるディスクアレイと物理デパイ 
ス 


)raidcmd mkldc -c=1 -p=3, 4, 5 -r I =5 -cp=100 -ss=64 -cm=auto 

-im=full 参*•■つ 

raidcmd creates Logical Drive #2 •ム _ 

••••3 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y •* 

raidcmd created Logical Drive #2 ， and started to initialize 

it. 

You can see the progress and the result of initialize by 
"opiist" and property commands. 


論理ドライブの作成カスタムモードでは、作成する論理ドライブの RAID レペルにより、ディスクアレイ、もしくは、未使用の 
物理デバイスを使用できます。 

一 • S . M . A . R . T . エラーを 検出している物理デバイスは、論理ドライブの作成に使用できません。 

• 論理ドライブが存在しなしザイスクアレイは、論理ドライブの作成に使用できません。 


RAID レペルが RAID 〇グ RAID 1グ RAID 5, RAID 6の論理ドライブ 


空き領域が存在するディスクアレイ、もし〈は、未使用の物理デバイスを使用できます。 

空き領域が存在するディスクアレイは、ディスクアレイの末尾の領域に存在する空き領域を使用できます。また、作成 
する論理ドライブの RAID レペルは、ディスクアレイ上で使用している領域に存在する論理ドライブの RAID レペルと同じで 
なければなりません。 

未使用の物理デバイスを使用する場合、ディスクアレイを作成し、そのディスクアレイに論理ドライブを作成します。「未 
使用の物理デバイス」とは、[ステータス]が[レディ]の物理デバイスを指します。 

RAID レペルが RAID 10, RAID 50の論理ドライブ 


未使用の物理デバイスのみ使用できます。「未使用の物理デバイス」とは、[ステータス]/ [ Status ] が[レディ]/ [ Ready ] 
の物理デバイスを指します。 
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論理ドライブの作成カスタムモードによる論理ドライブの作成 


論理ドライブの作成カスタムモードで作成する論理ドライブの内容について説明します。 

RAID レベル 

論理ドライブの作成カスタムモードで作成できる論理ドライブの RAID レペルは 、 RAID 0、 RAID し RAID 5 、 RAID 6、 
RAID 10 、 RAID 50 です。 

RAID レペルは、 RAID 〕ントローラごとにサポートする内容が異なります。サポートしない RAID レペル 
は選択できません。 



論理ドライブの容量 


作成する論理ドライブの容量は、任意の容量を指定できます。作成する論理ドライブの RAID レペルが RAID 0、 
RAID し RAID 5 、 RAID 6の場合は、1つのディスクアレイに複数の論理ドライブを作成することもできます(同ーディスク 
アレイ内の論理ドライブは、同じ RAID レペルのみ指定できます)。作成する論理ドライブの RAID レベルが RAID 10、も 
しくは RAID 50の場合は、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 


論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライブのその他の選択項目はな下のように決まります。 


選択項目 

値 

ストライプサイズ 

1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB から選択でき 
ます。 

キャッシュモード 

じ1下の3つから選択できます。 

Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write Through を切り替え 
るモードです。 

Write Back : 非同期書込みを行うモ-ドです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

初期化モード 

じ1下の2つから選択できます。 

完全/ Full :論理ドライブ中の管理領域とデータ領域を初期化します。 

クイック/ Quick :論理ドライブ中の管理情報のみ初期化します。 



群し雜重ス編離?飄 f 、 圓ントロ-ラ細^ 
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論理ドライブを削除する 


Universal RAID Utility は、不要になった論理ドライブを削除できます。 

I wrO 論理ドライブの削除は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモー 
の ドに変更してから操作して〈ださい。 


怠 


• li 觀 IKi 離觀寬器端努端觀 ないか確認して化さい。 


レ: I 下の条件を満たす論理ドライブは削除できません。 

• パーティシヨンが存在する論理ドライブは削除できません。ただし、[状態]/ [S ね tus] が[オフライ 
ン] /[Offline] の論理ドライブは削除できます（ただし、 VMwareESX4 を使用している場合を除 
きます。 VMware ESX 4 では、論理ドライブの削除にパーティシヨンの有無は影響を与えません)。 

• オペレーティングシステムが Windows の場合、ダイナミックディスクとして使用論理ドライブ(ディスク) 
を削除するには、論理ドライブをペーシックディスクに変換します。 

• オペレーティングシステムが Linux の場合、論理ドライブで LVM の LVM パーティシヨンが存在する。 
削除するには、 LVM パーティシヨンを削除します。 

• ディスクアレイの最後に位置しない論理ドライブは削除できません。 


論理ドライブの削除 

論理ドライブを削除する手順を説明します。 


RAID ビュ-ァ 

[操们メニュ-の[論理ドライブの削除]を使用します。 


手順1 RAID ビユーアを起動します。 

手順2ツリ—ビュ—で削除する論理ドライブをクリックし、隅们にュ—で[論 巧 巧に）、ツ-ルの AJ レプ(出 


理ドライブの削除]をクリックします。 


0 

論巧ドライプの巧成(巨） 

プザー恃止広） 

卜 


堅合性チ I ッウに） 

巧期化の 

卜 

i 能里ドライプの肖 1 聯厄） 


raidcmd 


" delld " コマンドを使用します。 

手順1 lil 下のパラ;^-夕を指定して、" delld " コマン 
ドを実行します。 

-C : 肖り除する論理ドライブが存在する RAID コントローラの番 
-I :削除する論理ドライブの番号 

(例）論理ドライブ （RAID コント ローラ 番号 1, 論理ドライブ番号 2) を削除する。 
raidcmd delld -c=l -1=2 


> raidcmd delld -c=1 -I =2 参 ■■■■1 
Delete Logical Drive #2 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 
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1^10システ厶の；1ンテナンス 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのメンテナンスについて説明します。 

物理デパイスにパトロ-ルリ—ドを実巧する 


「パトロールリード」は、 RAID システムのすべての物理デバイスに対して、データの全面読み込みを行い、読み込みエラーが発生し 
なしかをバックグラウンドで定期的に確認する機能です。パトロールリードは、物理デバイスの;^ディアエラーなどの障害を早期に発見 
するために有効な機能です。パトロールリードをサポートする RAID 〕ントローラの場合、必ず実行するようにして〈ださい。 

Universal RAID Utility は、パ阳ールリードの実行有無、パトロールリードを実行する優先度を変更する機能を提供します。パ 
トロールリードの実行有無は、 RAID 〕ントローラごとに設定します。 


パトロールリード実行有無の設定 


パトロールリードの実行有無を設定する手順を説明します。 

I irO パ阳ールリード実行有無の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをア 
CO ドバンス トモ— ドに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


RAID 〕ン阳ーラのプロパティで設定を変更します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。ツリーむ一で RAID コントローラをクリックし、ロァイル]ニューで[プロパティ]をク 
リックします。 

手順2 [ RAID コントローラのプロパティ]で、[オプシ 
ョン]タブをクリックします。[パトロールリー鬥の値を 
[有测もし〈は、[無测に変更します。 [ OK ] もし 
〈は帷用]をクリックします。 

■: RAID 〕ントローラの種類によってはパトロールリード機肯巧サポートしていないことがあります。パ阳一 

I りりルリード機能をサポートしてし、ない場合、[オプション]タブの[パトロールリード]、[パトロールリード優 
先度]の項目を表示しません。 


raidcmd 


些 s' 性チIジり惕元ち で ZI 


パト□ールリード 

I ち如 zi 

パト □- ルリ - ド f 夏先度 


プザー記ち 

酷如 I 

地 ； T , 


" optctrl " コマンドを使用します。 


手順1レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、" optctrl " コマ 
ンドを実行します。 

-C :パトロールリードの実行有無を設定する RAID コントローラ 
の番号 

-pr :パトロールリードを有効にする場合は enable 、 無効にす 
る場合は disable を指定 

(仿リ） RAID コント ローラ （ RAID コント ローラ 番号 1) 
のパト ロー ルリードを有効にする。 

raidcmd optctrl - c=l - pr=enable 


> raidcmd optctrl -c=1 -pr=enable •■■"1 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 ♦■■■■2 

RAID Controller#! ^ 

ID : 0 

Vendor : LSI Corporation 

Model : MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 

Firmware Version : 1.12. 02-0342 

Cache Size : 128MB 

Battery Status : Normal 

Rebuild Priority : High 

OcHo^ stcnoy Check ■ 怕 y ■ Lov; ■ ■ ■ ■ • 

Patrol Read : Enable = 

Patrar Read 【？moiT ty ■ ■ ■ ■ '"hi ち H ■ ■ ■ 

Buzzer Setting : Enable 
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手順 2 "optctrl" 〕マンドを実行すると、 RAID 〕 ン阳ーラのプロパティが]下の値に変化します。 
[Patrol Read ] :実行有の場合 Enable 、 実行無の場合 Disable 
RAID 〕ントローラのプロパティを参照するには、 "property" コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C : プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(仿リ） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property - tg=rc - c=l 

パトロ—ルリ-ドの実行結まの確認 


パ阳ールリードの実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID □グで確認できます。 
パトロールリードで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


パトロ-ルリ—ド優先度の設定 


パトロールリードをその〕ンピユータ内で実行する優先度を設定することができます。パトロールリードの優先度を設定する 
手順を説明します。 

I wrO パトロールリード優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパ 
ンストモードに変更してから操作してください。 


RAID ビューア 


RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順 1 RAID ビュ ーアを起動します。ツリー ビューで RAID コントローラをクリックし、ロァイル]ニ ューで [プロパティ]をク 
リックします。 

手順 2 [ RAID コント ローラのプロパティ]で、[オ プシ 
ヨン]タブをクリックします。[パトロールリード優先度] 

の値を[高]もし〈は、[中]、[倒に変更します。 

[0 K ] もしくは帷用]をクリックします。 

raidcmd 


"optctrl" コマンドを使用します。 

手順 1 lil 下のパラ;夕を指定して、" optctrl" 〕7 
ンドを実行します。 

-C : パトロールリードの優先度を設定する RAID コントローラの 
番号 

-prp :パ阳ールリード優先度の変更後の値を指定 (high, 
middle, low から選択します） 

(仿リ） RAID コント ローラ （ RAID コント ローラ 番号 1) 
のパ阳ールリード優先度を High に設定する。 

raidcmd optctrl - c=l - prp=high 


手順 2 "optctrl" コマンドを実行すると、 RAID 〕ントローラのプロパティが1^1下の値に変化します。 
[Patrol Read Priority ] :変更後の優先度 

RAID 〕ントローラのプロパティを参照するには、 "property" コマンドを使用します。 


)raidcmd optctrl -c=1 -prp=high < 
> raidcmd property -tg=rc -c=1 • 
RAID Controller #1 
ID : 0 

Vendor : LSI C 

Model : MegaR 

ROMB 

Firmware Version : 1.12. 

Cache Size : 128MB 

Battery Status : Norma 

Rebuild Priority : High 

Consistency Check Priority : Low 

?ctrcl Read . Encb! 

Patrol Read Priority : High 

Suzzer Get l mi . り bl 


LSI Corporation 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

1.12. 02-0342 

128MB 

Normal 

High 

Low 

Encb!c mmm 
High ; 

Enable ■ ■ ^ 
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-tg : RAID〕 ン阳ーラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 


り列） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号1 ) のプロパテイを参照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 
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論理ドライブの整合性をチェックする 

「整合性チェック」は、論理ドライブのデータ領域のデータとパリティの整合性をチェックする機能です。 Universal RAID Utility は、 
整合性チェックの開始、停止、整合性チェックを実行する優先度を変更する機能を提供します。 

整合性チェックは、物理デバイスの;^ディアエラーなどの障害を早期に発見するためにパトロールリードに次いで有効な機能です。 
パトロールリードをサポートしない RAID コントローラの場合、定期的に整合性チェックを実行するようにして〈ださい。 Universal RAID 
Utility をインストールすると、パトロールリードをサポートしない RAID 〕ン阳ーラには、定期的に整合性チェックを実行するよう設定し 
ます。 

整合性チェックは、論理ドライブごとに実行します。 

wrO 整合性チェックの開始、停止は、スタンダー巧ード、アドバンストモードのどちらでも使用できます。 

整合性チェックを実行する優先度の変更は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モ 
-ドをアドバンストモードに変更してから操作してください。 


整合性チェックの手動実行 


整合性チェックを開始する手順を説明します。 


■L 整合性チェックは、ロテータス]/ [Status] が[オンライン]/ [Online] レ: I 外の論理ドライブへ実行できま 

I け I せん。 

整合性チェックは、 RAID レペルが RAID 0 の論理ドライブへ実行できません。 


RAID ビュ-ァ 

[操们ューの[整合性チェック]を使用します。 


手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリーむ一で論理ドライブをクリックし、隅 
作]ニュ-で禮合性チェック]をクリックします。 


m 

0 

1午に）、ツールの ■^ルプお） 

論巧ドライプの巧成た） ► 

プザー巧止に） 

堅合性チ I ッウに） 


^!71甘ロルけ、 


手順2整合性チェックを開始すると、[オペレーシヨン 
ビュ ー] に整合性チェックの実行状況を表示します。 
整合性チェックが完了すると、オペレーシヨンビューの 
狀態]が時了]となります。 


© f 亭ム脚 

X 肖1聯脚 


1すパレーシヨシ 

1巧象 

1が態 1 

1堅合性チ I ッゥ 


RAIDD^hE 

:]ーラ#1 LD #3 

実行中（日。/。） ! 


リピルド RAIDID 卜□ーラ#1 PD # 了 完了 

巧期化 RAIDID 卜□ーラ#1 LD #4 完了 


raidcmd 


" CC " コマンドを使用します。 


手)嗎 1 じ I 下のパラ;^-夕を指定して、" CC " コマンド 
を実行します。 


/> raidcmd cc -c=1 -I =2 -op=start 


-c :整合性チェックを開始する論理ドライブが存在する RAID 
コントローラの番号 （ all を指定すると、すべての RAID 〕 ントロ 
-ラのすべての論理ドライブが対象） 

-I :整合性チェックを開始する論理ドライブの番号 （ all を指 
定すると、 - C で指定した RAID コントローラのすべての論理ドライブが対象) 
-op :整合性チェックを開始する場合 Start を指定 


> raidcmd op list 参 ■■■■ 2 

RAID Controller #1 

LD #2 : Consistency Check (30%) 
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(例）論理ドライブ （ RAID コント ローラ 番号1,論理ドライブ番号 2) の 整合性チェックを開始する。 
raidcmd CC -c=l -1=2 -op=start 


手順2 整合性チェックを開始したら、 raidcmd は正常終了します。整合性チェックの実行状測よ、 " opiist " コマンドで 
確認します。 

(仿リ）オペレーシヨンの実行状況を確認する。 
raidcmd opiist 

スケジュール実行の手段 


raidcmd をスケジュール実行するには、 Windows のタスクや Linux、VMware ESX の cron などのジョブ管理アプリケーショ 
ンを使用します。 

Universal RAID Utility は、パトロールリードをサポートしない RAID 〕ン阳ーラでメディアエラーなどの障害を早期に発見 
できるように、整合性チェックをスケジュール実行するタスクを作成します。 

Universal RAID Utility の提供するタスク （ Windows) 


Universal RAID Utility をインストールすると、 Windows のタスクにじ I 下のようなタスクを登録します。 

実行スケジュールの変更や、タスクの肖り除は、 Windows のタスクで行います。タスクの使い方については、 Windows の 
ヘルプなどを参照して〈ださい。 


項目 

説明 

タスク名 

整合性チェック 

実行曜日 

水曜日 

開始時刻 

AM 0:00 

実行コマンド 

(Universal RAID Utility インストールフォルダ ) ¥di¥ 「 aidcmd.exe ccs 

実す j アカウント 

NT AUTHORITYVSYSTEM 


irO オペレーテイングシステムが Windows Server 2003 、 Windows XP が外の場合、このタスクの 

CtJ 設定を変更するときは、 Jil 下にを意して〈ださい。 

- schtasks 〕 マンドの/ Create オプションで上書きするときは、必ず 「/ VI オプション」を指定して 
〈ださい 

-タスクの[構成]を変更しないで〈ださし、 

「/ VI オプション」を指定しなかったり、タスクの[構成]を変更すると 、 Universal RAID Utility を 
アンインストールするとタスクを削除されずに残ります 。 Universal RAID Utility をアンインストール 
した繳ここのタスクが削除されずに残ってしぶときは、削除して〈ださい。 


Universal RAID Utility の提供するタスク （ Linux、VMware ESX) 


Universal RAID Utility をインストールすると、 cron にじ 1 下のようなタスクを登録します。 

実行スケジュールの変更や、タスクの削除は、 cron の機能で行います。 cron の使い方については、 man コマンドで 
cron (8)、 crontab ( l )、 crontab (5) を参照して〈ださし、。 

■ 項目 

説明 

実行曜日 

水曜日 

開始時刻 

AM 0:00 

実行コマンド 

/opt/nec/raidcmd/raidcmd ccs 

実す子アカウント 

root 
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パト □- ルリー = ドをサポー = 卜しない RAID] ント□-ラのすぺての論理朽イブへの整合性チェックの実行 

パ阳ールリードをサポートしない RAID 〕ントローラのすべての論理ドライブへ整合性チェックを実行するには 、 raidcmd 
の" CCS" コマンドを使用します。 


整合性チェックの停止 


実行中の整合性チェックのオペレーシヨンを途中で停止することができます。整合性チェックを停止する手順を説明します。 


RAID ピューア 


オペ レーシヨ ンビ ューの [停止]を使用します。 

手順 1 整合性チェックを実行中に[オペレーシヨンビュ 

手順 2 整合性チェックを停止したい禮合性チェッ 
ク] の オペ レーシヨ ンをクリックします。オペ レーシヨ ンビ 
ューの [停止]をクリックします。整合性チェックが停 
止すると、オペ レーシヨ ンビ ューの [状態]が[停止]と 
なります。 


] を参照します。 


©巧 止脚 jjl 

■ス■讯が® ■ 4 ■ 

■2 


1 すパレーシヨシ 

1巧象 

1が態 1 

1堅合性チ I ッゥ 


RAIDiDh □- 

う# 1 LD #3 

実行中（日。/。） 1 


リピルド RAIDID 卜□ーラ#1 PD # 了 完了 

巧期化 RAIDID 卜□ーラ#1 LD #4 完了 


raidcmd 


"CC" コマンドを使用します。 


手)嗎 1 じ I 下のパラ;^-夕を指定して、" CC" コマンド 
を実行します。 


)raidcmd cc -c=l 


-c :整合性チェックを停止する論理ドライブが存在する RAID 
コントローラの番号 ( all を指定すると、すべての RAID 〕 ントロ 
-ラのすべての論理ドライブが対象） 

-I :整合性チェックを停止する論理ドライブの番号 （ all を指 
定すると、 - C で指定した RAID コントローラのすべての論理ドライブが対象) 
-op :整合性チェックを停止する場合 Stop を指定 


> raidcmd opiist 
RAID Controller #1 

> 



(例）論理ドライブ （ RAID コント ローラ 番号 1, 論理ドライブ番号 2) に実行中の整合性チェックを停止する。 
raidcmd cc -c=l -1=2 -op=stop 

手順 2 整合性チェックを停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止した整合性チェックは、 "opiist" 〕マンドで表 
示する一覧から消えます。 

(仿リ）オペ レーシヨ ンの実行状況を確認する。 
raidcmd opiist 


整合性チェックの実行結まの確認 


整合性チ I ツクの実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID □ グで確認できます。 
整合性チェックで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


整合性チェック優先度の設定 


整合性チェックをその〕ンたータ内で実行する優先度を設定することができます。整合性チェックの優先度を設定する手 
順を説明します。 

I wO 整合性チェック優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパ 
CO ンストモードに変更してから操作してください。 
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RAID ビューア 


RAID 〕ントローラのプロパティで設定を変更します。 


手順 1 RAID ビュ ーアを起動します。ツリー ビューで RAID コントローラをクリックし、 ロアイ ル] ニューで [プロパティ]をク 
リックします。 


手順 2 [ RAID コント ローラのプロ パ テイ]で、 [オプシ 
ヨン]タブをクリックします。禮合性チェック優先度] 
の値を[高]もし〈は、[中]、[倒に変更します。 
[0 K ] もしくは[適用]をクリックします。 


リ U レ ri 民: re に 问 こ！ 


裝含性チ I ッウ慢先度 

1や d 

パト□ールリード 


パト□-ルリ-ド fi 先度 

1 


raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 

手順 1 レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、" optctrl " 〕 

7ンドを実行します。 

-C :整合性チェックの優先度を設定する RAID 〕 ントローラの 
番号 

-cep :整合性チェック優先度の変更後の値を指定 ( high , 
middle , low から選択します） 

(仿リ） RAID コント ローラ （ RAID コント ローラ 番号 1) 

の整合性チェック優先度を Middle に設定する。 

raidcmd optctrl -c=l -ccp=middle 

手順 2 " optctrl " コマンドを実行すると、 RAID コン 
トローラのプロパティがじ I 下の値に変化します。 

[Consistency Check Priority ] :変更後の優先度 

RAID 〕ントローラのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コン阳ーラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(仿リ） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) のプロパティを参照する。 

raidcmd property -tg=rc -c=l 


> raidcmd optctrl -c=1 -ccp=middIe 0 ■ ■ ■ ■1 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 *■■■■ v 

RAID Controller #1 


ID 

0 

Vendor 

LSI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 


Firmware Version 

1.12. 02-0342 

Cache Size 

128MB 

Battery Status 

Normal 

Rrh'jfcM P— in—k 十 V— ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 

H; か ]■ ■ • 

Consistency Check Priority 

Middle = 

1 uHi U P しら ■■■■■■■■■■■ 

■Li 化 t 1 6 ■ ■ ■" 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Setting 
> 

Enable 
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論理ドライブを初期化する 


「初期化」は、論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を消去します。論理ドライブの内容をすべて消去したいときに使用し 
ます。 

「初期化」には、じ I 下の2つのモードがあります。 


モード 説明 


完全 論理ドライブの全領域に0を書き込み、内容を完全に消去します。 

クイック 論理ドライブ中の管理情報が存在するブロックにのみ0を書き込みます。オペレーテイングシステムのインス 

卜ール情報やパーテイシヨン管理情報のみ消去します。管理情報に0を書き込むだけなので、完全モード 
よりも早〈終了します。ただし、0を書き込んでいない領域が存在するため、論理ドライブ内のデータの整 
合は整ってしなせん。 


wO 初期化に関する操作は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパンストモ 
CtJ -ドに変更してから操作して〈ださい。 


怠整合がとれていなし、ので.デ-夕 


ません)。 


初期化の実行 

初期化は、論理ドライブごとに実行します。初期化を開始する手順を説明します。 

RAID ビューア 


隅作]ニュ-の[初期化]を使用します。 


手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで論理 
ドライブをクリックし、[操作]メニューで[初期化]をポ 
イントし、[完全]、もし〈は、[クイック]をクリックします。 


巧巧に） 

つ-ル (I) ■^ルプ(出 

0 

i 能里ドライプの巧成(巨） ► 

プザー巧止区） 



堅合性チ I ッウに） 


巧期化(じ ► 

完全た） 


論巧ドライプの肖 1] 蹄也） 

ウイッウ脚 


手順2初期化を開始すると、[オペレーシヨンビユ ー] 
に初期化の実行状況を表示します。初期化が完了 
すると、オペレーシヨンビューの[状態]が[完了]とな 
ります。 


©f 亭ム脚 

X 肖 1 聯脚 1 

1 

1ォパ レー シ 心 

1 巧を 

1 が態 1 

1巧期化 


RAIDD^hE 

:]ーラ# 1 LD #3 

実行中の。/。） 国 

リピルド 


RAIDID 卜 □ーラ# 1 PD #7 

完了 

巧期化 


RAIDID 卜 □ーラ# 1 LD #4 

完了 


raidcmd 

" init " コマンドを使用します。 

■ 初期化は、 [ S ね tu がステータス)が [ Online ] (オンライン)]外の論理ドライブへ実行できません。 
I け I 


81 










































手順 1 じ I 下のパラ;^-夕を指定して、" init" コマンド 
を実行します。 

-C :初期化を開始する論理ドライブが存在する RAID コントロ 
ーラの番号 

-I: 初期化を開始する論理ドライブの番号 
-op :初期化を開始する場合 start を指定 


> raidcmd init -c=1 -I =2 -op=start 参 ■■■■1 

> raidcmd op list ♦■■■■2 
RAID Controller #1 

LD #2 : Initialize (50%) 

> 


(例）論理ドライブ （ RAID コント ローラ 番号 1, 論理ドライブ番号 2) の 初期化を開始する。 
raidcmd init -c=l -1=2 -op=start 

手順 2 初期化を開始したら、 raidcmd は正常終了します。初期化の実行状況は、 "opiist" コマンドで確認します。 
(仿リ）オペ レーシヨ ンの実行状況を確認する。 
raidcmd opiist 


初期化の停止 


実行中の初期化のオペレーシヨンを途中で停止することができます。初期化を停止する手順を説明します。 

RAID ビユ-ァ 

オペ レーシヨ ン む一の [停止]を使用します。 

手順 1 初期化を実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を参照します。 


手順2初期化を停止したい[初期化]のオペレー 
シヨンをクリックします。 オペレーシヨンビユーの[停止] 
をクリックします。初期化が停止すると、オペレーシヨ 
ンビューの[状態]が[停止]となります。 



哨滕) ■. 

■■2 

オパレーシヨ^ 

1巧象 

1が態 1 

1巧期化 

RAIDD^hE 

:]ーラ#1 LD #3 

実行中（日。/。） ! 


リピルド RAIDID 卜□ーラ#1 PD # 了 完了 

巧期化 RAIDID 卜□ーラ#1 LD #4 完了 


raidcmd 

"init" コマンドを使用します。 


手順 1 じ I 下のパラ;^-夕を指定して、" init" コマンド 
を実行します。 

- C ： 初期化を停止する論理ドライブが存在する RAID コン阳 
ーラの番号 

-I: 初期化を停止する論理ドライブの番号 
-op :初期化を停止する場合 stop を指定 



(例）論理ドライブ （ RAID コント ローラ 番号1,論理ドライブ番号 2) に実行中の初期化を停止する。 
raidcmd init -c=l -1=2 -op=stop 

手順 2 初期化を停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止した初期化は、 "opiist" コマンドで表示する一覧か 
ら消えます。 


(仿リ）オペレーシヨンの実行状況を確認する。 
raidcmd opiist 

初期化の実行結まの確認 

初期化の実行結果は 、 Universal RAID Utility の RAID □グで確認できます。 
初期化で何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


82 























初期化優先度の設定 


初期化をその〕ンたータ内で実行する優先度を設定することができます。初期化の優先度を設定する手順を説明しま 
す。 




初期化優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドパンストモ 
-ドに変更してから操作して〈ださい。 


初期化優先度の設定は 、 RAID ] ン阳ーラの種類によつでよ、サポートしていないことがあります。サ 
ポートしていない場合、 RAID ビューアや raidcmd に項目を表示しません。 raidcmd の "optctiT 〕 
マンドは失敗します。 


RAID ビュ-ァ 

RAID コントローラのプロパティで設定を変更します。 


手順1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで RAID コントローラをクリックし、ロアイル]ニューで[プロパティ]をク 
リックします。 


手順2 [ RAID コントローラのプロパテイ]で、[オプシ 
ヨン]タブをクリックします。[初期化優先度]の値を 
[高]もし〈は、[中]、[倒に変更します。 [0 K ] も 
しくは帷用]をクリックします。 


巧目 ■ 

I 値 

I 

pu 期化情先度 

I 高 

d 

リピルド情泡度 


- 1 

經合性チ I ッウ幅先度 

m 



け kn-il,il-K ； 化洲 


raidcmd 

" optctrl " コマンドを使用します。 

手順 1 な下のパラ;夕を指定して、" optctrl " 〕 

マンドを実行します。 

-C :初期化の優先度を設定する RAID コント ローラの 番号 
-ip :初期化優先度の変更後の値を指定 ( high , middle , 
low から選択します） 

(仿リ） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 
1 ) の初期化優先度を Middle に設定する。 

raidcmd optctrl -c=l -ip=middle 

手順 2 " optctrl " コマンドを実行すると、 RAID 〕 ン 
トローラのプロパティがじ I 下の値に変化します。 

[Initialization Priority ] :変更後の優先度 

RAID 〕ントローラのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コントローラのプロパティを参照するには、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(仿リ） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 


> raidcmd optctrl -c=1 -ip=middle ♦■■■■! 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 •■■■■ J 

n A I n n_j-^ i i ^ 山イ 


RAID Controller #1 
ID : 0 

Vendor : Vendor Name 

Model : Model Name 

Firmware Version : 1.00 

Cache Size : 128MB 

rStr^m ■■■■■■■■■ Norimh ■ ■ » 
Initialization Priority : Middle = 
ッし抗 ; IJ か 的 .. IV ： iL ： dle"J 

Consistency Check Priority : Low 
Patrol Read : Enable 

Patrol Read Priority : Low 

Buzzer Setting : Enable 
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論理ドライブのキャッシュモードを変更する 

論理ドライブのキャッシュモードは、コンピュータの環境に合わせて設定を変更することができます。 

1^0 論理ドライブのキャッシュモードの設定は、コンピュータの化理性能に影響を与えます。キャッシュモード 
じ〇 の変更は、よ〈検討した上で慎重に行って〈ださい。 

キャッシュモードの設定 

キャッシュモードを設定する手順を説明します。 

fl-O キャッシュモードの変更は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモ 
m -ドに変更してから操作して〈ださい。 


RAID ビューア 


論理ドライブのプロパティで設定を変更します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリーむ一で論理ドライブをクリックし、ロァイル]メニューで[プロパティ]をクリック 
します。 

手順2 [論理ドライブのプロパティ]で、[オプション] 

タブをクリックします。[キャッシュモード（設定値)]の 
値を[自動切換]もし〈は 、 [Write Back]、[Write 
Through ] に変更します。 [ OK ] もしくは帷用] 

をクリックします。 


巧目 

值 1 

单ザッシュモード閣走値） 

1 自旣切替 


自 t 

6 切替 1 

Write Back 

Write Through 



raidcmd 


" optid " コマンドを使用します。 


手順 1 レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、" optid " コマ 
ンドを実行します。 

-C :キャッシュモードを設定する論理ドライブが存在する RAID 
コントローラの番号 

-I: キャッシュモードを設定する論理ドライブの番号 

-cm :キャッシュモードの変更後の値を指定 ( auto , writeback , 

writethru から選択します） 

(例）論理ドライブ （RAID コント ローラ 番号 1, 論 
理ドライブ番号 1) のキャッシュモードを Write 
Through に設定する。 

raidcmd optid -c=l -1=1 -cm = writethru 


> raidcmd optid -c=1 -1=1 -cm=writethru # ■ ■ ■ 

> raidcmd property -tg= Id -c=1 -1=1 ♦■■■■2 

RAID Controller #1 Logical Drive #1 

ID : 0 

Physical Device Number : 1 ， 2 ， 3 

Disk Array Information : 1(order 1/1) 

RAID Level : RAID 5 

Capacity : 20GB 

Stripe . . *. % 

Cache Mode (Setting) : Writeh Through ； 

Obenb iVluoe (Ctir 化 n げ ■ ■ ■ ■ ， Write Ba6k ■■一 
Status : Online 


手順 2 " optid " 〕マンドを実行すると、論理ドライブのプロパティがレ: I 下の値に変化します。 


[Cache Mode ( Setting )] :変更後のキャッシュモード 

論理ドライブのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg :論理ドライブのプロパティを参照するには、 Id を指定 

-C :プロパティを参照する論理ドライブが存在する RAID コント ローラの 番号 

-I: プロパティを参照する論理ドライブの番号 


m 論理ドライブ （ RAID コント ローラ 番号1,論理ドライブ番号）のプロパテイを参照する。 


raidcmd property -ta=ld -c=l -l=i 
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手 

お 

手 

] 


手順 3 リビルドを開始すると、[オペ レーシヨ ンビユ ー] 
にリビルドの実行状況を表示します。 

リビルドが完了すると、オペレーシヨンビユーの[状態] 
が[完了]となります。 


堅合性チIッウ 
リピルド 

!!T1 甘 AV レ 


RAIDID 卜□ーラ# 1 LD #4 
RAIDID 卜□ーラ# 1 PD #7 


raidcmd 


[操们ニューの[リビル鬥を使用します。 


順 1 リビルドで使用する物理デバイスを RAID コントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続します。 
が里デバイスの接続が完了したら、 RAID ビューアを起動します。 


順2ツリ-ビュ-でリビルドに使用する物理デバイスをクリックし、隅们； C 二 
-で[リビルド]をクリックします。 


巧巧に) 

6 


、ツール( I ) ■^ルプ( H ) 


論埋ドライプの巧成(巨） 

プザー巧止広） 

> 

堅合性チ I ッウに） 


巧期化の 

► 

i 能里ドライプの肖 I 聯也） 



ド +〇| L つ 


© f 亭ム脚 

X 肖 ij 蹄に） 

I 

I すパレーシヨシ I 

I 巧象 

1が態 1 

圓リピルド 


RAID ： Dh [ 

:]ーラ#1 PD # 了 

実行中（日。/。） 1 


每リピルド化) 


"rebuild" 〕マンドを使用します。 


I け I 


リビルドは、物理デバイスの [ Status ] (ステータス)が [FailedJ (故障)、かつ、その物理デバイスを使用 
する論理ドライブの [ S ね tusl (ステータス)が [ Degraded ] (糸宿退)のときに実行できます。 


手順 1 リビルドで使用する物理デバイスを RAID 〕 ントローラに接続する必要があるときは、このタイミングで接続します。 


手順 2 レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、 "rebuild" 
コ7ンドを実行します。 

-C :リビルドを開始する物理デバイスが存在する RAID 〕 
ントローラの番号 

-P: リビルドを開始する物理デバイスの番号 
-op :リビルドを開始する場合 start を指定 


)raidcmd rebuild -c=1 -p=3 -op=start 

> raidcmd op list 参 ■■■■ 2 
RAID Controller #1 

PD #3 : Rebuild (70%) 

> 


物理デパイスをリビルドする 


「リビルド」は、故障などで物理デバイスを交換するとき、新しい物理デバイスを論理ドライブに組み込むことを指します。通常、リビ 
ルドは、スタンバイリビルドやホットスワップ J ビルドとし巧 RAID 〕ントローラの機能により、自動的にリビルドが動作します。そのため、手 
動でリビルドを行う機会は多〈ありませんが、手動でリビルドを行うときは 、 Universal RAID Utility を使用します。 

■ H 5 手動でのリビルドは、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモードに 
の 変更してから操作して〈ださい。 

リビルドの実行 

リビルドは、物理デバイスに実行します。リビルドを実行する手順を説明します。 

RAID ビユーア 


了 了 了 
完完ち 
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オペ レーシヨ ン む一の [停止]を使用します。 

手順 1 リビルドを実行中に[オペレーシヨンビュ ー] を参照します。 


手順 2 リビルドを停止したい[リビル鬥のオペ レー 
シ ヨンをクリックします。 オペ レーシヨ ン む一の [停止] 

をクリックします。リビルドが停止すると、オペレーシヨン 
む-の[状態]が[停止]となります。 


©巧 止脚 •■: X 料抛が 2 


オバレーシヨ'ン 


巧象 


堅合性チ:[ッウ RAID コ :/ 卜 □ ーラ #1 LD #4 

リピルド RAID コ :/ 卜 □ ーラ #1 PD #7 


raidcmd 



" rebuild " 〕マンドを使用します。 

手順1レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、" reb 山 Id " 〕 

マンドを実行します。 

- C ： リピルドを停止する物理デバイスが存在する RAID 〕ントロ 
ーラの番号 

-P: リビルドを停止する物理デバイスの番号 
-op :リピルドを停止する場合 stop を指定 

(例）物理デバイス （ RAID コント ローラ 番号1,物理デバイス番号 3) に実行中のリビルドを停止する。 
raidcmd init -c=l -p=3 -op=stop 

手順 2 リビルドを停止したら、 raidcmd は正常終了します。停止したリビルドは、 " opiist " コマンドで表示する一覧か 
ら消えます。 

(例）オペレーションの実行状況を確認する。 
raidcmd opiist 


リビルドの実行結まの確認 


リビルドの実行結果は、ツリービューとプロパティ、わよび 、 Universal RAID Utility の RAID ログで確認できます。 

リビルドが成功すると、リビルドに使用した物理デバイスのツリービューのアイコンが[オンライン]/ [ Online ] アイコンに変化しま 
す。また、物理デバイスのプロパティの[ステータス]/にね tus ] が[オンライン]/ [ Online ] になります。 


リビルドで何らかの問題を検出したときは 、 RAID ログにログを記録します。 


(例）物理デバイス （ RAID 〕 ントローラ番号1,物理デバイス番号 3) のリビルドを開始する。 
raidcmd rebuild -c=l -p=3 -op=start 

手順 3 リビルドを開始したら、 raidcmd は正常終了します。リビルドの実行状測よ、 " opiist " 〕マンドで確認します。 
m オペレーシヨンの実行状況を確認する。 
raidcmd opiist 

リビルドの停止 

実行中のリビルドのオペレーシヨンを途中で停止することができます。リビルドを停止する手順を説明します。 

I wrQ リピルドの停止は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモードに 
の変更してから操作して〈ださい。 

RAID ビユーア 


化ルド R AIDID 卜 □ ーラ #1 PD #7 実行中日％ 


了 了 了 
完完ち 
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リビルド優先度の設定 


リビルドをその〕ンたータ内で実行する優先度を設定することができます。リビルドの優先度を設定する手順を説明しま 
す。 

I wO リビルド優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードをアドバンストモ 
CO -ドに変更してから操作してください。 


RAID ビュ-ァ 

RAID 〕ントローラのプロパティで設定を変更します。 

手順1 RAID ビュ ーアを起動します。ツリー む一で RAID コン阳ーラをクリックし、ロ アイ ル] ニューで[プロパティ] をク 
リックします。 


手順2 [RAID コント ローラのプロパティ]で、 [オプシ 
ヨン]タブをクリックします。[リビルド優先度]の値を 
[高]もし〈は、[中]、[倒に変更します。 [0K] も 
しくは帷用]をクリックします。 


_ 

1値 

1 

II 肥レド惕先度 

1 中 

d 

II g 古性チ I 幼是先度 

1高 


国圓パト □- ルトド 

III け川 -11.11 - 柏牛を 

戶曰 

1也 

ち 

,1 


raidcmd 


" optctrl " コマンドを使用します。 

手順1レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、" optctrl " 〕 

7ンドを実行します。 

-C :リピルドの優先度を設定する RAID コント ローラの 番号 
-rp :リピルド優先度の変更後の値を指定 ( high , middle , 
low から選択します） 

(仿リ） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 
1) のリビルド優先度を Middle に設定する。 

raidcmd optctrl -c=l - 「 p=middle 

手順 2 " optctrl " 〕マンドを実行すると、 RAID 〕ン 
トローラのプロパティがじ I 下の値に変化します。 

[Rebuild Priority] :変更後の優先度 

RAID 〕ントローラのプロパティを参照するには、 " property " コマンドを使用します。 

-tg : RAID コン阳ーラのプロパティを参照する口よ、 rc を指定 
-C :プロパティを参照する RAID コントローラの番号 

(仿リ） RAID コントローラ （ RAID コントローラ番号 1 ) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -tg=rc -c=l 


> raidcmd optctrl -c=1 

-rp=middle >■■■■! 

> raidcmd property -tg=rc -c=1 •■■■■ 2 

RAID Controller #1 


ID 

: 0 

Vendor 

: LSI Corporation 

Model 

: MegaRAID SAS PCI Express(TM) 

ROMB 


Firmware Version 

: 1.12.02-0342 

Cache Size 

: 128MB 

3i.tl：iry ■■■■■■ 

■ ■ • Njt .Tijh ■ ■ » 

Rebuild Priority 

: Middle ; 

Cons fsTienoy 01 reck Pri 剛 

icy ■ Tow 

Patrol Read 

: Enable 

Patrol Read Priority 

: Low 

Buzzer Setting 
> 

: Enable 
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物理デバイスの実装位置を確認する_ 

「実装位置の確認」は、 RAID ビューアで表示する特定の物理デバイスが、本体装置やエンクロージャのどのスロットに実装してい 
るのか知りたいときに使用します。具体的には、「実装位置の確認」は、指定した物理デバイスを実装している本体装置やエンクロ 
-ジャの DISK ランプを点灯燥置の種類によっては点滅)します。 DISK ランプが点灯している物理デバイスを探せば、 RAID ビューア 
や raidcmd で「実装位置の確認」を実行した物理デバイスを特定できます。 

点灯した DISK ランプは、3分後に自動的に消灯します。なわ、 RAID 〕 ントローラの種類によっては、 DISK ランプを消灯する機能 
をサポートします。 


wO RAID ピユーアや raidcmd では、 DISK ランプの点灯/消灯を識別できません。そのため、複数の物 

CLJ 理デパイスで同時に DISK ランプを点灯すると、物理デパイスの実装位置を確認できな〈なる可能性 

があります。物理デパイスの DISK ランプは、 1 台ずつ点灯して実装位置を確認するようにして〈ださ 
し、。ランプを点灯した物理デパイスの番号を y モしてわくと、消なするときに便利です。 


実装位置の確認手順 


実装位置の確認は、物理デバイスに実巧します。実装位置の確認手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操们メニューの[実装位置表示(ランプ)]を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。 

ツトビューで実装位置の確認を行う物理デバイスをクリックし、隅作]にューで[実装位置表示(ランプ)]をポイント 
し、[オン]をクリックします。[オン]をクリックすると、物理デバイスの DISK ランプが点灯(装置の種類によっては点滅)し 
ます。点灯している DISK ランプは、3分後に自動的に消灯します。 


手順 2 DISK ランプを消なできる RAID 〕ントローラの場合、 
隅们 ニ ューの[実装位置表示 ( ランプ )] の[ォスが有 
効になります。 

DISK ランプを消灯するには、ツリービューで DISK ランプが 


la ^ rTll … リ .1 VLV 


実装 f 立虽表示行:/プ ) (U ► 


わ(叫 

わた） 



点灯している物理デバイスをクリックし、隅们；^ ニ ューで[実装位置表示(ランプ)]をポイントし、[オフ]をクリックしま 
す。 


raidcmd 


"slotlamp" コマンドを使用します。 


手順 1 実装位置を確認するために DISK ランプを点 
灯するには、じ I 下のパラメータを指定して、 
"slotlamp" コマンドを実行します。 

-C : DISK ランプを点灯する物理デパイスが存在する RAID 〕 
ントローラの番号 

-P : DISK ランプを点灯する物理デバイスの番号 
-SW : DISK ランプを点灯するには on を指定 



(例）物理デバイス （RAID コントローラ 番号1,物理デバイス番号 3) の DISK ランプを 点灯する。 
raidcmd slotlamp -c=l -p=3 -sw=on 

手順 2 点灯した DISK ランプを消灯するには、じ I 下のパラ;^-夕を指定して、 "slotlamp" 〕マンドを実行します。 

-C : DISK ランプを消灯する物理デパイスが存在する RAID コントローラの番号 
-P : DISK ランプを消灯する物理デバイスの番号 
-SW : DISK ランプを消灯するには off を指定 
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(仿 ij ) 物理デバイス （ RAID コントローラ番号1,物理デバイス番号 3) の DISK ランプを消灯する。 
raidcmd slotlamp -c=l -p=3 -sw=off 
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物理デパイスのステータスを強制的に変更する 


「物理デバイスのステータス強制変更」は、；^ンテナンス作業などで物理デバイスの[ステータス]を強制的に[オンライン]や[故障] 
に変更したいときに使用します。通常の運用にわいては使用しない機能です。 

I irO 物理デバイスのステータス強制変更は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。操作モードを 
CO アドバンストモードに変更してから操作して〈ださい。 


及 I 觸觀縱1こ織!氣帮溫骗ス鷄 態脚障の度合いが大きい ときな。 にわ 


[オンライン]/ [ Onlinel へのを更 


物理デバイスの[ステータス]/ [ Status ] を強制的に[オンライン]/ [ Online ] へ変更する手順を説明します。 

RAID ビューア 


[操作]メニューの[強制オンライン]を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリーむ一でロテータス]が[故障]の物理デバイスをクリックし、隅作]ニュー 
で[強制オンライン]をクリックします。 

手順2強制オンラインに成功すると、物理デバイスの[ステータス]が[オンライ 
ン]になります。 


raidcmd 


"stspd" コマンドを使用します。 

手順 1 lil 下のパラ;^-夕を指定して、" stspd" コマ 
ンドを実行します。 

-C : ステータスを 強制的に [ Online ] (オンライン)にする物理デ 
バイスが存在する RAID コントローラの番号 
-P : ステータスを 強制的に [ Online ] (オンライン)にする物理デ 
パイスの番号 

-St :ステータスを強制的に [ Online ] (オンライン)にするには、 
online を指定 

(例）物理デバイス ( RAID 〕 ン阳-ラ番号1,物 
理デバイス番号 3) のステータスを強制的に 
[ Online ] (オンライン)にする。 

raidcmd stspd -c=l -p=3 -st=online 

手順 2 "stspd" 〕マンドを実行すると、物理デバイスのプロパティがレ: I 下の値に変化します。 
[ Status ] : Online 


物理デバイスのプロパティを参照するには、 "property" コマンドを使用します。 

- tg : 物理デバイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID 〕 ントローラの番号 

-P :プロパティを参照する物理デバイスの番号 


> raidcmd stspd -c=1 -p=3 -st=onl me •■■■■ J 
〉 

> raidcmd property _tg=pd -c=1 -p=3 •■■■■ v 

RAID Controller #1 Physical 

Device #3 

ID 

2 

Enclosure 

1 

Slot 

3 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Mode I 

SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

^Qp'irc \ fv ■■■■■■■■■■■■I 

■ tl つ 巧 ■ m m m m 

Status 

■ 1 レ J ■ ■ ■■酵 

Online ； 

•C-M 又 … . 

> 

p Njr.n«h ■ ■ J 


^ ルツ rvvxj'uiu ► 

なお时 :V ライ :; (N) 

巧ホ iw-i; ■化、 
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(例）物理デバイス ( RAID 〕 ントローラ番号1,物理デバイス番号 3) のプロパティを参照する。 

raidcmd property -tg=pd -c=l -p=3 

[故障]/ [ Failed ] への変更 

物理デバイスの[ステータス]/ [ S ね tus ] を強制的に[故障]/ [ Failed ] へ変更する手順を説明します。 


RAID ビューア 


[操作]メニュ-の[強制オフライン]を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで[ステータス]が[オンライン]の物理デバイスをクリックし、隅们；^二 
ュ-で. [強制オフライン]をクリックします。 

手順2強制オフラインに成功すると、物理デバイスの[ステータス]が[故障]に 
なります。 

モロ化をち^に■'づ川、 


巧利すンつイ吐? 
強制才7ライ:/た） 


raidcmd 


"stspd" コ7ンドを使用します。 


手順 1 レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、" stspd" コマ 
ンドを実行します。 

-C :ステータスを強制的に [ Failed ] 膊障)にする物理デバイス 
が存在する RAID コントローラの番号 
-P :ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にする物理デバイス 
の番号 

-St :ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にするには、 
offline を指定 

(例）物理デバイス （ RAID コントローラ番号1,物 
理デバイス番号 3) のステータスを強制的に 
[ Failed ] (故障)にする。 


> raidcmd stspd -c=1 -p=3 -st=offI ine ♦■■■■! 

〉 

> raidcmd property _tg=pd -c=1 -p=3 •■■■■ ブ 

RAID Controller #1 Physical 

Device #3 — 

ID 

2 

Enclosure 

1 

Slot 

3 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

Vendor/Mode I 

SEAGATE ST 936751 SS 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

#®apc.ci ■■■■■■■■■■■■■ 

■ ぶの a ■ ■ ■ » 

Status 

Failed ； 

. . 

> 

， Nor.ridh ■ ■ 


raidcmd stspd -c=l -p=3 -st=offiine 


手順 2 "stspd" 〕マンドを実行すると、物理デバイスのプロパティがレ: I 下の値に変化します。 
[ Status ] : Failed 


物理デバイスのプロパティを参照するには、 "property" 〕マンドを使用します。 

-tg :物理デパイスのプロパティを参照するには、 pd を指定 

-C :プロパティを参照する物理デバイスが存在する RAID 〕 ン阳ーラの番号 

-P :プロパティを参照する物理デバイスの番号 

(例）物理デバイス (RAID コントローラ番号 1, 物理デバイス番号 3) のプロパティを参照する。 
raidcmd property -ta=pd -c=l -p=3 
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本章では、 Universal RAID Utility を使用した RAID システムの障害監視について説明します。 

Universal RAID Utility は、 RAID システムの障害を監視するために、さまざまな手段を提供してしけす。 Universal RAID Utility 
が提供する障害監視機能をイ ;^- ジ I こするか : I 下のようになります。 


ESMPRO/ServerManaaer 


RAID ピューア 


raidcmd 


障害検出手段 1 
RAID コント ローラが 
検出する RAID シス 
テ厶の障害は RAID 
ヒューアや raidcmd 、 
ESMPRO/ServerMa 
nager Ver5.2 降 
で参照できます。 




ゥぃ:》,| 




ロヴビューァ 


.。を 


障害検出 


RAID システム 


RAID □ヴ 

障害検出手段 2 ク 

RAID システムで発生した 
すべてのイベントを RAID 口 
ヴへ記録します。 

RAID ログの内執ま、 

Windows はロヴビユーア、 

Linux はテキストエディタな 
どで参照できます。 


障害検出手段 3 
RAID コントローラ 
にブザーを搭載し 
ている場合、障害 
の発生をブザーで 
知らせます。 



障害検出手段 5 
OS のログに記録したイペン 
卜は、 

ESMPRO/ServerManag 
er ヘアラートを送イ言しま 
す。また、 Express 通報サ 
- ビスこより、保守サービス 
会社にもアラートを送イ言し 
ます。 


障害検出手段 4 
RAID ログに記録 
するイベントのう 
ち、重要なものは 
OS の□ヴにも記録 
します。 




ブザー 


図 21 RAID システムの障害監視イタージ 


OS □グ 


Universal RAID Utility 


RAID システムの障害監視 
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障害検出の手段 


Universal RAID Utility は、「図21 RAID システムの障害監視イ; c - ジ」のように様々な障害検出手段を提供してしけす。レ: i 下、 
それぞれについて説明します。 


RAID ビューアによる状態表示 


RAID ビューアは、 RAID システムの状態をツリービューの各コンポーネントのアイコン、わよび、プロパティのロテータス]に表 
不しま9。 

ツリービュー上の各〕ンポーネントのアイ〕ンの詳細については、「ツリービュー」を参照して〈ださい。プロパティ中の[ステータ 
ス]の詳細については、 「 RAID システムの情報参照」を参照して〈ださい。 


raidcmd による状態表示 


"property" コマンドにより、 RAID システムの各コンポーネントの状態を参照できます。プロパティの表示内容については、 
「 RAID システムの情報参照」を参照して〈ださい。 


RAID ログへのイペントの記録 


Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生したイペントをすべて Universal RAID Utility の RAID ログに記録しま 
す。 


RAID ログの内容は、ログむーア(オペレーティングシステムが Windows の場合)やテキスにディタで参照できます。ログビユ 
-アの詳細については、「ログビユーアの機能」を参照して〈ださい。 

RAID ログを参照するときは言語、文字〕ードに注意して〈ださい。 


オペレーティングシステム 

パスとファイル名 

言語 

文字コード 

Windows 

( インスト - ルフオルダ )/ server/raid.log 

日本語 

UTF-8 

Linux 

/var/log/raidsrv/raid.log 

日本語 

0S の文字〕ードが EUC : EUC 

0S の文字 ]- ドが EUC 外： UTF-8 

VMware ESX 

/var/log/raidsrv/raid.log 

英語 

UTF-8 


irO RAID ログへのイペントの登録は、 raidsrv サービスを開始したときに開始し、 raidsrv サービスを停 
止したときに停止します。 raidsrv サービスが停止してしぶ間に発生したイペントは、 RAID □グに登 
録されないのでを意して〈ださい。 


RAID 〕 ントローラのブザー 

RAID コントローラにブザーを搭載している場合、発生した障害の種類によっては RAID 〕ントローラがブザーを鳴らします。 
RAID コントローラのブザーは、手動で停止しない限り鳴り続けます。ブザーを停止する手順を説明します。 

RAID ビュ-ァ 

[ Control ] ニューの[ブザー停止]を使用します。 

手順 1 RAID ビューアを起動します。ツリービューで障害が発生しているコンポーネントを確認します。 
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手順 2 障害が発生しているコンポーネントが存在する RAID コントローラをクリツ 
クし、[操作]にューで[ブザー停止]をクリックします。 


概 

己 

午に） 

つ-ル ( T ) ■^ルプ( H ) 

論埋ドライプの巧成(巨） ► 

プザ ー f 亭止区） 


中たム I 冲エ―、■卜广、 


を I 鳴つてし、な〈てもゥリックできます。ブザ-が鳴 


raidcmd 


" sbuzzer " コマンドを使用します。 

手順1レ: I 下のパラ;^-夕を指定して、" sbuzzer " 〕 

マンドを実行します。 

-C :ブザーを停止する RAID 〕ントローラの番号 

り 列） RAID コント ローラ （RAID コント ローラ 番号 1 ) のブザーを 停止す る。 
raidcmd sbuzzer -c=l 


OS ログへのイベントの記録 


Universal RAID Utility は、 RAID ログに記録した RAID システムのイベントのうち、重要なイベントは OS ログにも記録し 
ます。 OS ロヴとは、オペレーティングシステムが Windows の場合、イペントログ(システム)です。オペレーティングシステムが 
Linux の場合、 syslog です。 

OS ログに記録するイベントについては、「付録 C: ロヴ1/イベントー覧」を参照してください。 


ESMPRO / ServerManaqer へのアラート送信 


Universal RAID Utility は、 OS ログに記録した RAID システムのイベントのうち、コンピュータの運用管理に影響がある重 
要なイベントを ESMPRO/ServerManager ヘアラートとして送信します。アラートの送信には、 ESMPRO/ServerAgent のイ 
ベント監視機能を使用します。 Universal RAID Utility をインストールしている〕ンピュータに ESMPRO/ServerAgent をイン 
ストルし、かつ、アラートを送信する設定を行うと、 Universal RAID Utility が検出する RAID システムのイベントは、自動的 
に ESMPRO/ServerManager ヘアラート送信されるようになります。 

ESMPRO/ServerManager へ通報するアラートについては、「付録 C : ログ/イベントー覧」を参照して〈ださい。 

■; ESMPRO/ServerAgent のアラート送信については、 ESMPRO/ServerAgent のドキュ;^ントなどを参 

| t »| 照して〈ださい。 



ESMPRO/AlertManager の通報連携を使用するには 

ESMPRO/ServerManager へ送信したアラートを、マネージャ間通信機能で転送したり、 ESMPRO/AlertManager の 
通報連携で使用したりするときは、 ESMPRO/ServerManager をインストールしている〕ンピュータに]下のレジストリを追 
加します。 

レジストリキー 

X 86 の場合： HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥NEC¥NVBASE¥AlertViewer¥AlertType¥URAIDUTL 
x64 の場合： 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Wow6432Node¥NEC¥NVBASE¥AlertViewer¥AlertType¥URAIDUTL 
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值 


名前 

種類 


データ 

WavDefault 

REG_SZ 

Server.wav 


An i Default 

REG_SZ 

Default.bmp 


Image 

REG_SZ 

Default.bmp 


Smalllmage 

REG_SZ 

Default.bmp 




アクセス権 

オペレーテイングシステムが Windows XP(Home Edition は除く )、 Windows 2000 、 Windows Server 2003、 
Windows NT の場合は、前述のレジストリキーに下のアク t ス権を設定します。 


名前 


種類 

Administrators 

フル]ント ロール 


Everyone 

読み取り 


SYSTEM 

フル]ント ロール 


ESMPRO ユーザーグループ 

フル]ント ロール 




m ESMPRO ユーザーグループは、 ESMPRO / ServerManager のインストール時に指定した、 ESMPRO を 

I りり使用するユーザーを管理するグループの名称です。グループ名がわからない場合、な下のレジストリキ 
一を参照します。 

X 86 の場合: HKEY _ LOCA し MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ NEC¥NVBASE 

x 64 の場合: HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ Wow 6432 Node ¥ NEC¥NVBASE 

イ直 ： LocalGroup 


物理デパイスの故障を監視する 


RAID 〕ントローラが検出する物理デバイスの故簡ま 、 Universal RAID Utility では)下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 





RAID ログ 

ブザ - 

OS ログ 

アラ-卜 

ィ 

ィ 

RAID コント ローラの 機種 
に依存します 

ィ 

ィ 


論理ドライブで使用する物理デバイスが故障すると、物理デバイスの状態は[故障]/ [ Failed ] に変化します。また、その物理デ 
バイスを使用する論理ドライブの状態も、その冗長性の状測こより[縮退]/ [ Degraded ] 、もし〈は、[オフライン]/ [ Offline ] に変 
化します。物理デバイス、論理ドライブの状態は、その問題を解決するまでその状態を保持します。 

RAID ビューアは、物理デバイス、論理ドライブの状態を、ツリービューのアイ〕ン、わよび、プロパティに表示します。また、 RAID む 
-アは、 RAID システムの観点での状態や、コンピュータの観点での状態をツリービューに表示します。 
raidcmd は、物理デバイス、論理ドライブの状態を、プロパティに表示します。 

iJiT 、 物理デバイスの状態の変化による、 RAID ビューア、 raidcmd の表示について説明します。 

[図の説明] 
r ^論理ドライブ 
■ ~1物理デバイス 

I 物理デバイス (ホット スペア） 
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物理デパイスが故障していなし化き 


論理ドライブで使用しているすべての物理デバイスの状態が正常([ステータス]が[オンライン] ) のときは、論理ドライブの状態はオンライン([ステータス]が[オンライン] ) となります。 


RAID システムの構成と状態 


#1[オンライン] 
RAID レペル5 


RAID ビューアのプ□パテイ 


萬まドライブのブ□バティ 


[を肢 i | オプション I 


x ] 


Q Q Q B 

#1 #2 が #4 

[オンライン][オンライン][オンライン] [ホット スペア] 


RAID ビューアのツリービニ 


巧目 


I 化 


ま号 
ID 

物巧デイスを号 
ディスクアレイ'倍那 
RAID レペル 
容を 

ストライプサイズ 
キャッシュモード （5 ちな化） 
ステータス • 


1 
0 

1,2,3 


1 (*1 所が 

♦，がが 

♦ 3 據 
な KB 

々が rite Through 
オンライン 


論理 


[ オンライン (Online)] 


ごライプ 




x ] 


i を I き 


日 Computer 

白 .. 疆 RAID エ外 □- ラ #1(0) 

1… m バツ刊怔巧] 

自 .. 眉 ディスウアレイ #1(0) 

L D #1 祖 )[ を / ライシ ] R A I D 日 
IPD #1(0) 村 :/ ラむ ] SAS-HDD 
PD #2(1) [ 才 :V ライ :;] SAS-HDD 
PD #3(2) 於ラむ ] SAS-HDD 


<• 


…哲 

，..居 

..口の #4(3) 博巧ホットスパア ] SAS-HDD 


巧目 


h 直 


を号 

の : 

エンク□ージャ / 

ス□ット 

デバィスタ ィブ ♦ >， 

インタ ! 為 ♦♦♦ 

がを 元/お品を- 
ファームた 乃が ジョン 
シリアル をち^ 


ぶ] 


iJ 


物理デパイス 
[ オンライン (Online) 


ステータス 

S . M . A . R . T . 

ド-タス 
S . M . A . R . T . 
[ステータス 
S . M . A . R . T . 


• •1"リ 

H 0 O 

击 S 

HITACHI HUS 1 51473 VLS 300 
を 42 A 

SCWRWTPK 

i 7 GB 

オンライン 

JE を 

オンライン 

をを 

オンライン 

正が 




ぶ] 


raidcmd のプ□パテイ 


> raidcmd property -tg= 1 d -( 
RAID Controller #1 Logical [ 
ID 

Physical Device Number 

Disk Array Number 

RAID Level 
な r ■山 S .Size 

Capacity ■■•••••••• 

Cache Mode (Curre な >•, 

Cache Mode (.Sett i ng) V 

3=1 -1=1 
)rive #1 

0 

1 ， 2， 3 

1 

5 

64KB 

146GB 

Write Back 

Auto Switch 

Status 

Online 

> 


> raidcmd property -tg=pd -c 
RAID Controller #1 Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 

Interface 

i.Vep^ipr/Model 

F i rmi 如を • V が も 1 が 1, 

Serial Number 

Capacity 勺 

)=1-p=1 

Device #1 

0 

1 

1 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 

1111 

146GB 

Status 

Online 

S. M. A. R. T. : Norma f 

> 


Capacity.... 

Status 

S ： M ： AVR：T 


146 GB... 

Online 

Normal 


でる P ぶに 

Status 

S ： M ： AVR：T 


14 Mb .... 

On Iine 
Normal 


図 22 RAID ビューア / raidcmd の表示(物理デパイス正常） 
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物理デパイスが故障し、論理ドライブの冗長性が低下、もし〈は、冗長性を失ったとき 


論理ドライブで使用している物理デバイスが 1 台レ: I 上故障して(ロテータス]が[故障] ) 論理ドライブの冗長性が低下 (RAID レベル 6 の場合、 1 台故障)、もし〈は、冗長性を失った (RAID レべ 
ル 1 と RAID レベル 5 の場合は 1 台までの故障、 RAID レベル 6 の場合は 2 台までの故障）、論理ドライブの状態は縮退([ステータス]が[縮剧 ） となります。 


RAID システムの構成と状態 


RAID ピユーアのプロパティ 


口 


#1 [ 縮退 ] 
RAID レペル 5 


童まドライブのブ□けティ 


(全お i | ォブション I 


x ] 


巧 日 


#1 #2 #3 #4 

[ オンライン ][ オンライン ] [ 故障 ] [ ホットスペア ] 


RAID ビューアのツリーピュ - 


巧目 


I f 直 


ま号 
ID 

物巧デバイスま号 
ディスウアレイ惜報 
RAID レペル 
容を 

ストライブサイズ 
キサウシ；!モード（現を f 直） 
ステータス •• 


1 

0 

1,2,3 


1 が轉六 

3 お B 
か KB 

'•Write Through 
縮巧 


幹巧ドライブ 

[縮 退 ( Degraded )] 


[故障 ( Failed )] のノー 
ドの存祖こより [異常] 


物まデ"イスのブ日バティ 


'全肢 


xj 


曰 円！ Computer k 

も. 巧 雨日： D 卜 □- ラ去地） ィ •••••' 

i-i 

もち 

1 バッ刊 征巧] 

1 ディスウアレイ #1(0) 

"… 6 ild #1(0) mm raid 5 

■63 PD #1(0) 时:/ライ:/] SAS-HDD 
.巧 PD #2(1) が:/ライ:/] SAS-HDD 

な iPD #3(2) [故障] SAS-HDD 

...固 PD #4(3) 博田 ホットが:ア] SAS-HDD 


巧目 


せ号 I 
ID 

I ンク [ 
ス□ッ I 
デバイ 
インタ:， 


ファー i 
シリア J 
容畳 
ステ ー* 




みまデバイスのブ日バティ 


x] 


> お I 


ぶ 


巧目 y 


I f 直 


ェンク□ージャ 
ス□ット 1 

デバイスがず* •••• 
イシ タク ェース 
嫂磋 元/製品を 
ファームウェアバージヨン 
シリ乃健号 
容を 
ステータス 
S . M . A . R . T . 


■♦リ 


故障した物理デパイス 

[故障 ( Failed )] 


SAS 

MAXTOR ATLAS 10 K 5_73 SAS 
, BKOD 
J 2 Y 00 LSK 
が 7 GB 
が巧 
正が 


raidcmd のプロパティ 


> raidcmd property -tg=ld -( 
RAID Controller #1 Logical [ 
ID 

Physical Device Number 

Disk Array Number 

RAID Level 

Stripe Size 

Cache Mode (Cur •• な r ホ )*. 

Cache Mode (Setting) V 

3=1-1=1 
)rive #1 

0 

1 ， 2, 3 

1 

5 

64KB 

146GB 

Write Back 

Auto Switch 

Status 

Degraded 

> 


> raidcmd property 
RAID Controller #1 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 

Interface 

Vendor/Model 

p I fVpj^ynn 

Ser 
Cap; 

Sta 


-tg=pd -c=1 -p=1 
Physical Device #1 
0 
1 
1 

HDD 
SAS 

Seagate ST1 2345678 
RKOQ 


> raidcmd property -tg=pd -( 
RAID Controller #1 Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

iPevice Type 
怖が干 

Vendor /MocTer***^^ 

Firmware Version**%^ 

Serial Number >♦♦♦ 

Capacity V 

3=1 -p=3 

Device #3 

2 

1 

3 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 

1111 

146GB 

Status 

Failed 

■S ： M ： A ； R ： T ； . 

> 

Normal 


図 23 RAID ビュ-ア / raidcmd の表示(論理ドライブ冗長性喪失) 
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故障した物理デパイスを交換し、 RAID システムを復旧したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い続けると、物理デバイスがさらに故障したとき論理ドライブのデータを失う可能性があります。冗長性がお下した論理ドライブが存在すると 
きは、ホットスペアや、故障した物理デバイスの交換により論理ドライブを復旧します。ホットスペアや、故障した物理デバイスの交換でリビルドが動作すると、物理デバイスの状態はリピルド中([ステー 
タス]が[リビルド中] ) に変化します。リビルドにより論理ドライブが復旧すると、論理ドライブの状態はオンラインになります。 


RAID システムの構成と状態 


RAID ピユーアのプロパティ 


raidcmd のプロパティ 


#1 [縮剧 
RATD レ ペル 5 


黄まドライブのブ□"ティ 


[を胶||オプション I 


x] 


m ^ m B 

#1 #2 #3 #4 

[オンライン][オンライン] [レデイ][リ ピルド 中] 

(故障） 


RAID ビューアのツリービュ- 


巧目 

1他 

論理ドフイブ 


を号 

1 ••••♦パ 

J 一 

ID 

♦♦ づ • ♦♦♦ 

L 刑百; isiuegraaeajj 


物巧デ W イスま号 

♦♦♦♦ 1 み 

ディスゥァレイ倍報 ♦ 

♦♦ 1 た / 1 を目） 

RAID レペル ♦’ 

地 ID 5 

容を ♦♦♦ 

が GB 

ストライプサイズ : 

全 4KB 

キャッシュモード（現が直） 

ザ Vrite Through 

[ストお •• 

捕巧 


物理デ"イスのブロ"ティ 


x] 


'を,を I 


[縮 退 ( Degraded )] のノ 

ードの存在により [ 警告 ] 


日 01 Computer 中…"'" 

白..！ 

[E 

1 RAID ]：/ 卜□ーラ #1(0) イ •••••’ 

…圃 バツ刊怔巧 ] 


靡 1 ディスウアレイ # 1 ( 0 ) 

.固 晒ぉ师 棉骑 RAID 自 

…巧 PD #1(0) 村 :/ ライ :/] SAS-HDD 
…なの #2(1) [た V ライ :;] SAS-HDD 

…な iPD #4(3) [リピルド 中] SAS-HDD 

… .P 

|PD #3(2) [レディ] SAS-HDD 


漂瑪 

1 

k 

スロ 

テン 


巧目 


I 値 


を号 : 

ID • 

エンク■ジサ 

スロゾ 
デぶ f スタ か f 
タス ス 
> 製话ち/製品る 
ファ； ■ムウがバージョン 
シか ル#号 


専用ホットスペア 

[リ ビルド中 （ Reb 山 Idina )] 


を タス 
S.M.A.R.T. 


HDD 

SAS 

SEAGATE ST 373455 SS 
♦ 0004 

•• 3LQ0FP5V 
お 7GB 

'が’みド宁 

て巧 


製话元/製品る 


. m \^% 

BKit) 


い 


raidcmd property -t 呂 =ld -c=l -1=1 
RAID Controller #1 Logical Drive #1 


ID 

0 

Physical Device Number 

1 ， 2，3 

化か Array Number 

RA が !_ なかし •• 

1 

5 

Stripe Size 

64KB 

Capacity ♦♦♦♦ 

146GB 

Cache Mode (Current) \ 

Write Back 

_ G る G h を _ -Mo-de … ぶ e t よ_し口公 、- . 

… A_ut 岛 —Switch . 

Status 

Degraded 


故障した物理デパイス 

[レ デイ （ Ready )] 


をを 、 

戶 7GB 

ストタス 

レディ ； 

S.M.A.R.T. 

击禹 1 




> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=4 

RAID Controller #1 Physical 

Device #4 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

4 

Device Type 

HDD 

Interface 

SAS 

■\A»r«iar,/^ode I 

Seagate ST1 2345678 

Firmware •クさが 卜 

BK09 

Serial Number '•••> 

1111 

Capacity ^ 

146GB 

Status 

Rebuilding 

ぶ ;- M;— ん —ITT; . 

> 

Nbrniaf 


'>■18 
RAI 
ID 
Enc 
Sic 
De\ 

In1 
VeH 

Firmware Version 
Serial Number 

なぶが —it 义 . 

Status 

■$ ； 1 ； A ： RVT ： . 


BK09 

1111 

.1 が郎 … _ 
Ready 
Normar 


リビルド開始後、故障した物理デパイスは、 RAID コン阳ーラの種類や発生した障害の 
種類により、[ステータス]が[レディ]になったり、物理デバイスの存在を認識できな〈なっ 
たり、[ステータス]が[故障]のままになつたり、いろいろな結まが考えられます。 


図24 RAID ピューア / raidcmd の表示(物理デバイスのリビルド） 
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物理デパイスが故障し、論理ドライブが停止したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い続け、物理デバイスがさらに故障すると論理ドライブは停止します (RAID レペル 1 と RAID レペル 5 の場合は 2 台レ: I 上の故障、 RAID レ 
ベル 6 の場合は 3 台レ: I 上の故障）。論理ドライブが停止すると、論理ドライブの状態はオフライン([ステータス]が[オフライン] ) となります。オフラインとなった論理ドライブのデータは失われてしまいま 
す。故障した物理デバイスをすべて交換し、 RAID システムを構築しなわします。 


RAID システムの構成と状態 


ご 


#1 [オフライン] 
RAID レペル5 


口-口 日 

#1 #2 #3 

[オンライン] [故障] [故障] 


RAID ビューアのプロパティ 


la まドライブのブ□バティ 


全肢 I オプション I 


巧目 


斗 


I 化 


番号 

ID 

巧)巧デバイスま号 
ディスウアレイ情沛 
RAID レペル 

容を * 

ストライプサイズ •• 

キサッシュモード （現が 直） 
坏テータス 


♦か/ 

んか 
1 み 1を目 } 

R ^ ID 5 
が GB 
fc4KB 

み / rite Back 

才乃イン 


論理ドライブ 
[オフライン ( Offline )] 


raidcmd のプロパティ 


> raidcmd property -tg=Id -c=l -1=1 
RAID Controller か Logical Drive #1 


ID 

Physical Device Number 

0 

1 ， 2, 3 

■Ui 如 Array Number 

RAlCfV 細し •• 

Stripe Size ***••• 

1 

5 

64KB 

Capacity •♦♦♦♦ 

Cache Mode (Current) \ 

146GB 

Write Back 

_ C る G h ち — .Mod.©... な G t よ 」 _ D 公 义 . 

. Auto. ..Sw.i tch. . 

Status 

Offline 


RAID ビューアのツリービュー 


[オフライン ( Offline )] のノ 
ードの存在により [異常] 


物理デ"イス〇ブ□"ティ 


x ] 


日 01 Computer ;<"••••••• 

自 ..色 1 RAI お八 □ ^ ラ:# 1 肺 ----. 

hlS 

a-E 

i バッ刊证巧] 

1 封 z 与玄レイ—ぉ祖) . K *" 


■til LD #1(0) 时7ライ:/] RAID 己 

…诏 PD #1(0) 巧;>ライ：/] SAS-HDD 

..な IPD #2(1) 做障] SAS-HDD 

■tgl PD #3(2) [故障] SAS-HDD 
…回の #4(3) 博巧ホットスパア] SAS-HDD 


澤膜 


I ： 


巧目 


I f 直 


を号， 

ID 

がろ □ 

《ロット 


ージヤ 


里 ♦‘ 夕しソ I 心% V 

デバイス がみ 

ィ •が- ス 

が适 元/製品る 
を -ムウェァバ- 


Id 

1ン 

ス □ . 

ザが ソリアルを号 
1 容を 
ステータス 
S . M . A . R . T . 


故障した物理デバイス 
2台とも 

[故障 ( Failed )] 


‘か* 

ファ、 

シリアル番号 
容畳 
ステータス 
S . M . A . R . T . 


SAS 

SEAGATE ST 373455 SS 
0004 

3 LQ 0 FP 5 V 
が 7 GB 
おお 
' 正が 


-3 LQ 0 FP 5 V 
i7GB 
' が巧 
正巧 


> raidcmd property 
RAID Controller #1 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device Type 
Interface 

[>J I 

nc| Fi 「 mware'V がか kiri, 

Iq Serial Number *•* 

Capacity _ 

Status _ 

.M. A. R. T. 


-tg=pd -c=1 -p=3 
Physical Device #3 


'♦夕 


1 

3 

HDD 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 

146 GB. _ 

Failed _ I 

Normal 


♦> 


Status 

: Failed 1 

S.M.A. R.T. 

> 

: Normal 


図 25 RAID ビューア / raidcmd の表示（論理ドライブの停止） 
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バッテリのが態を監視する 


RAID コントローラが検出するバッテリの状態は 、 Universal RAID Utility ではレ: I 下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザ - 

OS ログ 

アラ-卜 

ィ 

ィ 

RAID コント ローラの機 
種に依存します 


ィ 


Universal RAID Utility は、 RAID 〕ントローラに搭載しているバッテリのイベントを監視します。検出したバッテリのイベントは、 
RAID ログに記録します。また、バッデ J の問題を検出した場合、バッデ J の状態を RAID ビユーアではバッデ J の[ステータス]へ、 
「 aidcmd では RAID コントローラの [Battery Status ] へ反映します([警告]/ [ Warning ] に変化)。バッテリの状態は、その問題を解 
決するまで保持します。 


RAID ビユーアのツリービユー 


バッテリに問題があるとき、パッテリのノ-ドの状態は[警告]となります。 


[警告] のノー ドの 
存在により [警告] 


日 1^ Computer 

白… 四 RAID 工/卜□ーラ #1(0) 

甘枯子リ[置吊]—— • 

白.. 副 ディスウアレイ . . 

h 回 LD #1(の时 >ラわ] RAIDS 

on iMfn 、 r 斗 '■ ，二 u、，1 CAC-Uinn 


日 励! Computer 

自 ..置 お AID 工/卜□ーラ #1(0) 

1 ..... 陌パツ テリ[普告] 

白..档 I ディスウアレ ゴ •ぶ 1<巧 
. i ■"削 'ぶ #1(0) か 


L.. 巧 on iM の、 r っ 


故障したバッテリ 
膚告] 



raidcmd のプ□パテイ 


バツテリに問題があるとき、 RAID コントローラのプロパティの [Battery Status] が [Warning] となります。 


> raidcmd property -tg=rc -( 
RAID Controller #1 

ID 

Interface 

Vendor 

Model 

Express(TM) ROMB 

Firmware Version 

Cache Size 

3=1 

0 

SAS 

LSI Logic 

MegaRAID SAS PCI 

1.14-02-0342 

128MB 

Battery Status • 

Normal 

Initialize Priority ス••： Middle 

Dokii:M Dir:o ド：+、， ***Wi み . 


> raidcmd property -tg=rc -c=1 


RAID Controller #1 
ID 

Interface 

Vendor 

Model 

Express (TM) ROMB 
Firmware Version 

Cache, S i ze_ 

Battery Status 
TnitiaVT^ Priority ^ 

Dokii : \A Dir\ がけ 一** 


: 0 
: SAS 

故障したバッテリ 

[ Warning ] 

._ ： ____[7W _ 

: Warn in 呂 
■Middle 

- U ； rf]n 


図 26 RAID ビューア /raidcmd の表示 ( バツテリの問題 ) 
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エンクロージャの状態を監視する 


RAID コントローラが検出するエンクロージヤの状態は、 Universal RAID Utility ではレ: I 下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

ブザ- 

OS ログ 

アラ-卜 


ィ 

RAID コント ローラの機 
種に依存します 

ィ 

ィ 


Universal RAID Utility は、 RAID 〕ントローラが検出したエンクロージャのイベントを監視します。検出したエンクロージャのイベント 
は、 RAID ログに記録します。また、重要なイベントは、 0S ログへ記録したり、 ESMPRO/ServerManager ヘアラート送信をしたりしま 
す。 

なわ、このカテコIリで監視するイベントは、 RAID むーアのツ J- ビューや、プロパティのロテータス]/ [Status] には状態を反映しま 
せん。 

エンクロージャに関するログについては、「付録 C : ロヴ y イベントー覧」を参照してください。 


RAID システムのさまざまなイペントを監視する 


RAID 〕ントローラが検出するその他のイベントは、 Universal RAID Utility ではに I 下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

巧- 

OS ログ 

アラ- 卜 



RAID コント ローラの機 
種に依存します 

ィ 

ィ 


Universal RAID Utility は、これまでに説明した物理デバイスの故障、バッテリのイベント、エンクロージャのイベントに1外にも、 
RAID システムの様々なイペントを監視します。検出した RAID システムのイペントは、 RAID ログに記録します。また、重要なイベント 
は、 0S ログへ記録したり、 ESMPRO/ServerManager ヘアラート送信をしたりします。 

なわ、このカテコIリで監視するイベントは、 RAID ビューアのツリーむ一や、プロパティのロテータス]/ [Status] には状態を反映しま 
せん。 

RAID システムのさまざまなイベントに関するログについては、「付録 C : ログ/イベントー覧」を参照して〈ださい。 


物理デバイスを予防交換する 

物理デバイスが S.M.A.R.T.(Self-Monitoring, Analysis and Reporting Technology) をサポートし、かつ、 RAID コント□-ラが 
その S.M.A.R.T. エラーを検出できる場合、 Universal RAID Utility は、その S.M.A.R.T. エラーを下の手段で監視できます。 


RAID ビュ-ァ 
raidcmd 

RAID ログ 

巧- 

OS ログ 

アラ-卜 


ィ 

RAID コント ローラの機 
種に依存します 

ィ 

ィ 


Universal RAID Utility は、物理デバイスの S.M.A.R.T. エラーを 監視します。 S.M.A.R.T. エラーを 検出したときは、そのイベントを 
RAID ログに記録します。また、物理デバイスの S.M.A.R.T. の状態を物理デバイスの状態として反映します(物理デバイスのが態を 
[警告]/ [Warning] に変化)。物理デバイスの状態は、 S.M.A.R.T. エラーを 解決するまで物理デバイスの状態として保持します。 
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RAID ビユーアのツ ij — ビユー 


S.M.A.R.T. エラーを検出したとき、物理デバイスのノードの状態は[警告]となります。 


[警告] のノー ドの 
存在により [警告] 




日 国! Computer 

白.. 画 RAID 工外□ーラ #1(0) 
h 画 バツ刊怔巧] 

自 ..有 ディスウアレイ #1(0) 

…圓 LD #1(.日) [わ■ラむ] RAID 己 
…垣 PD #1(0) 村:/ライ:/] SAS-HDD 
…因の #2(1) [たVライ:;] SAS-HDD 
■■0 PD #3(2) ^^^ 

…回の #4(3) [専巧ホッ ♦ドみの;] SAS-HDD 


B [Bll Computer . . •••パ： 

回呵 F 

卜□一つ# 1( 日） .. : 

i-Hfl 
も. .j 

玄パツ テリ旺巧] .♦♦♦> 

冒! ディ舟アレ半#1柄 •パ 

1-0 LD #1(0) 时:/ラむ] RAIDS 
i ... .因 PD #1(0) [たみ 0 ] SAS-HDD 
因 PD #2(1) 时： V ラむ] SAS-HDD 

1 ..... 每 i PD #3に）时:/ラむ S.M.A.R.T.] SAS-HDD | 

ミ... .回 PD #4(3) [奇迅 ホ か 巧パア 1 SAS-HDD 


物理デパイス 

W 告 ] 


RAID ピューアのプ□パテイ 


S.M.A.R.T. エラーを検出したとき、物理デバイスのプロパティのに. M.A.R. 口が[検出]となります。 


みまデバイスのブ□バティ 


x] 


r を膜….|| 

項目 

1 fi 1 

ま号 

3 

ID 

2 

エンク□ージャ 

1 

ス □ツト 

3 

デバイスタイプ 

HDD 

インタフ I ース 

SAS 

製话元/製品を 

MAXTOR ATLAS 10K5_73SAS 

ファームり I アバージヨン 

BKQD 

シリアルを号 

J2Y00LSK 

容を 

67GB 

ステータス 

オンライン 

S.M.A.R.T. . 




物まデ / S イスのブ□バティ 


x ] 


巧目 1 

fi 1 

番号 

3 

ID 

2 

エンク□ージャ 

1 

ス □ット 

3 

デバイスタイプ 

HDD 

インタフェース 

SAS 

製话 7E/ 製品を 

S . M . A . R.T •エラー 

が発生した物理デバイス 
[検出] 

ファ-ムウ王アバ-ジョン 

シリアルま号 

容を 

ス了ータス 


すンフイン 1 

S.M.A.R.T. 

接占 i| 


raidcmd のプロパティ 


S.M.A.R.T. エラーを検出したとき、物理デバイスのプロパティの |；S.M.A.R.T .] が [ Detectedl となります。 


> raidcmd property 

-tg=pd -c=1 -p=1 

RAID Controller #1 

Physical Device #1 

ID 

: 0 

Enclosure 

: 1 

Slot 

: 1 

Device Type 

: HDD 

Interface 

: SAS 

Vendor/Mode I 

: Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

: BK09 

Serial Number 

:1111 

Capacity 

: 146GB 

..Status. . 

. ;___0nJ__L 打 e . 

S.M.A.R.T. 

A : Normal 

> 、• . 


> raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=1 


RAID Controller が Physical Device #1 


ID 

: 0 


Enclosure 

: 1 


Slot 

: 1 


Device Type 

Interface 

S . M . A . R.T •エラーが発生した 

Vendor/Mode I 

物理デバイス 

Firmware Version 

[ Detected ] 

Serial Number 


Capacity 

: 146GB 


Status 

. _ _0nJ__L 打 e . 


S.M.A. R. T. 

: Detected 





図27 RAID ビューア / raidcmd の表示 fSiMiAiR / T エラー検出） 
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ESMPRO/ServerManager による管理 


ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 lil 降を使用すると、 ESMPRO/ServerManager で Universal RAID Utility が管理する RAID 
システムの参照や監視、オペレーシヨン実行などを行えます。本章では、 ESMPRO / ServerManager を使用して RAID システムを管 
理するにあたり留意すべき点について記述します。 

なわ、 ESMPRO / ServerManager の動作環境や操作方法などについ " C は、 ESMPRO / ServerManager の操作説明を参照してく 
ださい。 

動作環境とインストール _ 


ESMPRO/ServerManager のパージョン 


Universal RAID Utility Ver 2.1 をインストールしたシステムを管理できる ESMPRO / ServerManager は、 
『 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 じ I 降』です。 RAID システムを実装する〕ンピユータを管理するためのシステムには、 
『 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 lil 降』をインストールして〈ださし、。 

管理される〕ンピュータのオペレーテイングシステム 


『 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 じ I 降』から RAID システムを管理される〕ンピュータのオペレーテイングシステムは、 
Windows のみサポートします。 Linux や VMware ESX のシステムはサポートしていません。このようなシステムは、 RAID ビュ 
-アや raidcmd で管理して〈ださい。 

使巧する ESMPRO / ServerManaqer の選択 


『 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 じ I 降』から RAID システムを管理される〕ンピユータに Universal RAID Utility をイ 
ンストールするとき、 「 ESMPRO / ServerManager の選択」のフエーズで、 [ ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 lil 降]を選択 
します。 [ ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 降]を選択すると、 ESMPRO / ServerManager との通信に必要なモジユー 
ルがインストールされます。 


動作モードを活用する 


rESMPRO/ServerManager Universal RAID Utility 管理機能」では、 ESMPRO / ServerManager のューザーアカウントごとに、 
Universal RAID Utility の使用できる動作ードを設定します。 RAID ビューアや raidcmd のように、動作モードを自由に切り替えるこ 
とはできません。 


スタンダードモードを使用する 


ESMPRO / ServerManager の Administrator 外のユーザーアカウントは、既定値ではスタンダー巧ードの使用権限が 
あります。 

アドバンストモードを使用可能なユーザーアカウントを、スタンダードモードのみ使用できるように設定するには、設定を変更 
するユーザーアカウントの[ユーザ情報]を変更します。[ユーザ情報]の [Universal RAID Utility 動作モード]で[スタ 
ンダードモー鬥を選択して〈ださい。 

[ユーザ情報]を変更する方法については、 ESMPRO/ServerManager Ve 「5.2 の操作説明を参照して〈ださい。 
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アドパンストモ-ドを使用する 


ESMPRO / ServerManager の Administrator のユーザーアカウントは、既定値ではアドバンストモードの使用権限がありま 
す。 

スタンダードモードしか使用できないユーザーアカウントを、アドバンストモードも使用できるように設定するには、設定を変 
更するユーザーアカウントの[ユーザ情報]を変更します。[ユーザ情報]の [Universal RAID Utility 動作モー鬥で[ア 
ドバンストモード]を選択して〈ださい。 

[ユーザ情報]を変更する方法については、 ESMPRO/ServerManager Ver 5.2 の操作説明を参照して〈ださい。 


ESMPRO / ServerManager で使用できる機能 


「 ESMPRO/ServerManaaer Universal RAID Utility 管理機能」で使用できる機能は、 lil 下のとわりです。 


カテゴリ 

機能項目 

使用可否 

備考 

構成/状態/ログ情報参照 

ツリービュー表示 

0 



プロパティ表示 

0 



表示情報更新 

0 

[サーバ状態/構成情報]で [RAID システ 
厶]の [RAID システム情報]を表示し、 
[再スキ^ン]を実行 


RAID ログ参照 

0 

[サーバ状態/構成情報]で [RAID システ 
ム]の [RAID ログ]を表示 

コンフィグレーション 

論理ドライブ作成(シンプル） 

X 



論理ドライブ作成(カスタム） 

X 



ホッにペア(作成/解除） 

X 



論理ドライブ削除 

X 



イージーコンフィグレーション 

X 


オペレーション 

動作状況表示（実行中オペレーションの 
停止） 

0 

[RAID システム t 青幸良]画面[オペレーシヨ 
ンー覧] 


整合性チェック 

0 



整合性チェック(スケジュール実行） 

0 

リモート制御機能の[リモートバッチ]で実 
行 


初期化 

0 



リビルド 

0 


メンテナンス 

ESMPRO/ServerManager へのアラート通 
報機能 

0 



ブザー停止 

0 



物理デバイスの実装位置表示 

0 



物理デバイスのステータス変更(オンライン、 
故障） 

0 


設定変更 

RAID コントローラのオプションパラメータ設 
定 

0 



論理ドライブのオプションパラメータ設定 

0 


その他の機能 

動作モード変更 

0 

ユーザーアカウントごとに動作モードを設定 


CLI (コマンドラインインタフエース） 

X 
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Universal RAID U 村 ity の設定変更 


Universal RAID Utility の設定変更について説明します。 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更する 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートが他アプリケーションなどで使用する TCP ポートと競合する場合、 Universal 
RAID Utility の使用する TCP ポートを変更できます。 

1 —0 TCP ポートの変更は管理者権限を持つ ユー ザーで行います。管理者権限を持つ ユー ザーでなけれ 

IZO ば、 TCP ポートは変更できません。 


オペレーテイングシステムが Windows の場合 


手順1 管理者権限を持つユーザーでログオンします。 

手順2 RAID ビューア、ログむーアを開いているときは終了します。 raidcmd を実行しているときは停止します。 

手順3 raidsrv サービスを停止します。 ESMPRO/ServerManager Ver5.2 が降で RAID システムを管理している場合、 raidsrv 

Agent サービス、 edService サービスも停止します。ロタート]ボタン、[コントロールパネル ] の順にクリックし、憎理ツール]、[サービス] 
の順にダブルクリックします。 [Universal RAID Utility] サービスをクリックし、[操作]メニューで[停止]をクリックします。同滿こ、 
[Universal RAID Utility raidsrv Agent:] サービス、 [eciService] サービスも停止します。 


手順4 データポート、イペントポート、 ESMPRO/ServerManager Ver5.2 用通信ポートの 3 つの TCP ポートごとに、それぞれ変更 
する箇所が複数あります。各設定ファイルの該当する箇所の TCP ポート番号を修正します。 


設定ファイル 

パスとファイル名 

1 ■ータんート 

イベントポート 

ESMPRO/ServerManager 
通信ポート 

raidsrv サーヒ乂 

(インスト-ルフオルダ） 
¥server¥raidsrv.conf 

[socket] セクション 
data port 

[socket] セクション 
event port 

なし 

RAID ビユ-ア 

(インストールフオルダ） 
¥gui¥raidview.conf 

[network] 

port 

セクション 

[network] セクション 
port-listen 

なし 

raidcmd 

(インストールフオルダ） 
¥cli¥raidcmd.conf 

[network] 

port 

セクション 

なし 

なし 

raidsrv Agent サービス 

(インストールフオルダ） 
Vserver 

¥raidsrv_agent.conf 

[network] 

data—port 

セクション 

[network] セクション 
己 ven し port 

[network] セクション 
agen し port 


■; インストールフォルダの既定値は、 CPU アーキテクチヤが x 86 の場合は、 % SystemDrive%¥Program 

I け I FilesVUniversal RAID Utility 、 x 64 の場合は、〇/〇 SystemDrive%¥Program Files 
( x 86 )¥Universal RAID Utility です。 


手順 5 3 つ、あるいは、 4 つの設定ファイルを修正後 、 raidsrv サービス、わよび raidsrv Agent サービス、 eciService を開始します。 

[スタート]ボタン、[コントロールパネル]の順にクリックし、[管理ツール]、[サービス]の順にダブルクリックします。 [Universal RAID 
Utility] サービスをクリックし、[操作]メニューで[開始]をクリックします。同様に、 [Universal RAID Utility raidsrv Agent:] サービス、 
[eciService] サービスも開始します。 
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オペレーテイングシステムが Linux 、 または 、 VMware ESX の場合 


手)嗎1 管理者権限を持つユーザーでログインします。 

手順 2 raidcmd を実行しているときは停止します。 

手順 3 raidsrv サービスを停止します。 


> /etc/init. d/raidsrv stop 参 ■■■■ 3 
Stopping raidsrv services ： 


手順 4 データポート、イペントポートの2つの TCP ポーにとに、それぞれ変更する箇所があります。各設定ファイルの該当する箇所 

の TCP ポート番号を修正します。 


設定ファイル パスとファイル名 データポート イベントポート 備考 


raidsrv サーヒス / etc / opt / nec / raidsrv / raiasrv.conf [ socket ] セクション [ socket ] セクション 

data port event port 

raidcmd / etc / opt / nec / raidcmd / raidcmd.conf [ network ] セクションなし 

port 


手順 5 2 つの設定フアイルを修正後、 raidsrv サービスを 

開始します。 


> /etc/init. d/raidsrv start ■■■■■5 
Starting raidsrv services ： [OK] 


RAID ピユーア起動時の動作モードを変更する 


RAID ビューアは、起動したときはスタンダー巧ードで動作します。これを、必ずアドバンストモードで起動するように設定を変更 
できます。 

手)頃 1 [ツール]メニューで、[オプション]をクリックします。 

手)嗎 2 [オプション]ダイアログボックスの[全般]タブで 

[つねにアドバンストモードで起動する]チェックボックスをオンに 
し、 [0 K ] もし〈は、陋用]をクリックします。 




[つねにアドバンストモードで起動する]の設定は、次回 RAID ビューアの起動時から有効になります。 
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を意事項 


Universal RAID Utility を使用する上で注意すべき点について説明します。 

動作環境 


IPv 6 のネ 1] 用について 


Universal RAID Utility は、 IPv 6 (Internet Protocol version 6) 環境では動作しません。 IPv 4 環境で使用して〈ださい。 
IPv 6 環境で RAID システムを管理するには 、 Universal RAID Utility の代わりに、 RAID 〕ントローラの BIOS ユーテイリテイ 
を使用してください。 

RAID ピューア、ロヴ I ビューア 


RAID ピューア、ロヴビューア起動時のデジタル署名の確認について 


RAID むーアとログむーアはデジタル署名を署名してしけす 。 .NET Framework を使用するデジタル署名を持つアブ伯 
-シヨンを起動すると 、 .NET Framework はデジタル署名が失効していなしかネットワークへ確認を行います。そのため、ネット 
ワークに接続していない〕ンピュータや、ネットワーク接続状況の悪い〕ンピュータの場合、 RAID ビューア、ログビューアの起動 
まで数分待たされる可能性があります。 

待たされる時間はオペレーティングシステムやネットワーク接続状況により異なります。 

参考情報 

http :// support . nnicrosoft . com / kb /936707 /ia 


Microsoft -NET Framework Version 2.0 が降が存在しない状態での 
起動について 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 じ I 降をインストールせずに、 RAID ビューア、ログビューアを起動すると、起動に 
失敗します。 

1. Microsoft .NET Framework Version 2.0 よりも古いバージョンが存在する場合 
.NET Framework の初期化エラーの発生を示す火ッ t — ジダイアログを表示します。 

2. Microsoft .NET Framework が存在しない場合 

.NET Framework のリンクエラーによりアプリケーションエラーが発生したことを示す火ッ t - ジダイアログを表示します。 
また、 0 S のイペントログに、 m 下のイペントを登録します。 

-イベントソース ： Application Popup 
-イベント ID : 26 

-説明：アプリケーションポップアップ： raidview . exe ( RAID ビューアの場合。ログビューアの場合は 

rlogview . exe ) -アプリケーションエラー:アプリケーションを正し〈初期化できませんでした （0 xc 0000135)。 
[ OK ] をクリックしてアプリケーションを終了して〈ださい。 

RAID ビューア、ログビューアを使用するには 、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 をインストールして〈ださい。 
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Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネント 
が存在しない状態での起動について 

Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールせずに、 RAID ビューアを起動すると、 
起動に失敗します。 

1. Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイム〕ンポーネントが存在しない場合 

Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリの DLL を口ードできないため、問題の発生を示すゾッ t — ジタ'イアログを 
表示します。 

また、 OS のイペントログに、 m 下のイペントを登録します。 

-イベントソース： SideBySide 
-イベント ID : 59 

-説明： Resolve Partial Assembly が Microsoft . VC 80 .CRT に失敗しました。参照エラーメッ t - ジ：参 
照されたア t ンブ J はシステムにインストールされてしけせん。 

-イベントソース： SideBySide 
-イベント ID : 59 

-説明： Generate Activation Context が (Universal RAID Utility をインストールしたフオル 
ダ) ¥ gui ¥ bridge.dll に失敗しました。参照エラー火ッ t - ジ：この操作を正し〈終了しました。 

RAID ビューアを使用するには、 Microsoft Visual C ++ 2005 SPl ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールしてく 
ださい。 


ESMPRO/ServerManaqer 


複数の ESMPRO / ServerManager からの同時実行 

ESMPRO/ServerManager から RAID システムへオペレーシヨンなどを実行すると、 lit 下のエラーが発生する場合がありま 
す。じ I 下のエラーが発生した場合、他の ESMPRO/ServerManager から同じ RAID システムへ同時にオペレーシヨンなどを 
実行している可能性があります。保守員などへ調査を依頼する前に、このような操作を行っていなしか確認して〈ださい。行 
っていた場合、実行タイミンク‘をずらして巧実行して〈ださい。 

「システムエラーが発生しました。 collect ログを採取後、調査を依頼して〈ださい。」 
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